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第476図　第2912号土坑・出土遺物実測図

第2914号土坑（第477図）

位置　調査区の東部，C14e4区。

規模と平面形　長径2．54m，短径1．25mの不定形で，深さは28cmである。

長径方向　N－8。－E

壁　緩やかに立ち上がる。

底　皿状である。

！　⑥　旦21．4m
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第477図　第2914号土坑・出土遺物実測図
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ピット　1か所。Plは北側に位置し，径35cmの円形で，深さは40cmである。

覆土　2層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片34点，土器片円盤1点が出土している。第477図2の土器片円盤は覆土から出土している。1

は深鉢の胴部片で，隆帯により蕨手状文を施し，条線文が充填されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期と考えられる。

第2914号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値（cm） 重　　 量

（g ）

現存率

（％）
形状 及 び文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　　 さ 帽 厚　　 さ

第477図2 土器片円盤 4．1 3．5 0．7 （13．0） 95 無文。 D P 36　覆土

第2913号土坑（第478図）

位置　調査区の東部，C14C9区。

規模と平面形　径1．90mの円形で，深さは54cmである。

壁　袋状である。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　　ローム粒子微量，炭化粒子微量

4　褐　色　　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

5　褐　色　　ローム大ブロック微量

遺物　縄文土器片14点，磨石1点が出土している。第478図1の磨石は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，土抗の形態と出土遺物から縄文時代と考えられる。

第2918号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（om） 帽 （cm） 厚 さ（cm ） 重量（g ）

第478図 1 磨　　 石 5．2 4．9 4．3 （128．0） 安　 山　 岩 Q 32　覆土　 凹石兼用

」
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第478図　第2913号土坑・出土遺物実測図
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第2920号土坑（第479図）

位置　調査区の東部，C14il区。

重複関係　第2919号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長径1．22m，短径〔1．03〕mの楕円形と推定され，深さは46cmである。

長径方向　N－150－W

堂　外傾して立ち上がる。

底　皿状である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土居解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　炭化粒子微量

3　褐　色　　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片17点が出土している。第479図1は深鉢の口緑部片である。口緑部に沈線が施され，沈線によ

る区画文を施し，RLの単節縄文を充填している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

！　　⑥　旦21・2m

＼＼子「′1m
！　i i

第479図　第2920号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　5cm
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第2927号土坑（第480図）

位置　調査区の東部，C13iO区。

規模と平面形　長径1．47m，短径1．21の楕円形で，深さは25cmである。

長径方向　N－860－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは南東壁際に位置し，径55cmの円形で，深さは106cmである。P2は西側に位置し，径38

cmの円形で，深さは63cmである。

覆土　3層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　色　　ローム粒子多量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小・中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片147点が出土している。第480図1は深鉢の胴部片で，蕨手状の沈線及び半裁竹管による刺突

文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期と考えられる。
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第2931号土坑（第481図）

位置　調査区の北東部，B15f4区。

規模と平面形　径2．10mの円形で，深さは42cmである。

壁　袋状である。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　縄文土器片43点が出土している。第481図1・2の探鉢の胴部から口緑部の破片及び3の探鉢の胴部片は

覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

・第2931号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第48 1図 深　　 鉢 A 〔26 ．0〕 胴 部か らロ綾部 の破片 。胴 部上位 でわず か に内野す る。 ロ緑 部 と胴部 は， 砂粒 ・長 石 ・雲 母 P 15 2　20％　 P L 6 3

1
縄 文土器 B （22 ．の 突 超 をもつ把手 か らつ なが る隆帯 で区画 され てい る。隆帯 に沿 って爪形 文 褐色 覆 土

を施 し， 山形沈 線文 及び沈線 に よる渦巻 文が施 されてい る。 胴部 には R L

の単 節縄 文が施 され ている。

普通 中峠式

2

深　　 鉢 A 〔19 ．0〕 胴部 か ら口緑部 の破片。 口緑 部は 内攣す る。 R L の単 節縄文 が施 され， 頚 砂粒 ・長石 P 153 10％　 P L 63

縄 文土器 B （15．6） 部 に 2 本 の沈線 を巡 ら してい る。 にぷ い赤褐色

普通

覆土

中崎 式

3

探　　 鉢 B （11．4） 胴部片 。胴 部は外 傾 して立 ち上 が る。 胴部 には 懸垂文 ，蛇行 沈線文 及 びキ 砂粒 P 154 10％　 P L 63

縄文 土器 ザ ミを もつ 隆帯が 施 され てい る。 明赤褐 色

普通

覆土

勝坂 Ⅲ式
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第431図　第2931号土坑・出土遺物実測図

第2932号土坑（第482図）

位置　調査区の北東部，B15a5区。

規模と平面形　径2．02mの円形で，深さは93cmである。

壁　袋状である。

底　平坦である。
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覆土　5層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子微量・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子・炭化粒子微量、第5層より粘性がない

遺物　縄文土器片112点が出土している。第482図1の探鉢は底面から出土している。2の探鉢の胴部からロ緑

部の破片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2932号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 撞 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第482図 深　　 鉢 A　 28．9 円筒形。地文はR L の単節縄文で，ロ緑部 に同じ縄文の施 された隆帯が横 砂粒 P156　50％　 P L 63

1 縄文土器 B　 48．6 S 字状に貼 り付けられ，隆帯に沿って結節沈線文が施 されている。 にぷい褐色

普通

底面

中峠式併行

2

深　　 鉢 B （13．3） 胴部から口綾部の破片。ロ緑部は内管する。波状口緑を呈 し，下方に突出 砂粒・長石・石英 ・ P 157　 5 ％　 P L 63
縄文土器 する隆帯で口緑部 と胴部を区画 している。隆帯に沿って爪形文が施され， 雲母 ・スコリア 覆土

区画内には山形沈線文が施されている。地文はR L の単節縄文である。 にぷい褐色

普通

阿王台Ⅳ式

第2934号土坑（第483図）

位置　調査区の北東部，B15a2区。

重複関係　第2933号土坑を掘り込んでいる。北西部分で第2954号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　径1．55mの円形で，深さは86cmである。

壁　袋状である。

底　平坦である。

ピット1か所。Plは南側に位置し，長径46cm，短径39cmの楕円形で，深さは43cmである。

覆土　6層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

⑥　　旦2，．2m

第483図　第2934号土坑・出土遺物実測図
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土居解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，焼土粒子多量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中・大ブロック微量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム小・中・大ブロック少量
ローム小・中ブロック少量

遺物　縄文土器片60点が出土している。第483図1は深鉢の口綾部片で，キザミをもつ隆帯が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2937号土坑（第4糾図）

位置　調査区の北部，B13jO区。

規模と平面形　長径1．37m，短径1．22mの楕円形で，深さは98cmである。

長径方向　N－7。－E

壁　袋状である。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化粒子少量

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片62点が出土している。第484図1は深鉢の口縁部片で，沈線をもつ隆帯により蕨手文，クラン

ク文が施され，地文として縦位の沈線が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第484図　第2937号土坑・出土遺物実測図
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第2939号土坑（第485図）

位置　調査区の北東部，B15C2区。

規模と平面形　長径〔2．80〕m，短径（2．40）mの楕円形と推定され，深さは108cmである。

長径方向　N－730－W
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第485図　第2939号土坑・出土遺物実測図
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璧　袋状である。

∴

、、′　　　　　　　　　′　　‥　　　　　　一一　′　　　　′

土暦解説

1黒褐色　　コ一．・項抒・ローム小丁【コ・－相星．勘酎射し√呵離二がある

2　暗褐　色　　ロ・－ム粒千少量

3　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　暗赤褐色　　焼土粒子多＿鼠　焼士ブロック少量

5　暗褐　色　　ローム粒子中量

6　黒褐色　　ローム粒子ゆ炭化物微量

7　暗褐色　　ローlム粒J’・多量，しトーム小ブロック少量

8　褐　　色　　ローム粒‾J二一多量，ローム小ブロック中量

9　暗褐色　　ロー一一一ム粒子中量，ローム小プロ、ソク少量

lL）褐　　色　　ローーム粒子∴中量，ロ一・一ム小プロ、ソク少量

’・ノミ　　　′　、　一＼　′　　　　　　′．．ざ∴く　′ノ′八　、‥、　′　′　　　　、′′　　　〈′　　　　、′

′　∴ノ　′、一′　二十二六十、　　　　　l　′　‥ミ、一∴とこ（、二i一∴ノ　　′．／　．　′、．，・・　　　ノ

．　　　′　′　　′　　　　∴、、∴：

′　　′、′′．　　　－　ノ′　’′　′′′、．∫－．．イ主1．、ハ　　　シ三．．

第題詞尊堂鏡出藍逸機観察湊

図版 番号　 ‾‾‾‾‾‾‾　 穫　 測 倦 k m ）　　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴
胎 土 e 色 調 の焼 成　　 備　　　 考

勘 85 図　　 深　 鉢　 Å 1侶　 円筒 彬で ある． 2 段 の文様 帯 を構 成す る√ 文様 は キザ ミを もつ 権幕及 び沈 砂粒 ・長石 ・雲母　 P l討　 帖　 P m 3

にぷ い褐色　　　　 底面

普通　　　　　　　 勝坂 古式

1　　　 縄文土 器　 B　 33 ．7　 線 によ りモチ ーフ を描 い てい るナ

C　　 9 。4

′

′　　　－　　′　　　　′　　　　、

一　　　　　　　　　　　　　　　　・∴　・．　・、・′こ　　　ノ・・‘

長径方向　N－690－W

璧　袋状である。

底　平坦である。

－　　　　　　′　　　　　′・・∴‘′，　　一；ノ　′：　′　くノ∴　′′ソ＼：ゝ・t・－；　∴　ノ　　′、、一′、′．

尊意　層に分層され　堆積状況からÅ為堆積と考えられる。

土層解説

l　黒褐色　　ローム粒子中量，ローム小プロ・ソク少量，焼土粒子・炭化粒召数量

2　黒褐色　　ローム粒J二・多鼠　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

51暗褐色　　ローーム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

・′l・・．C rJ・′二‘　　∴l′′ナく　　だ．　∴、・′∴　L∵）、：）′ニ‥く　　三′昌ノ了、：ノ　；′ソ言工ノ告．＼‥′ノ　′　．

の破片撃　の深鉢の底部片及び　の打製石斧は覆土中層から下層にかけて出土している。　～　ほ深鉢の描線

′・′ノ′′．　ノ　　　′　　、了ノ′・．．、ら∴＿∴′く・．紺、　1十　ノ：、J、．．⊥′ノ・，　ノ　　　′　　′　一　′　′、　ノ、

‥ノ′　′　′、　′ノ　′言　つ㌦∴つ∵㍉′、ら　′∵！、′一二／ノ．～．－言上つ、　∴、∴㌦㍉！ノ　∴　　′′ノ

′′　′ノ　く　二′ノ’：‥－1∴ミ′一二トノ′　李∵一一ノ「ノ斗′′緑、工ゝ′′　・′二′：∵・∴：／い・再′　ゝ一∴、．′ノ

所農　本捗の時期は　出土遺物から縄文時代中期中葉　中蜂式期）と考えられる。
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第486図　第2945号土坑・出土遺物実測図（1）
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⊂二二〉

第487図　第2945号土坑出土遺物実測図（2）

第2945号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」　＿＿＿　；　　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第486図深　　鉢A　32．5胴部からロ綾部の破片。胴部は外傾し，ロ緑部は外反する。口綾部に把手砂粒・長石 P159　80％　PL64

1
縄文土器B（30．4）を有する。口緑部にはキザミを有する隆帯で区画され，区画内に沈線によにぷい褐色 覆土

る渦巻文が施されている。胴部にはLの無節縄文とRLの単節縄文とLR

の単節縄文が施されている。

普通 中峠式

2

深　　鉢A　26．0胴部から口綾部の破片。キャリバー形の器形で，ロ縁部に2単位の眼鏡状把砂粒・長石・P160　80％　PL64

縄文土器B（32．6）手を有する。ロ縁部はRLの単節縄文を坤文に，粗く貼り付けられた隆帯でスコリア 覆土

区画され，区画内には交互刺突文が施されている。地文はRLの単節縄文でにぷい橙色 中峠式併行

ある。 普通

3

深　　鉢B（9．2）底部から胴部の破片。胴部は．ほぼ垂直に立ち上がる。地文はRLの単節砂粒・石英・雲母・P16130％　PL65

縄文土器C　　6．6縄文である。 スコリア

にぷい赤褐色

普通

覆土

4

探　　鉢

縄文土器

B（3．8）

C　lO．6

底部片。厚みのある底部である。 砂粒・長石・

スコリア

灰褐色

普通

P176　5％

覆土

図版番号器　　種
計　　　　　　測　　　　　　値

石　　　質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（qm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第487図　9打製石斧（7．0） 5．9 2．1 （122．0）安　山　岩Q33　覆土
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第2946号土坑（第488図）

位置　調査区の東部，C14e4区。

規模と平面形　長径1．76m，短径1．19mの楕円形で，深さは46cmである。

長径方向　N－680－E

壁　緩やかに立ち上がる。

底　皿状である。

覆土　2層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　　ローム粒子中量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック微量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　縄文土器片35点，磨石1点が出土している。第488図1の深鉢の口緑部片及び2の磨石は覆土から出土

している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第2946号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第488図 深　　 鉢 B （11．3） 口綾部片。山形状の把手を有 し，把手 に渦巻状の結節洗練文及び隆帯が施 砂粒 ・長石 ・雲母 P 162　5 ％　 P L 65

1 縄文土器 され，波状 に口縁部につながる。把手裏側には結節沈線文が円形に施 され にぷい赤褐色 覆土

ている。ロ縁部には隆帯に沿って結節沈線文が楕円形状に施されている。 普通 阿王台Ⅱ式

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　 考
長 さ （∞） 幅 （Ⅷ） 厚さ （CⅢ】） 重量 （g ）

第488図　 2 磨　　 石 （7．0） 5．0 5．1 （23 5．0） 安　 山　 岩 Q 34　覆土

三一＝≒二
くl　七h l　　　－　　1

第488図　第2946号土坑・出土遺物実測図

・・　　　　＼、
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第2952号土坑（第489図）

位置　調査区の東部，C14C3区。

重複関係　第500号住居跡の中央部を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径1．18m，短径1．04mの楕円形で，深さは84cmである。

長径方向　N－670－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　段状である。

覆土　2層に分層され，堆積状況から自然堆積と考えられる。

土眉解説

1黒褐色　　ローム粒子・炭化粒子微量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
2　黒褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器1点が出土している。第489図1の深鉢は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期後葉（安行1・2式期）と考えられる。

第2952号土坑出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計 測値 （cm ） 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 489 図 深　　 鉢 A　　 23 ．1 底 部は小 さ く， 口緑 部 は内傾す る。口唇 部 は肥 厚 して いる。無 文であ る。 砂 粒 ・パ ミス ・ P 163 50％　 P L 65

1 縄文土 器 B　　 30 ．4

C　　　 3 ．8

スコ リア

にぷい橙色

普 通

覆土

安行 1 ・2 式

：与‘

旦21．2m

＝亘‾
B

＼ノ
0　　　　　　1m

し二二1二」

第489図　第2952号土坑・出土遺物実測図
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第2954号土坑（第490図）

位置　調査区の南東部，B15a2区。

重複関係　南側部分で第2934号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　径1．05mの円形で，深さは104cmである。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

遺物　磨石1点が出土している。第490図1の磨石は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代と考えられる。

第2954号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　 考
長さ （qm） 帽 （cm） 厚さ （cm ） 重量 （g ）

第49 0図1 磨　　 石 8．3 7．4 3，8 （33 6，0） 花 崗 岩 Q 35　覆土

＼　　①　旦21・Om

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－i

第490図　第29別号土坑・出土遺物実測図

⊂⊃
I

O lOcm

l i　　　　！

第2960号土坑（第491図）

位置　調査区の北東部，B15a3区。

規模と平面形　長径1．83m，短径（1．11）mの楕円形と推定され，深さは72cmである。

長径方向　N－50－E

壁　袋状である。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　赤褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子中量，焼土中ブロック微量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

6　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中・大ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片89点，土器片円盤1点が出土している。第491図1の探鉢，2の深鉢の口綾部片は覆土下層

から出土している。3は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文が施されている。4は土器片円盤である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第2960号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （α） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第491区l 探　　 鉢 A　 23．5 口綾部は外反する。口綾部と胴部は沈線で区画され，ロ綾部は無文帯 とし 砂粒 P 164 90％　P L 65

1 縄文土器 B　 30．0

C　　 9．0

ている。胴部にはR L の単節縄文が施 されている。 にぷい赤褐色

普通

覆土下層

中崎式

2

深　　 鉢 A 〔22．2〕 胴部からロ綾部の破片。口綾部は内管する。ロ緑部に蛇身意匠の把手をも 砂粒 ・長石 ・雲母 P 16 5　5 ％　P L 65

縄文土器 B （17．7） つ地文はR L の単節縄文である。把手から続 く隆帯が，ロ緑部下で口綾部 赤褐色 覆土

と胴部 を区画する。隆帯上に棒状工具による押圧がみられる。ロ綾部は沈

線により長柏円形状に区画 され，区画内に交互刺突文が施 されている。

普通 中峠式

図版番号 器　　 桂
計　　　　 測　　　　 値 重量

（g ）

現存率

（％）

形状及び文様の特徴 備　　　 考

長さ （qm） 幅 （川） 厚 さ （m ）

第4 91図4 土器片円盤 3，1 3．0 0．7 （8．6） 9 5 無文。 D P 3 7 覆土

旦Ⅱ＿＿
0

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第491図　第2960号土坑・出土遺物実測図
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第2966号土坑（第492図）

位置　調査区の中央部，C13bO区。

規模と平面形　径1．00mの円形で，深さは35cmである。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

遺物　縄文土器片12点が出土している。第492図1の深鉢の胴部片は覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第296，6号土坑出土遺物観察表

図 版番号 器　　 種 計 測値 （Gm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第492 図 深　　 鉢 B （12 ．7） 胴 部片 。 わず か に括 れる。 条線 文 を地 文 に， 浅い 沈線 に よ り渦巻 文 ある い 砂 粒 ・長 石 ・雲 母 P 166 10 ％　P L 65

1 縄 文土器 は長 楕円 形状 の曲線 的文様 が描 かれて いる。 石英 ・スコ リア

にぷ い褐 色

普 通

覆土

加 曽利 E Ⅲ式

こ：i

A2，．4m

〕
0　　　　　　1m

！　；　！

第492図　第2966号土坑・出土遺物実測図
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嚢臓　前摺樹遺跡鍼匿縄文時機藍琉…覧嚢

羞笠i位置 出土遺物　 巨　 期 再 複閣議

器罰‖牒亜障璧 丸 攣 退 座 聖 上 の 魂 畢 ト ト再 儀　 H‾‾ 「 － ‾ 「

23鍼　＝狛摘 棒　 形恒 XL瞞日 中緩斜鵬 …　 然深鉢　　　 i　　 i

2355　Bi摘 桓　 形恒 ×潤い 項垂直皿状 つ 自然深鉢　　　 i　　 i

㍊舗つ牒融眉墜 丸 墜 墜 匝 聖 上 の 魂 畢 上 腕 再 儀＋ …… 「 … … 「
郡中潮 虹 」痕 聖」 上 山魂 響 恒事 項 攣潮 言… 「 嘉料 議 可

2358　D摘摘N勝W 楕円形恒 ×潤い項緩斜皿状」 自然探鉢　　　 i　　 i

2359　日i触8紺 湖極 円形恒 Xe縞目減 産極藩主　 然深鉢　　　 i　　 i

2360　㌶i射9図解W極 円形恒 ×潮目鋪　垂直匝坦巨　 然深鉢　　　 i　　 i
236中郷 閏　 形恒0　 恒月、垂直緩斜巨 極熱深鉢　　　　 堀之内式期 i駅摘よ新

胱中側 M e血中 定形恒 x私粥日 中緩斜匝坦仁　 然採鉢　　　 i　　 i
制車硯 N勝W序 定形恒 ×よ車 は 垂直極 月 自然採鉢　　　 i　　 i
馳幸湖 棒　 形iS購　 い糾　垂直匝坦 … 人為採鉢の敲石　　　 堀之内式期　 恒職の盗器閥よ新
描 恒 9 陣　 形恒0　 日飢 外傾匝姐 」 自然深鉢さ注㌫雄勝 士板安行3a式期 i髭般2よ欄
舗中潮 iN湖9…E序 定形恒 ×潤い 7　袋状極 目　 難船　　　　 輔式期　 i
器中 締 棒　 形棒鋼X q糾い 中外傾極 目　 然深鉢　　　 i　　 i
2368 恒5b4 極　 形恒 X g補い項樹　 状上　 敷深鉢　　　 i　　 i
2罰 恒 9 陣　 形恒 ×潤い項垂直極 上 極熱採鉾　　　 i　　 i

2370　Dl射8 N…。楕円形恒 ×潤い中外傾極 目 極熱繍　　　　 加翻琵Ⅳ胡 座鵬は 新減紺は重複

2㍍呈　ほほ獅攣 虫 墜 塑 捷 聖 軋 旦 座 痕 軋 項 墜 恒 ㍉ ． ……「 … … 「
飢車榊 Ⅳ榊0鵬E 楕円形恒 ×ぷい漣 状匝坦 …　 然探鉢　　　　 鵜鵬 Ⅲ式期 i盗23関と重複
237中郷 攣』整製麺聖墾」剋堅漣軋」墾康鮭＿…… つ＋ ＋ …1
2野中 はai攣 丸 攣 墜 匝 聖 上 揖 頑 響 巨 極 両 断 細 ）＋ 庫読 料 「
郡車硯 恒　 形恒8　　 m 袋状緩斜 … 人為深鉢　　　　 鱗式期　 is配親よ蟻諸相と重複
郡車拗 Ⅳ勝 頼 円形恒 x e購い 中段状軽坦恒 仁 深鉢　　　　 加鮒E蟻期　恒般2よ新Sm鋤 重複
郡車悌 桓＋ 形恒滑＋ 巨㌘匪軒撒「斗爛再掛 土断円盤　 上踊摘鶉　 i
捌車機 攣 効 墾 墜 恒 聖 年 率 匝 極 車 中 木 船＋ ノ＋　 い漸 酬 料薄 志 議 濠 嘉 蒜 義
郡車胤 攣攣逐逐蔓拉璧璧上製庫症墜巨 拉頑 柵＋ ’＋ ＋「…‥…「
潮車胤 N一般3湖楕円形恒 ×潤い中 傾匝坦…巨 深鉢　　　　 加鮒E 式期 is配欝旺重複
238再 15a2墜 丸 攣 退 座 聖 上 む 強 堅 圧 極 恒 儀＋ ＋ …「 … … 「
238中 i5a2 陣　 形恒 x e購い5 線斜緩斜巨 i自然極鉾　　　 i　　 i
潮車馳 N粛叫E序 定形恒 x 潤い ユ　緩斜極状仁 ！自然深鉢み敲石　　 極期　　 is振溺iよ新S振脱 重複
2385 恒 ai撃墜漣遭空也聖聖上二上斗二巨幸頑 射奉＋ ＋＋つ＋ ＋ ’1
2386 恒 a2墜 五 攣 退 座 聖 上 の 魂 聖 上 漣 癖 率 … …． 「＋　 …「
即事硯 Ⅳ勝 E 楕円形恒 Xも消日中緩斜極洗い i自然深鉢　　　 i　　 i
測車順 陣　 形ie鵬　 日 中垂直平坦い　 Å為深鉢を鉢　　　 加曽鵬 式期 i
湖中順 虹 」 弛 ㌧ 斗 聖 恒 極 上 事 項 掛 酢＋ ＋ 極弱　 …「
拙中畑 聖山型聖漣空聖上生麺痕到才漣畑野畢墾畢欄車彿胴 彿可嘉霹靂義議霹靂
239中朝 攣尋肇塑頼聖攣上」∴ 巨つ 日照 極鉢＋ ＋＋ ！＋ ＋ ’1
239中潮 璧 奥 塑 攣 捷 塑 軋 聖 座 極 小 小 河 捕 瀾錮＋ 「彿 瀾 √ 1 表 示 遠 茹 霹 靂
239中 湘 N脇　 不定形恒 XL車 錆 垂直桓凸い 極熱深鉢　　　 i　　 i
飾車湖 棒　 形恒5　 い膵　袋状極 上 Å為鉢8深鉢ゆ蓋　　 加曽鵬 式期　恒捌よ新
239中潮 聖域革製梗聖聖上可塑漣可」 醜極鉢＋ ＋＋ i＋ ＋　 「
239中蠣 攣 丸 攣 墜 恒 聖 上 項 畢 恒 車 区画 摘＋ ＋ ＋ 極細腑 料 極 蔽 靂
郡車蠣 円　 形恒　 日中 礪匝状巨 尤為深鉾や不明士製品　 極曽鵬 Ⅲ式期 is振舞 頼 重複

23鱒　D摘摘攣 奥 墾 攣 捷 聖 軋 半 座 車 針 目墜 庫 ；＋ ＋　 「 ’‾「

2399　江津嬢 恒　 形恒6　 日 目垂直平鰻恒　 摘 採鉢　　　　 加曽刹E 式期 is振硯諸相諸般は重複

24糾つD融満N一別ニーE　楕　円　彬　0．77＼用．51　諏　垂直　平川＝・－　自然　深鉢

離別「D摘がト★「W　楕　円　彬 ．亜＼コ．州　HO　垂直　辛抑＝　一一　自然　音鉢・士器片円盤　　　堀之内1式期　　 SKJJ丁う七重碩
加齢つ牒融舶 出　　府1．J恒1∴う　頼り　垂直　辛耕　一　自然　音鉢

淵中潮 陣　 形恒 Xも車 消 垂直棒状巨 i自然！深鉢　　　 i＋ ＋＋ i
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土塊

番号
位置

又 規　　　　 模 回 底 樟 土　 出土遺物　 巨　 期 吊 複 閣 議

招 ×短径油）探針C鋸

2404 D 14g8
N －8。－E i長 方 形

2．02×1．38 9 1
外傾極 上 ！自然 ！深鉢　　　 ！　　 ！

2舶5 D 15hl N 一朗0血W　 楕　 円　 形 2．02×1．58 54
外傾極 目 i自然 極 鉢　　　 i　　 i

2406 D 14iO
N －43。＿粛 長 方 形

1．42×1．08 ユ31
外憾 転載 ！＿ 晶 埠 淀鉢　　　　　 i　　　　 l

2購7
i
E 15b2

i
＼－TT＋一打

i
楕　 円　 形

i
2．67×1．25

i

56

［ i

2

l
自然

i
深鉢

！ i

2購8 D l射8 N 榊470鋤E 楕　 円　 楷 1．53X はユ3〕 85
外傾 i平坦 自然 深鉢 堀之内 1 式期 SK 2453 と重複

24 09 E 15a2 － 円　　 形 1．12×L 併 37 外傾 ！平坦 自然 深鉢

2410 D 14hO N j 5㌔E 長　 方　形 2．45×1．84 2 7 自然 探鉢

2411 D 15h3 － 円　　 形 1．30＼1．ゴ6 32
緩斜 i平坦

自然 深鉢

2射5 D 14gO － 円　　 形 1．60 33 外傾 ！平坦 深鉢 ・右皿 加曽利 E I式期 SI429より新 SK2435，2463より古

2射6 D 14h8 酢帯鍔W 不　 定　 形 1．04×0。66 －
緩斜 ！平坦

ユ 自然 深鉢

2417 D 14h8 N 一閃にE
序 定 形

2．43×1．49 84 外傾！段状
3 自然 探鉢

2418 D 14h8 Y ◆70㌦W 不整楕円形 1。50×1．28 98 垂直！平坦 人為 深鉢 加曽利E Ⅳ式期 SK24 17と重複

2射9 D 14h8 N 掘70－E 楕　 円　 形 1．19×0や84 85 垂軒 腑 自然 深鉢

2420 D 14が － 円　　 彬 1．15 舶 外傾 ！皿状 自然 深鉢

2421 D 14g9 N ←22ニーW 楕　 円　 形 i。08×0．77 76 垂直 i平坦 自然 深鉢

2422 D 15 i3 N －5結虻 不　 定　 形 2．09×1。24 4 3
外傾 i皿状 自然 深鉢

2423 D 15 i3 酢減給載 不整楕円形 2．87×ま．65 6 3 ユ 自然 深鉢

2425 D 15 i3 N 凍結載 楕　 円　 形 2．12X L 姐 41 自然 深鉢

242 6 D 15 i2 Ⅳ…45㌔E 楕　 円　 形 1．87×1．38 74 垂直 軽 坦 自然 深鉢

242 7 D 14fO － 円　　 形 0．76 28 外傾！平坦 自然 深鉢 加曽利E n 式期 SK24 70と重複

2428 D lJfO N 」7㌔W 円　　 形 1．84×L 鋸 75
外傾桓 坦 自然 深鉢

2429 D 15h2 N 血480－W 摘　 出　 彬 0．96×0．85 96 垂直軽 坦 人為 深鉢 ・広口壷 加曽利E Ⅳ式期 SK250 6より新 SK2宥丁と垂棲

2430 D ll jO ＼－36㌔W 楕　 円　 形 0．86×0．54 52
外軒 掩 自然 深鉢

2431 D 14 iO N 油180－W 楕　 円　 形 0．樟＼0．70 70 垂直 桓 凸
2 自然 探鉢

2432 D 14 jO N …2結載 不　 定　 形 1．86×0。90 10（う 段可 平坦
1 人為 深鉢 加曽利E Ⅳ弐期 SI422より新

243 3 D 15g2 N 叫6終載 楕　 円　 形 0．95×持．77〕 64 袋状 軽 坦 自然 深鉢 中峠式期 SK2舶1と重複

243 4 D 14gO N 榊鋸だE 楕　 円　形 1．91 X仕11 舶
外傾 i平坦

1 自然 深鉢

243 5 D 14gO － 楕　 円　形 2．97×1．72 69 外傾 軽 坦
ユ 自然 探鉢

2436 D 14jO N …25。譲E 楕　 円　 形 2．20×1．69 55
垂直 桓 凸

2 自然 深鉢

2437 D 15jl N －6 ㌧W 楕　 円　 形 0．74 X Oも43 －
㍉ 「 自然 深鉢

2438 D 15jl N －440－E 楕　 円　 形 0．52×0．33 54 垂直桓 凸 自然
i
深鉢

24 39 D 15 iユ － 円　　 形 2．37×2．20 51 外傾 桓 坦
5 自然 深鉢

2440 D 15 il N －4 ㌦E 不整長方形 1．98×1．65 39 外傾 匝 坦
5 自然 探鉢

244 1 D 15g2 N －490－E 楕　 円　 形 1．29×1．12 9 3 外傾．桓 状 」

2 i

自然 ！

自然 ！

人為 i

人為 i

人為 ！

自然 I

自然 i

自然 i

自然 ！

人為 ！

自然 ！

自然 i

自然 i

自然i

つ

自然 ！

叫

自然 I

叫

藻鉢 i

i

安行 2 式期　 iSK2舶5より古 SK2舶3，2447と重複

244 3 D 15h2 N －30 J－W 正　 方　形 1．60×1．49 6 2 垂可 皿状 深鉢

2444 D 15g2 － 円　　 形 〔2．30〕 30 夕叫 平坦 ヱ i

1

2 ！

1

日

深鉢

244 5 D 15g2 N －90こ－W 不　 定　 形 1．95×0．91 120 垂直 ！皿状 深鉢 ・土器片円盤 ・磨石 後期 SK2444より新

2446 D 14eO － 円　　 形 2．06 105 垂軒 撒 深鉢 ・敲石 堀之内 王式期 i

！

i

l

l

堀之内 上武期 i

i

堀之内 工式期 i

i

i

i

！

SI4 34より新 SK 2503 と重複

SK252 0より新

SK 2457 と重複

2447 D 15h3 N －31㌔W 楕　 円　 形 2．47×2．23 73 垂直！平坦 深鉢

2448 D 嘩 3 － 円　　　 形 1．78×1．70 74 垂直匝 坦 深鉢

2449 D 15g2 N ←55こ←E 楕　 円　 形 0．73×鉦56 83 垂直極 状 3 深鉢

24 50 D 15g3 － 円　　　 形 1．97×1．87 27 ー 「 バ

ー ！
」

3 ！

深鉢

2451 D 14dO － 円　　 形 鉦 88］ 63 外傾 恒 深鉢

2452 D 15jl N －37こ⊥E 不　 整　 形 1．35×0．56 57 ー ト 深鉢

245 3 D 14f9 N 4 1こ」E 不整楕円形 2．97×1．96 6 0 鋸 中 膵 深鉢

2454 D 14e8 N －18㌔E 不整楕円形 1．47×1．00 2 7 」 ト 3 探鉢

2455 D 14e9 N －900－E 不整楕円形 1．11×0．85 19 緩斜 匝 坦 3 探鉢

2456 D 14f9 N － 00 楕　 円　 形 1．80×仕70〕 62 段軒 鞘 1

2

1

日

深鉢 ・石皿 ・不明石器

2457 D 14 f9 N 167ニーW 不整 円形 1．96×1．85 63 垂直恒 状 探鉢

2458 D 14 f9 N ←71㌔W 不　 定　 形 0．99×0．67 36 外傾 ！平坦 探鉢

2459 D 14 f9 N J P －E 楕　 円　 形 仕25］×用8 101 垂直恒 探鉢 ・土器片円盤

2460 D 15f2 N －393－E 不整楕円形 3．33×2．08 115 ル 深鉢
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土塊

番号
位置

長径方向

伐 軸方郎
平面形

規　　　　 模 i 壁

底 ピット覆土 出土遺物 時　　　　 期
備　　　　　　 考

（重　 複　 関　 係）描 ×短径mj 齢狛扉

246 1 D 15fl － 円　　 形 1．95 4 0 垂直 平坦 ユ 自然 沫鉢 加曽利E I 式期 SK2462より新 SK2434，2428と重複

2462 D 15fl N －230－W 楕　 円　 形 1．92×1．54 8 6 袋状 平坦 1 人為 深鉢 加曽利E I 式期 SK2 461より新

2463 D l寸gO N 桝58㌔W 長楕 円形 〔1．66×0．52〕 41 垂直 平坦 － 人為 深鉢 ・人骨 加曽利EⅢ式期以降 土塊墓　 SK24 15 ・SK24 35より新

2464 D 15h4 N ←30㌔W 楕　 円　 形 2．68×2．13 2 1 緩斜 宰相 － 自然 深鉢

2465 D 15h4 飾4 ㌔W 楕　 円　 形 1．95×鉦18〕 65 穣斜 平粗 － 人為 深鉢 加曽利 E I 式期 SK24鋸より新

2466 D 15g3 － 楕　 円　 形 0．77×0．67 76 垂直 平坦 － 自然 深鉢

2467 D 15g3 － 円　　 形 0．77×0．70 64 嬢斜 段状 － 自然 探鉢

2468 D 14eO N …0 0 不整楕円形 2．33×1．90 74 垂準 平坦 1 自然 深鉢 加曽利 E Ⅳ式期 SK246 9より古 SK2 470と重複

24 69 D 14eO N －40軸E 不　 定　 形 2．43×0．93 45 外傾 平坦 2 自然 深鉢

2470 D l射0 － 円　　 形 L 糾 46 外傾 平坦 3 自然 深鉢

2471 D 15gl － 不整 円形 1．JJ 62 外傾 平坦 1 自然 深鉢

247 2 D 15e2 N …150－W 楕　 円　 形 1．51×1．35 50 袋状 平坦 1 人為 深鉢 中峠式期

2473 D 15f2 N 伽510－W 楕　 円　 形 2．40×1．57 10 外傾 平坦 2 自然 探鉢

2474 D 15gl N … 00 楕　 円　 形 1．32×1．20 8 4 垂直 平坦 1 自然 探鉢 加曽利E Ⅳ式期 SI4 32より新

2475 D 14d9 － 円　　　 形 1．57 5 0 袋状 平準 － 自然 深鉢 t土器片円盤 中峠式期 SI4 36より新 SK 2522 と重複

2476 D 14jO N 仙48㌔W 不整楕円形 1．82×0．74 4 5 外傾 平坦 2 自然 探鉢

2477 D 15h2 N 鵬550…W 不整楕円形 1．51X O．輔 － … － 自然 深鉢

2478 D 15g2 N －270－E 楕　 円　 形 0∴H X OJ O 80 垂直 平坦 － 自然 探鉢

2479 D 15h2 N ←65J－E 楕　 円　 形 0．73×0．56 122 袋状 平坦 － 自然 深鉢

2480 D 15hl － 不 整円形 1．84×1．82 27 袋状 平坦 － 自然 深鉢

2481 D 15hl N 車55J←W 楕　 円　形 1．52×0．81 5 1 外傾 皿状 － 自然 探鉢

2482 D 14 f9 N ←12㌧W 楕　 円　形 1．82×1．57 66 外傾 平坦 － 自然 深鉢

2483 D ヱ5f2
l

N －36こ←W 楕　 円　形 1．71 X l．39 55 平坦 1 自然 探鉢

2484 D 15f2 N －280－W 楕　 円　 形 1．17×0．78 80 垂直 平坦 － 自然 深鉢

2485 D 15f2 N 洲260叫W 円　　 形 0．71 90 垂直 平坦 － 自然 深鉢

248 6 D 15el N －313－E 楕　 円　 形 1．11×0．90 40 垂直 皿状 1 自然 深鉢 阿王台Ⅲ式期

248 7 D 15g2 － 円　　 形 0．73×0．70 107 － 段状 － 自然 深鉢

2488 D 14eO － 円　　　 形 0．79 － － － － 自然 探鉢

2489 D l宛0 N －30㌧W 楕　 円　 形 0．76×0．64 － － － － 自然

自然

人為

自然

人為

自然

自然

人為

ー ！

自然 ！

自然 i

人為 i

自然 I

自然 ！

叫

自然 i

人為

自然

自然

自然

深鉢 i

後期　　 ！SK封62，2512と重複2492 D 15fl N －38㌧W 楕　 円　 形 2．90×2．50 3 5 外傾 平坦 2 深鉢 ・耳飾り ・麿石

2493 D 15el N －20こ－W 楕　 円　 形 2．35×ほ02〕 54 外傾 i

垂可

垂直i

外傾！

垂直l

外傾！

平坦 1 探鉢 ・敲石 加曽利 E Ⅲ式期

加曽利 E Ⅲ式期

堀之内I 式期 ！

SI43 9より古

SK26 02と重複

SH 3 6より新

SK25 12 と重複

SK 2508より新 SK25 14 より古

SI4 31より新

SK2 502，24 92と重複

SK25 07と重複

2494 D 15dl N －570－E 楕　 円　 形 1．14×0889 40 平坦 1 深鉢

2495 E 15e2 〔N ←35二W 〕楕　 円　 形 1．62×0．54 69 平坦 － 探鉢

2496 D 15dl N －35㌧W 楕　 円　 形 1．58×0．95 38 － 1 探鉢

2497 E 15b6 N －14㌧W 楕　 円　 形 1．91×1．62 9 1 平坦 － 深鉢

2498 D 15g3 N －3．仁W 不　 定　 形 1．71×0．97 77 平坦 － 深鉢 ・耳飾 り 後期、晩期

2499 D 14cO N －30㌔W 楕　 円　形 1。92×L 53 8 1 袋状 平坦 － 深鉢 ・土器片錘 中峰式期　 ！

i

lI

堀之内 I 式期 l

i

加曽利E Ⅲ式期

安行 Ⅲ式期

中峠式期

！

後期　　 i

250 0 D 15el N －35J－W 楕　 円　形 1．76×1．45 41 外傾 i

垂可

外傾 ！

垂可

緩斜 ！

平坦 4 深鉢

250 1 D 15gl N －36予車W 楕　 円　 形 0．78×0．56 43 平坦 － 探鉢

250 2 D 15el N ＿17こ＿W 不整楕円形 1．86×1．月 65 平坦 － 探鉢

2503 D 14dO N －50㌧W 楕　 円　 形 1」3×1．02 24 平坦 1 深鉢

2504 D 15hl N －33elW 不整楕円形 1．70×1．09 33 平坦 － 深鉢

2505 D 15gl N －120－W 楕　 円　 形 0．82×0．51 3 0 外傾 平坦 － 探鉢

2506 D 15h2 － 円　　 形 1．66×1．55 9 1 外可

垂可

袋可

平坦 － 深鉢

2507 D 15bO － 円　　　 形 2．09×2．00 80 平坦 － 探鉢

2508 D 14b9 N 一山二一W 楕　 円　 形 1．83×1．06 120 平坦 1 深鉢

2509 D 15 f2 N －53 0－E 楕　 円　 形 2．22×0．98 47 緩斜 平坦
3 i

」

」

深鉢

2510 D 14d9 － 楕　 円　 形 0．43×0．37 18 外傾 皿状 深鉢 ・台付鉢

2511 D 15dl N －260－E 楕　 円　 形 0．89×0．76 14 緩斜 平坦 探鉢

2512 D 15el － 円　　　 形 1．73×1．72 95 袋状 平坦 人為 深鉢 ・浅鉢

2513 D 14b9 N －28こ－W 不　 定　 形 1．25×0．80 150 袋状 平坦 自然 探鉢

2514 D 14bO － 円　　 形 〔1．23〕×侶 8 102 外傾 措鉢 人為 深鉢
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土坑

番号
位置

長径方向

餞軸方翻
平面形

規　　　　 模 ！壁
底 ピット覆土 出土遺物 時　　　　 期

備　　　　　　 考

（重　 複　 関　 係）摘 ×短径m ）車齢狛料

2515 D 14d8 N ←15こ一E 不 整円形 〔0．98〕 46 外傾 凹凸 － 人為 深鉢 中期

2516 D 14d9 N －80－E 不　 定　 形 1．72×〔0．62〕 38 緩斜 凹凸 1 － 深鉢 加曽利E 式期

25ま7 D 14が N －25㌔E 不整楕円形 1．59×1．32 － － － － 自然 深鉢

2518 D l射9 N －23∵Ⅳ 楕　 円　 形 1．36×0．86 － － － － 自然 深鉢

2520 D 14dO N 鵬50－E 楕　 円　 形 2．37×2．05 86 垂直 平坦 1 自然 探鉢

252 1 D 14e9 N －520－E 楕　 円　 形 1．93×鉦20〕 54 垂直 平坦 － 人為 深鉢 加曽利E Ⅲ式期 SI43 1より古 SK 2522より新

2522 D 14d9 N －52こ－E 楕　 円　 形 2．98×1．49 3 5 外傾 平坦 － 自然 深鉢

2523 D 15dl N －35ご一W 楕　 円　 形 1．01×0．57 10 0 袋状 平坦 － 自然 探鉢

2524 D 14e9 － 円　　　 形 2。22×2．19 63 袋状 平坦 2 自然 深鉢 ・剥片 中峠式期 SH 3は り古

254 0 D lヰdやN →50J－W 楕　 円　形 0．78人0．60 77 袋状 平坦 － 自然 深鉢

254 1 D 14 j7 N ←71ご－E 楕　 円　 形 1．58×1．46 12 垂直 平坦 1 自然 深鉢 ・麿製石斧 加曽利E I 式期 SK 2845 より古 SK28 38と重複

256 7 D llfO N 鱒42㌔E 楕　 円　形 〔0．72×0．50〕 45 － － － 人為 土偶 安行 I 式期 SI429より新 SK2428 と重複

2568 D 14gO N －220…E 楕　 円　形 0．66×0．53 59 外傾 平地 － 自然 深鉢

2602 E 15b5 － 円　　 形 1．24×1。16 32 緩斜 － － 自然 深鉢

2614 D 14b9 N J十一E 楕　 円　 形 0」3X O．15 77 外傾 措鉢 － 自然 深鉢

2615 D 14C9 － 不　 整　 形 0．82 26 外傾 皿状 － 自然 探鉢

2760 D H fl N －85ユーW 楕　 円　 形 3。15×2。57 77 外傾 平出 2 自然 深鉢

2762 D 14el N －53㌧W 楕　 円　 形 2．01×1．75 32 緩斜 平坦 1 自然 深鉢

2763 D 14i5 － 円　　 形 1．37×L 27 2ユ 緩斜 皿状 － 人為 探鉢 ・剥片

2764 D 14f6 N 一山十一W 楕　 円　 形 2．37×1．82 55 垂直 平坦 － 人為 探鉢・土器片円盤・土器片錘 加曽刹E Ⅳ式期 SK28 10と重複

27 65 D ILH G N 棚450鵬E 楕　 円　 形 1．68×1．43 5 1 緩斜 平坦 1 自然 深鉢

276 7 D 14 f3 N 鋤40 0紬E 楕　 円　形 1．86×1．21 27 緩斜 平坦 － 自然 探鉢

276 8 D 14fd Ⅳ血44㌔E 楕　 円　 形 1．58×1．39 5 1 外傾 平坦 ヱ 自然 深鉢

276 9
l
D 14f5

l
円　　 形

ま
1．20 X l．10

I
舶

8
外傾 平坦

l
自然 探鉢

2770 D l壷6 － 円　　　 形 1．31×1．28 47 外傾 平坦 － 自然 深鉢

277 1 0 14cl N ←3㌧E 楕　 円　 形 2．28×1．43 33 外傾 平坦 － 自然 深鉢

2772 D 14e4 － 円　　　 形 1．15×1．13 76 垂直 皿状 － 人為 深鉢 ・土器片錘 中期

2773 D 14e6 － 円　　　 形 2．53×2．48 76 袋状 平坦 2 人為

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然 i

自然i

自然

自然

自然

自然

自然

不明

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

人為

自然

自然

深鉢 ・不明土製品 加曽利E I式期

SK 2808より古

2775 dD 14e4 N －32千一W 楕　 円　 形 1．餌×1．17 36 外傾 皿状 － 深鉢 堀之内 I 式期 ！

！

i

i

i

i

i

i

i

！

i

i

i

阿王台Ⅲ式期 i

i

i

i

l

！

i

阿王台Ⅳ式期

2778 D 14e4 N －16㌧E 楕　 円　 形 1．79×1．00 17 緩斜 平坦 － 沫鉢

2779 D 14e4 N 車12ニーE 不整楕円形 11は×1．00 15 緩斜 平坦
l i

」

1

1

深鉢

278 0 D 14e4 N －封〇lE 楕　 円　 形 1．15×0．88 26 外傾 平坦 深鉢

278 1 D 14e3 N －12J－E 楕　 円　 形 1，04×0．83 22 外傾 平坦 深鉢

278 3 D 14cl N －20。－W 楕　 円　 形 1．81×1．39 15 緩斜 平坦 深鉢

2790 D 14b4 － 円　　 形 1．88×1．80 75 外傾 平坦 ！

平坦！

乎可

深鉢

279 1 D 14C5 － 円　　 形 2．16×2．00 50
外傾 l

外傾i

袋状 ！

2

1

深鉢

2792 D 14C4 N －11J－W 楕　 円　 形 1．73×0．70 34 深鉢

2795 D lヰb6 － 円　　 形 1．32×1．31 67 平坦 深鉢

2796 D 14C5 － 円　　 形 1．27×1．21 41 外傾 平坦 深鉢

2797 D 14b4 N －75J－W 楕　 円　 形 1．32×1．17 30
緩斜 ！

準直 ！

外傾 i

平坦

平坦

平坦 ！

乎可

平坦 i

深鉢

27 98 D 14b5 N －33㌔E 楕　 円　 形 1．98×1．57 4 8 2

1

深鉢

27 99 D 14a5 N －79ニーW 円　　 形 1．30 3 0 探鉢

280 0 D 14b6 N －11㌔E 楕　 円　 形 1．87×1．20 58 袋状 深鉢

280 1 D 14d7 － 円　　　 形 1．62×1．54 58 袋状 1 ！

3

2

採録

2802 D 14e4 N －51。－W 楕　 円　形 0．78×0．67 57 外傾 平坦 深鉢

2803 D 13C9 N －75㌔W 楕　 円　形 1．91×1．11 29 緩斜 平坦 深鉢

2804 D 14e7 N －57㌧W 楕　 円　形 1．07×0．94 43 袋状 平坦 深鉢

2805 D 14e7 － 円　　 形 1．37×1．32 57 外傾 平坦 深鉢

2806 D 14d7 N －18亡－W 楕　 円　 形 1．94×0．94 46 外傾 平坦 深鉢

2807 D 14C8 － 円　　 形 1．03×0．98 56 袋状 平坦 深鉢 ・打製石斧

2808 D 14b8 N －21ご－E 楕　 円　 形 0．58×0．46 38 外傾 皿状 深鉢 SK207より新

28 09 D 14a2 N －780－E 楕　 円　 形 1．44×1．28 61 外傾 平坦 深鉢

－559－



土坑

番号
位置

長径方向

滝軸方陣
平面形

規　　　　 模 ！壁
底 ピット 覆土 出土遺物 時　　　　 期

備　　　　　　 考

（重　 複　 関　 係）長径幻離紆料4 深封

28 10 D l射6 N －250－E 楕　 円　 形 1．22×0．80 11 緩斜 平坦 － 自然 深鉢 SK27 64と重複

2鋸1 D 14C7 N 格鍔載 楕　 円　形 1．19×0．90 22 緩斜 皿状 － 不明 深鉢 ・土器片円盤 ・磨石 後期

2812 D 14d7 … 不 整円形 1。68×ま．67 45 外傾 平坦 2 自然 探鉢

282 2 D l宛4 － 円　　 形 0，67×0。65 22 嬢斜 平川 … 自然 深鉢

2823 D 14e5 N …350－W 長　 方　 形 0．57×0．45 4 7 垂直 平川 － 自然 深鉢

2824 D 14C5 N －310榊E 楕　 円　 形 1．13×1．00 3 4こ 外傾 平出 － 自然 深鉢

2826 D 14e6 － 円　　 形 鉦 88〕 63 袋状 平坦 人為 探鉢 阿王台Ⅳ式期 SK2827 より新

2827 D 14e6 － 円　　 形 〔0．75］ 69 袋状 平坦 自然 深鉢 SK2826 より古

2828 C 輔 5 － 円　　 形 1．30×1．19 79 垂直 平地 自然 深鉢

2829 D 13bO － 円　　 彬 0．94×0．92 62 袋状 平粗 自然 深鉢

2831 C 14 i4 － 円　　 形 2．02×1．96 142 垂直 皿状 1 自然 探鉢

2832 D 14e7 Y －ゴ0㌔E 長　 方　形 0．90×0．40 － － － … 自然 深鉢

2834 D 13C9 N 」が－E 楕　 円　 形 私77×0．64 33 緩斜 皿状 － 自然 探鉢

283 5 D 13C9 N …350…E 楕　 円　形 0。98×0．71 30 緩斜 皿状 － 自然 深鉢

283 6 D 13C9 ＼－30〕一E 不整楕円形 1．山×仕91 33 外傾 平坦 － 自然 深鉢

283 7 D 14a7 N …33㌔W 楕　 円　形 1．94×1．72 7 緯斜 平粗 － 自然 探鉢

2838 D l圭17 N 」耳∵野 不整楕円形 2．06×1．74 41 袋状 平坦 － 自然 深鉢 SK2863 ，2839と重複

2839 D 14a8 N －860柵E 楕　 円　 彬 〔．榊×2－28〕 62 緩斜 平川 2 － 深鉢 ・土器片円盤 ・磨石 中期 SK2838，2863 と重複

2840 C 14g5 － 円　　 形 1．36×1．29 112 外傾 措鉢 － 人為 深鉢 ・鉢 加曽利 E Ⅲ式期

284 1 C 14i7 N －55㌧W 楕　 円　 形 2．13×1．50 56 袋状 平坦 1 人為 探鉢 中峠式期

2842 r l引15 N －54 0蘭W 楕　 円　 形 2．33×1．68 29 緩斜 皿状 － 自然 深鉢

2843 r l引15 N ㈱800－E 楕　 円　 形 2．04×1．63 90 袋状 平坦 1 自然 深鉢

2844 C 14 i6
i

N 血17㌔E
l

楕　 円　 形 2．58×2．22 90 袋状
I

乎建、－ 自然 深鉢 バ支鉢 ・土器片円盤 小峰式期
l

28 45 C l帰 N 榊220州E 不整楕円形 0．65×軋54 49 外傾 皿状 －
白．然 深鉢

2846 C 14h5 N …530鵬E 不整楕円形 L 36×0．54 － － － － 自然 深鉢

284 8 C l宛6 N 4甘∵野 楕　 円　 形 1．97×1．58 71 外傾 平川 2 人為 深鉢 ・岩版 中期 SK2鋸9より新

284 9 C l触6ド 証 －W 楕 円 形 l1．63×0，90 33 垂直 平坦
l
自然 深鉢 SK2錮8より古

285 0 D 14b6 N －250…E 不整楕円形 1．70×1．50 33 外傾 皿状 － 自然 深鉢

285 1 D 14C5 N 一針∵Ⅳ 楕　 円　 形 2．40×1．63 4 1
垂可

垂可

袋可

垂可

外傾

平坦 －
自然 ！

叫

人為

人為

自然

人為

自然

不明

人為

自然

自然

人為

自然 i

人為

自然

自然

人為

人為

自然

自然

自然

自然

自然

深鉢 i

i

輔 式期　 ！

SK2855より古 SK28 56と重複

2852 D 14d6 N …380－E 不整 円形 1。18×1．13 75 皿状 － 探鉢

2853 C l宛7 N 一丁告 E 楕　 円　 形 3．27×2．66 12 0 平班 － 深鉢 ・土器片錘

2854 C 14i8 N …590牌W 不　 定　 形 2．00×1．44 44 平坦 － 深鉢 ・鉢 中峠式期　 I

i

中期　　 i

i

加曽利E I 式期 l

2855 C 14 j8 － 円　　 形 0．60×0．55 120 皿状 － 深鉢 SK2854より新

2856 C 14 i8 酷遇にW 楕　 円　 形 2．31×1．63 100 袋状 平坦 2 深鉢 ・土器片円盤 SK2869より古 SK2854 と重複

SK2 870より古

2857 D 14C7 N －12㌔W 不整楕円形 2．09×1．59 79 袋状

垂直i

袋可

平坦 － 深鉢

2858 D 14a5 N －430－W 楕　 円　 形 2．30×鉦30〕 75 平坦 － 深鉢 ・土器片円盤

2859 C 14h7 N 榊840－E 楕　 円　 形 2．63×2．15 116 平粗 l i

」

ユ

！

1

1

深鉢 輔 式期　 ！

i

i

阿王台Ⅳ式期 ！

阿王台Ⅳ式期

阿王台Ⅲ式期 i

SK28 60と重複

28 60 C l宛7 N ←IlニーW 楕　 円　形 0．99×0．87 114 袋状 平班 深鉢 SK28 59と重複

SK278 5と重複

l
28 61 C l帰 － 円　　 形 2．40×2．23 132 袋状 平粗 深鉢

286 2 D 14al － 閂一　　 形 2．34×2．16 4 9 外傾 皿状 深鉢 ・剥片

2863 D 14a8 N －50－E 楕　 円　 形 1．63×1．48 3 0 緩斜 平坦 深鉢 SK283 8，283 9と重複

SK 2858 より新

SK2 871

2867 D 14a7 － 円　　 形 1．64×1．53 8 5 袋状 平班 深鉢 ・鉢

2868 1

2869 i

28可

D l舶 i

C 可

D 13 j5

N J Oこ一W 楕　 円　 形

円　　 形

不　 定　 形

1・38×1・14 i

0．80×0．74

2．03×仕50〕

30

92

外傾

i

袋状

平可

i

皿状 ！

探鉢

深鉢

深鉢

2871 C 14h3 － 円　　　 形 1．51×1．50 6 1 袋状 平坦 深鉢 中峠式期　 i

i

i

i

！

！

l

28 72 D 14C6 N －310－W 楕　 円　形 2．13×1．89 56 外傾 平坦 深鉢

2873 C 14fl N －73ニーE 楕　 円　形 3．40×2．58 103 袋状

垂直

袋状

平坦 3 深鉢

28 74 D 14a6 N －40－E 楕　 円　形 2．64×2．08 54 平坦 3

－ ！

ー ！

深鉢

287 5 C 14h3 － 円　　　 形 1．44×1．40 80 平坦 深鉢

287 6 C 14j6 － 円　　 形 1．75×1．69 31 緩斜 皿状 探鉢

287 7 C 12h4 N －200蝉W 楕　 円　 形 1．45×1．30 30 外傾 平坦 深鉢

－560－



士坑

番号
位置

長径方向

餞軸方向
ラ　 平面形

規 模 ！壁
底 ピット 覆土 出土遺物 時　　　　 期

備　　　　　　 考

（重　 複　 関　 係）封細庵猷料‥掛㌫壷

2878 C 12 i4 － 円　　 形 1．50×1．37 30 外傾 皿状 － 自然 深鉢

288 0 C 12h6 N 4 ㌢－E 楕　 円　 形 3，20×2．77 36 外傾 平坦 － 自然 深鉢

2884 B 13hl
i － 円　　 形 L の＼1．61

高 2

妾
外傾 平坦 － 自然 深鉢

288 5 B 13h4 N …52㌔E 楕　 円　 形 1．54×1．21 54 垂直 平坦 － 自然 深鉢

28鋸 C 12e7ご　N 鵬433－W 楕　 円　 形 1．26×1．10 27 外傾 平坦 － 自然 深鉢

2894 C 14b6 － 円　　 形 1．20 X L 19 46 外傾 平坦 － 自然 深鉢

2895 C 14b6 － 円　　 形 1．49×1．39 57 外傾 平坦 － 自然 深鉢

2896 C 14b8 N －330－W 楕　 円　 形 2．34 X L 粥 48 外傾 平坦 3 自然 深鉢

2897 C 14a7 － 円　　　 形 2．51×2。48 6 9 袋状 平坦 2 自然 探鉢

2898 C l摘 － 円　　 形 1，14 X L 摘 44 外傾 平坦 － 自然 深鉢

289 9 C 14e5 － 円　　 形 1．53 45 垂直 皿状 － 自然 探鉢 阿王台□式期 SK2903より古

2900 B i4j5 － 円　　　 形 1．53×1．47 45 垂直 平坦 － 自然 深鉢 加曽利 E Ⅳ式期

290 1 C l舶5 － 不整楕円形 0．81×0．63 19 垂直 平坦 1 自然 深鉢

2902 C 14a4 N 」㌢一E 楕　 円　 形 1．02×0．91 20 緩斜 皿状 － 自然 深鉢

2903 C 14e5 N －49㌔W 楕　 円　 形 0．66×0．54 104 袋状 平粗 － 自然 深鉢

2905 C l宛3 N …460－E 楕　 円　 形 2ゆ04×1す64 54 外傾 皿状 － 人為 深鉢 阿玉台Ⅲ式期

2906 C ヱ煽 － 円　　 形 0．91×0．85 92 垂直 平出 … 自然 深鉢

2907 C l宛3 － 円　　 形 0．持＼仕丁γ 32 垂直 平坦 － 自然 深鉢

2908 C 14h4 － 円　　　 形 0．39×0．37 3 8 垂直 平坦 － 自然 深鉢

2909 C ま4g2 N －760叫W 不整長方形 2．70×0．99 3 5 垂直 平班 － 自然 深鉢

2910 C 14g2 酢戒告W 不　 定　 形 0．86×0．47 98 垂直 平坦 － 人為 探鉢 宏行「 2式期 SK 2909より古

29 11 C 14g3 － 楕　 円　 形 0．97×0．82 35 垂直 平坦 1 自然 深鉢

2912 C 14b4 Ⅳ鋤39∵Ⅳ 楕　 円　 形 1，36×1．ヱ5 4 1 垂直 平坦 自然 深鉢 ・鉢 加曽利E I式期 SK29 16と重複

29 13
l
C 14b5

を 円　　 形 l
1．28×1．17 65

l垂直 平出
l

i
I自然 l

深鉢

2914 C l宛4 N －8 ㌔E 不　 定　 彬 2．54×1。25 28 緩斜 皿状 ま 人為 深鉢 ・土器片円盤 中期

2915 C l宛2 － 出　　 彬 0，62×0．56 118 垂直 平川 自然 深鉢

2鋸6 C 14b4 ＼－3 ∴－W 楕　 円　 形 0．65×0．56 142 垂直 平坦 自然 深鉢

2鋸7 C 14C4 1 －コ0∴ヰE 不　 定　 形 0．70＼仕57 8 6 垂直 措鉢 自然 探鉢

2918 C 14C9 － 円　　　 形 1．ウ0 54 袋状 平坦
人為 i

叫

自然i

叫

自然

自然

自然

自然 ！

叫

自然 i

自然 i

人為 i

自然 ！

自然！

人為 i

自然 i

自然 ！

人為 ！

自然 ！

人為 ！

自然 ！

叫

人為 l

自然！

深鉢 ・磨有

2919 C 14 il N …73㌔E 楕　 円　形 1．00×0．85 76
緩斜 ！

外傾 ！

凹可

皿可

」

」

」

2 ！

」

」

i i

1

2 ！

」

」

」

」

1 ！

」

」

」

」

」

1 ！

」

1 i

1 i

深鉢 i

加曽鵬 腑 中

i

i

i

i

i

i

中期　　 i

i

中疇式期　 ！

SK2919より古

SK 2933より新，SK2954 と重複

2920 C 14 il N －ま5∵Ⅳ 楕　 円　 形 1．22×〔1803〕 46 探鉢

292 1 C 13 i9 N －1㌢W 楕　 円　 形 1．64×1．29 47 外傾 皿状 深鉢

2922 C 14e6 飾茸「W 楕　 円　 形 2．12×1．40 95
袋状 i

垂直i

垂可

緩斜 ！

平班 深鉢

2923 C 13hO N 尋が－E 楕　 円　 彬 0．73×0．48 53 平坦 深鉢

2924 C 13hO N －1ご∵｝E 楕　 円　 彬 0．60×0．45 42 平坦 深鉢

2925 C 13hO N 岬730伽W 楕　 円　 形 1．57×1．13 50 平坦 深鉢

2926 C 13hO N －36 0－W 楕　 円　 形 1。09×0．98 4 8
緩斜 i

垂直 i

外傾 i

平坦 深鉢

2927 C 13 iO N …86㌔W 楕　 円　 形 1．47×L 2 1 2 5 平粗 深鉢

292 8 C 13 i9 N 撫7控載 楕　 円　形 2．35×1．14 112 平坦 深鉢

293 1 B 15f4 － 円　　 形 2．10 42 袋状 平坦 深鉢

293 2 B 15a5 － 円　　 形 2．0ゴ 93 袋状 平坦 深鉢 中峠式期　 i

！

中疇式期　 i

i

i

輔 式期　 i

i

勝坂は 期　 i

i

！

輔 式期　 ！

2933 B 15a2 ＼－10㌔W 不整楕円形 1．43×L 腑 36 外傾 平坦 深鉢

2934 B15a2 － 不整 円形 1．55 86 袋状 平坦 探鉢

2935 A 15j2 N 捕310－E 楕　 円　 形 1．54×1．35 64 袋状 平坦 ！

平坦 ！

平坦 i

深鉢

2936 B 15j2 N －48㌔E 楕　 円　 形 1．30×1。08 135 段状 深鉢

2937 8 13jO N …7 0－E 楕　 円　 形 1．37×1．22 98
袋可

垂可

袋可

深鉢

2938 B 15C2 － 円　　 形 1．錮×L 73 63 平坦 探鉢

2939 B 15C2 N －730－W 〔楕 円形〕 〔2瀾〕×2．40 108 平坦 探鉢 ・人骨

294 1 B 15el N －11ニーE 楕　 円　形 2．00×1．67 28 緩斜 皿状 深鉢

294 3 C 14d9 N －57ご←W 楕　 円　形 2．03×1．64 4 3 外傾 平坦 探鉢

294 5 C 14f5 N －690－W 楕　 円　 形 2．43×1．糾 10 2 袋状 平坦 深鉢 ・打製石斧

2946 C 14e4 X －68㌔E 楕　 円　 形 1．76×1．19 46 緩斜 皿状 深鉢 ・敲石 阿王台Ⅲ式期
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土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方和
平面形

規　　　　 模 ！壁
底 ピット覆土 出土遺物 時　　　　 期

備　　　　　　 考

（重　 複　 関　 係）長径×短径（m 深射cm

294 9 C 14b6 N －8㌧E 楕　 円　形 0．65×0．55 80 垂直 平坦 － 自然 深鉢

2950 C 14e6 － 円　　 形 0」3×0」1 53 垂直 皿状 － 自然 深鉢

295 1 C 14C4 N －51e－W 不　 定　 形 3．42×2．48 4 5 嬢斜 平坦 － 自然 探鉢

2952 C 14C3 N －67㌔W 楕　 円　 形 1．18×1．04 8 4 外傾 段状 － 自然 探鉢 安行 1 ・2 式期 SI500より新

2953 C 14C2 N －42㌦W 楕　 円　 形 1．67×1．48 74 袋状 平坦 － 自然 深鉢

2954 B 15a2 － 円　　 形 1．05 104 垂直 平坦 － － 深鉢 ・麿石 SK2934 と重複

2957 B 15b5 N －68e－W 楕　 円　 形 1．50×1．20 15 緩斜 平坦 1 自然 深鉢

2958 D 15b7 N 一47e－E 楕　 円　 形 2．10×1．81 6 7 外傾 平坦 － 自然 深鉢

2960 B 15a3 N －5 0－E 楕　 円　形 1．83×鉦11〕 72 袋状 平坦 － 人為 深鉢 ・土器片円盤 加曽利 E I 式期

29 61 B 15C5 － 不　 定　形 1．55×1．48 27 垂直 平坦 1 自然 探鉢

2964 C 14a9 N －9 0－E 楕　 円　形 1．50×0．92 118 袋状 袋状 1 自然 深鉢

2965 C 14f7 N －74㌧E 楕　 円　形 2．95×2．35 55 外傾 平坦 － 自然 探鉢

2966 C 13bO － 円　　 形 1．00 35 垂直
i
平坦 － － 探鉢 加曽利E Ⅲ式期

296 7 B 15C5 N －70㌔W 楕　 円　形 1．00×乱75 97 垂直 平坦 － 自然 探鉢

297 1 B 13dl － 楕　 円　 形 1．23×1．01 41 外傾 皿状 － 自然 深鉢

2976 B 15e4 N －27㌧E 楕　 円　 形 2．29×2．07 53 外傾 平坦 － 自然 深鉢

2978 B 15g4 － 円　　　 形 2．20×2．04 27 外傾 平坦 1 自然 深鉢

2979 B 15h4 N －5㌧E 長　 方　 形 1．33×1．17 29 外傾 平坦 2 自然 探鉢

2982 B 15i3 N －6仁W 楕　 円　 形 1．07×0．91 16 外傾 平坦 1 自然 深鉢

2983 B 15 i2 － 円　　 形 1．04×0．95 12 垂直 平坦 1 自然 深鉢

2984 C 12e5 N －900－E 楕　 円　 形 1．96×1．45 14 緩斜 平坦 1 自然 深鉢

2985 C 14b7 － 円　　 形 1．90×1．93 4 7 袋状 平坦 － 自然 探鉢
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摘　焼丑遺構

第　号幾遼遠磯　第媚園ラ

／‥′　　　　　　　　　、

′　　　ノ　　　　　、、　　／、　　　　　　　　　　　　　′　　ヽ　　・・　　　　　　ノ

をした。本跡はこの褐色士層の中層から検出された。

．・　　　　　　　　　　′　　　　　　　、

璧　外傾して立ち上がる。

底　凹凸である。

啓豊　層に分層され　鬼為堆積と考えられる。

土屑解説

1赤　褐　色　　ローl一ム粒子・焼土粒－j‾’一多量，ローム小・中ブロック少量，炭化物微量

2　褐　　　色　　U・一一ム粒子・焼土粒子中鼠　tJーu一一ム小プロ、ソク微量

：う　にぷい褐色　　ローH一ム粒j’l・U－ム少プロ、ソク中量

′　　　　　　　　　ノ　ノ　　　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　　ノ

－、

磯i

第媚図　第　骨盤羞遺構実測図

⑳　　　　　　　　　　　　　　　瑠獅

』　　　壷

’　　，　　　′／！㌣　′

：人′′．　　　　二）　ノ人

、　ノ　言工：、、、′　ノ　ノぐ　ノ，′h．・・．　′．今・こ．′　′′　　　′．′　　・　ノ　・・　・′　ノ　　　　　・′

をした。本跡はこの褐色土層の中層から検出された。

∴手　ニ′、∴？′〕′1、つン／∴午‘ニJ言‾、　一′　　　　　　・・ノ

長径方向　N－280－W

壁　緩やかに立ち上がる。

底　凹凸である。

覆土　1層。堆積状況は不明である。

土層解説

1　明赤褐色　　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量

ノー　ノ、つ　　′　′、　／’′′　′ノ　ノ、二、－　‾　ノ　′　・′　′．．。、、・1∴　一　．
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第494図　第2号焼土遺構実測図

（5）土器埋設遺構

⑥　　一 ・21．21¶

一一一一一てこ＝苛＝＝＝7－
1

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ト一　　十－　ll一一」

第2号土器埋設遺構（第495図）

位置　調査区の東部，C14b8区。

規模と平面形　長径0．59mの円形と推定され，深さは24cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色　　ローム粒子中量

2　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色、　ローム粒子中量，炭化粒子微量

4　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量（2層より色調が明るい）

遺物　縄文土器片1点が出土している。P167は探鉢の胴部片で，埋設された状態で出土した。半隆起線文が

施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期と考えられる。

第2号土器埋設遺構出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第495図 深　　 鉢 B （12．2） 胴部片。胴部はわずかに外傾する。胴部に半隆起線 による懸垂文及び蛇行 砂粒 ・長石 P 167 30％　P L 65

1 縄文土器 沈緑文が施 されている。 にぷい黄橙色

普通

埋設

馬高式

」L伶

」し21．4m

五忘‾r、

0　　　　　　　50cm

L i　！

第495図　第2号土器埋設遺構・出土遺物実測図
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′

－　　　　　　　ノ

・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

出した竪究住居跡と出土遺物に肇齢で記載する。

窮磯骨健腰静　第媚囲ラ

健置　調査区西部診　監漫2銅区。

重複関係　第頴弼号土塊に掘　込まれてお軋　寒路が酋齢。

親機腰帯薗形　′羅紗狛扱乳言紗鰍最独離別試射‰

餉闘』≡≡壷

－565－

窮媚掬　第磯萄健腰跡実測据
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転　戊

』≡壷



主軸方向　N－170－W

壁　壁高は6～21cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　壁下を全周している。上幅5～13cm，下幅2～8cm，深さ6cmで，断面形はU字形をしている。

床　平坦である。

ピット　2か所。Plは径36cmの円形で，深さ54cm，P2は長径34cm，短径30cmの楕円形，深さ48cmで，ともに

主柱穴と思われる。主柱穴は4か所と考えられるが，耕作による撹乱のためあと2か所は確認できなかった。

炉　ほぼ中央部に位置している。規模は長径96cm，短径62cmの楕円形で，炉床は赤変硬化している。
炉土届解説

1褐　色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック多量，焼土中ブロック中量

覆土　7層からなり，人為堆積と思われる

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子微量，ローム中ブロック微量，焼土粒子微量　　　　5　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土粒子微量　　　　6　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒子微量　　　　7　褐　色　　ローム粒子少量

4　褐　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，焼土粒子少量

遺物　土師器片128点が覆土から出土している。第497図1は土師器相，3は土師器嚢である。2の土師器器台

は北東コーナー寄り，4の土師器楽は南西コーナー寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期（4世紀後半）と思われる。

第435号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（qm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第497回 柑 A 〔 9．0〕 底部から口綾部にかけての破片。丸底。 休部外面へラ磨 き。口縁部内 ・外 砂粒・長石・スコリア P獣）1 40％　P L 鎚

1 土 師 器 B （ 5．0） 体部は内野して立ち上がり，ロ緑部は 面積ナデ。内 ・外面赤彩。 にぷい赤褐色 覆土

外傾する。 普通 内 ・外面剥離

2

器　　 台 B （3．9） 脚部片。脚部はラッパ状に開 く。脚部 内面下位横方向のヘラナデ。 砂粒 ・長石 P 崇）2　a）％

土 師 器 D　 13．2 に孔がある。 橙色

普通

覆土下層

内 ・外面剥離

3

棄 B （3．3）底部から休部 にかけての破片。平底。 休部外面パケ目整形。底部外面へ 砂粒・雲母・スコリア P 503　 5 ％

土 師 器 C　　 7．3 体 部は内攣 しなが ら立 ち上 がる。 ラナデ。 にぷい褐色

普通

覆土

4

要 B （15．0）休 部片。体部 は球形 状 で，器壁 は 体 部外面 及び内面上端 パケ 目調 砂掛 雲母・スコリア P 504　 20％

土 師 器 薄 い。 整 。外面 にスス付着。 （外）にぷい黄橙色

（内）橙色

普通

覆土下層

0　　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　　！

第497図　第4肪号住居跡出土遺物実測図
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第486号住居跡（第498図）

位置　調査区西部，C12C2区。

重複関係　第11号方形竪穴状遺構土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　一辺が6．44mの隅丸方形。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は12～42cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西壁下を除き壁下を周回している。上幅11～13cm，下幅4～7cm，深さ3、5cmで，断面形は皿状をし

ている。

床　全体的に平坦である。

ピット1か所。Plは長径44cm，短径37cmの楕円形，深さ67cmで主柱穴と思われる。

第498図　第486号住居跡実測図
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寵　北壁中央部に付設されている。規模は長さ〔136〕cm，袖幅〔121〕cmで，壁外への掘り込みはほとんどな

い。袖部は山砂混じりの粘土を貼り付けて構築されている。火床部は径64cmの円形で，わずかに掘りくぼめら

れている。燃焼部奥から煙道部へはやや内攣して立ち上がる。右袖部は削平されている。

電土層解説

1黄　褐　色　　砂多量

2　褐　　　色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，砂少量

3　極暗赤褐色　　焼土粒子少量，焼土小ブロック少量，砂少量

4　極暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化物微量，砂少量

5　極暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック中量，炭化物微量，砂少量・

6　極暗赤褐色　　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量，砂少量

7　暗赤褐色　　焼土粒子少量

覆土　4層からなり，人為堆積と思われる
土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，炭化粒子少量

3　褐　　色　　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

4　褐　　　色　　ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片17点，土製品1点が出土している。第499図1の土製支脚は，竃の右側床面から横位の状態で

出土している。

所見　本跡は，壁際に炭化材・焼土が堆積していることから焼失家屋と考えられる。時期は，住居跡の形態や

出土遺物から古墳時代後期と思われる。

第486号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種

計　　　　 測　　　　 値 重量

（g ）

現 存 率

（％）
備　　　　　　　　　　 考

長さ （qm） 幅 （cm） 厚 さ （cm）

第499図1 支　　 脚 （14．8） 8．6 7．6 （884．0） － D P 501 床面

「－
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第499図　第486号住居跡出土遺物実測図
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一　　　　　　　　、、　　　　　　　　′

二　　　　　ノ・く　　　　　　、　′　　＼

′∴　一　　　　　ノ　　　ノ　　　　　、　　　　　　　　　、′、．　・．・・．

童軸方向　N一一39〇一一E

（　、‥　　　ノ＼′　　　、・′　′・・′′

・′’′、工・′　′　　　　ノ　∴・’′・Y′一．′・、、′：′，′、‥‘．′」′！∴－　ノ　′∴言－1い　ノ．、．

、、．・、　・く　　　ノ：′．、、執、しこ．’′′く，一　一、－・ニ　　ー・∴、・二　、．．二・′ノ
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貯蔵穴土層解説

1極暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土中ブロック多量，焼土中プロ、ノク多量

2　暗　褐　色　　焼土粒子中量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量

尊堂　　層からな軋　人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子少量，

ローム粒子微量，

ローム粒子微量，

ローム中ブロック微量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック少量，

ローム小ブロック少量，

ローム中ブロック微量，

ローム中ブロック微量，

焼土粒子少量，炭化粒子中量

ローム中ブロック微量

廃土粒子中量

ローム中ブロック微量，炭化粒子中量，炭化物少量

炭化粒子中量，炭化物少量

炭化粒子中量，炭化物中量

掘相方　北西コーナーを除く北壁下から南壁下中央部にかけて，住居周縁をめぐる溝状の掘り方を検出した。

規模は，上幅62～215cm，下幅33～180cm，深さ14～24cmで南東コーナー付近が広く掘られている。
掘り方土層解説

9　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量

逸機　土師器片は鼠土製品　点が覆土から出土している。第5の図　の高塚は横位の状態で，8の士去とと

もに貯蔵穴内から出土している。203の5の土師器楽は領にト豆ト三者りの床面から，486の土師器聾は中

央部の床面からそれぞれ出土している。また，7の土師器壷は東壁付近の床面から正位の状態で出土している。

所農　本跡は，床面に炭化材さ焼土が堆積していることから焼失家屋と考えられる。時期は撃遺構の形態や出

土遺物から古墳時代前期（4世紀後半）と思われる。

第礪号健贋爵出藍遺物観察嚢

図版番号 器　　 種 計測億 （cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 t色調 ・焼成
l

備　　　 考

第50 1図 高　　 林 A　　 2 1．3 裾部，杯部一部欠損 。脚部は膨ら 脚部 ・杯部外面縦方向のヘラ磨 き。 砂粒・長石・石英 P 509　8 0％　 P L6 6

1 土 師 器 B　　 13．4 みを持ち，裾部はラッパ状 に開く。 脚部内面パ ケ目調整。杯部下位へ （外）にぷい赤褐色 貯蔵穴

D　　 13．6 杯部 は下位に弱い稜 を持 ち，内攣 ラ削 り後，ヘ ラナデ。内 ・外面赤 （内）にぷい褐色 覆土上層

して立ち上がる。脚部に3 孔。 彩。 普通 内 ・外面剥離

2

賓 Å　　 17．4 体部 か らロ緑部 にかけての破 片。 体部外面パケ 昌調整。体部内面横 砂粒・雲母・スコリ P 5 10　30％　 P L6 6

土 師 器 B　 （12．3） 体部は内攣 して立ち上が り，日録 方向のヘラナデ。ロ緑部内 6外面 ア　 赤色 床面

部は外反する。 横ナデ。 普通 体部内面剥離

3

聾 A　　 18．4 体部から口緑部にかけての破片。体 体部外面・ロ緑部内面へ ラ磨 き。外 砂粒 ・石英 P 5 11 30％

土 師 器 B　 （10．6） 部は内攣 して立ち上がり，頸部はく

の字状に屈曲し，目線部は外傾する。

面及びロ綾部内面赤彩。 にぷい赤褐色

普通

床面

内 ・外面剥離

4

襲 A　　 lO．6 体部 からロ綾部 にかけての破片。 外面パケ昌調整後，体部斜め方向の 砂粒・雲母・スコリ P 512　40％　 P L6 6

土 師 器 B　 （9．4）

i

休部は内攣 して立ち上が り，目線

部は外傾する。体部 内面 に輪積み

痕がある

ヘラ削り。日録部内 ・外面横ナデ。 ア　 橙色

普通

床面

5

・＝土ゴー寛 B　 （22。5） 底部か ら体部 にかけての破片。平 外面パケ昌整形後，縦方向のヘ ラ 砂粒・長石・石英・ P 513　60％　 P L6 6

土 師 器 C　　　 7．0 底。体部は球形状で，内面に輪積

み痕がある。

磨き。体部下位横方向のヘラ削 り。 雲母　 灰黄褐色

普通

床面

内 ・外面剥離

6

饗 B　 （9．6） 底部から体部にかけての破片。平底 底部外面へ ラ削 り。体部外面パケ 砂粒・雲母・スコリア P 514　20％

土 師 器 C　　　 6．1 体部は大きく内攣 して立ち上がる。 目調整後，横方向のへラナデ及び

へラ磨き。

にぷい橙色

普通

床面

7

恵竺E B　 （11．6） 底部か ら体部 にかけての破片。丸 底部外面へ ラ削 り。体部外面中位 砂粒・長石・石英 P 515　50％

・土 師 器 C　　　 4．6 底気味の平底。 より上 ・下方向にヘ ラ削 り。体部

内面へラナデ。

浅黄橙色

普通

床面

体部内面剥離

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値　　 （cm ） 重　 量

（g ）

現 存 率

（％）
備　　　　　　　　　　 考

長 さ 径 孔　 径

第501図8 土　　 玉 3．5 3．1 0．7 32．0 100 D P 502　　　　　 貯蔵穴内覆土
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第501図　第483号住居跡出土遺物実測図

第489号住居跡（第502図）

位置　調査区西部，B12b4区。

重複関係　第133号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　一辺が4．47mの方形。

主軸方向　N－26。－E

壁　壁高は4～7cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

炉　中央部南壁寄りにあり，規模は径55cmの円形で，炉床はほとんど掘りくぼめられておらず，床面がわずか
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第502図　第489号住居跡・出土遺物実測図

∈
○

▼．

苛

に火熱を受け赤変している程度である。

遺物　土師器片12点が覆土から出土している。第502図1の土師器小形相は西壁中央付近の覆土下層から正位

の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と思われる。

第489号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第502回 小 形 柑 A　　 6．8 ロ緑部一部欠損。丸底。休部は内暫 し 休部外面横方向のヘ ラ磨 き。体部 砂粒 ・長石 ・雲母 P516　 95％　 PL66

1 土 師 器 B　　 3．7 て立ち上が り，ロ縁部はわずかに外傾 内面へラナデ後，ヘ ラ磨 き。内 ・ 浅黄橙色 覆土下層

する。 外面赤彩。 普通

第490号住居跡（第503図）

位置　調査区西部，B12g3区。

重複関係　第2号堀A・Bに掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸〔4．98〕m，短軸〔4．92〕mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は12～20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南西コーナーを中心に検出され，上幅15～18cm，下幅3～10cm，深さ7cmで，断面形はU字形をしてい

る。

床　平坦で，炉から西壁にかけての住居跡中央部が踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは，長径20cm，短径16cmの楕円形で，深さ15cmである。P2は，長径19cm，短径
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短径鋪cmの楕円形で　深さi艶mである。各ピットと　壁構内から検出されているが　性格は不明である。

炉　中央部やや北寄　にあ軋　長径開cm　短径瞞cmの楕円形で　床面を航mほど掘り　ぼめている。炉床は赤

変硬化したブロック状の焼土が見られる。
炉土層解説

1　暗赤褐色　　焼上粒子中量，焼土中ブロック中量

貯蔵究　南東コ…ナー付近に付設され　規模は長径腎cm　短径粥cmの楕円乳深さ購cmである。底面は平坦でタ

壁は外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説

1　暗赤褐色　　焼士粒子多鼠　焼土ブロック多量

2　暗褐色　　焼上粒子中量

3　黒褐色　　ローム粒子微量

4　暗褐　色　　ローム粒子少量

尊意　　層からな軋　Å為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小プロ、ソク中量，焼土粒子中量，炭化物少量

2　赤褐色　　焼土中ブロック多量，炭化物中量

3　赤褐色　　ローム粒子少量．ローム小ブロック少量，焼土粒子多量，炭化物中量

4　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，焼土粒子中量，炭化物中量

5　褐　　色　　ローム桂子少量，ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，炭化物少量

遺物　土師器片20点が覆土から出土している。第甜図　は土師器　ここチュア土器である。

所農　本跡はタ　酋壁付近に多量の焼土が広が軋　また良好な状態で炭化材　出土しているため焼失家屋と思わ

れる。時期はタ　遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期と思われる。
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第媚考健腰跡出藍遺物観察湊

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第503図 ミニチュア土器 Å　　　 2．7 丸底。体部は下位で内攣 した後，直線 体部外面ナデ。 砂粒 ・雲母 P 517 100％　 P L66

1 土 師 器 B　　　 2．3 的に立ち上がる。指頭庄痕がある。 褐灰色

普通

覆土

窮媚考健贋静　第渕図）

位置　調査区西部タ　B12g7区。

規模藍平面形　長軸〔6。52〕m，短軸〔5。67〕mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－370－W

壁　壁高は3cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　酋壁下，南壁下の一部で確認されタ　上幅10～14C恥　下幅　～Hcm　深さ4cmで，断面形は皿状をしてい

る。

床　全体的に平坦である。

ぽッ睦　3か所津～P3）。Plはタ径58cmの円形で深さ89cmである。Pは　径柏cmの円形でタ深さ49cmである。

㌘3は径45cmの円形で労深さ36cmである。PlきP2ほ主柱穴と思われるが，P3の性格は不明である。

第勤図　第鯛考健腰跡実測図
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遺物　土師器片10点，土製品1点が覆土から出土している。第505図1は土師器高杯である。また，2の土師

器壷はPl内覆土上層から正位の状態で，3の土玉はP3内から出土している。2は体部に孔が空いており，焼

成後，故意に穿孔した可能性がある。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期（4世紀後半）と思われる。

第491号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第505図

1

高　　 杯 B （7 ．0） 脚部から杯部にかけての破片。脚 外面及び杯部内面縦方向のヘ ラ磨 砂粒・雲母・スコリア P 518　60％

土 師 器 D　 ll．1 部はラッパ状 に開く。杯部 は下位 き脚部内面下位横方向のへラナデ。 （外）赤褐色 覆土

に弱い稜を持つ。脚部に 3 孔。 杯部下位へラ削 り。外面赤彩。 （内）にぷい褐色

普通

2

∃E A　 12．8 ロ緑部一部欠損。平底。体部は球形 体部外面パケ目整形後，縦方向の 砂粒・雲母・スコリア P 5 19　9 0％

（円窓土器） B　 19．5 状で，頸部はくの字状 に屈曲する。 ヘラ磨 き。ロ緑部外面縦方向のハ にぷい橙色 P ．内覆土上層

土 師 器 C　　 6．6 ロ緑部は外反す る。体部 には，焼

成後楕円形状の孔が穿たれている。

ケ目整形。口綾部内面パケ目整形。

ロ緑端部外面横ナデ。

良好

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値　 （Ⅷ） 重量

（g ）

現 存 率

（％）
備　　　　　　　　　　 考

長さ 径 孔　 径

第505図3 土　　 玉 4．4 3．8 0．8 58．0 100 D P 503　　　　　 P 3内覆土

10cm

！　　　；‥＿　」

第505図　第491号住居跡出土通物実測図

第492号住居跡（第506・507図）

位置　調査区北西部，B13jl区。

規模と平面形　長軸6．58m，短軸5．63mの隅丸長方形。

主軸方向　N－270－W

壁　壁高は9～16cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁下と両コーナー部で検出され，上幅16～18cm，下幅5～10cm，深さ4cmで，断面形は皿状をしている。

床　全体的に平坦である。中央部分が若干低くなっており，踏み固められている。

炉　中央部北コーナー寄りに付設されている。規模は長径61cm，短径54cmの楕円形で，床面を4cmほど掘りく

ぼめている。炉床はわずかに赤変し，ブロック状の焼土が見られる。
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遵凋醐摘

第別図　窮鯛骨健腰妙実測図

慧獅

』　　　姦

炉土眉解説

］暗赤褐色　tl］－ム粒J’・少軋　焼‖＼圧少量，焼巨トブIJック微量，炭化粒召散量

貯蔵究　南東慧…ナ…寄鋸三相設されぞ折る。規模は径媚臓の閤形で深さ渕gmである。

尊堂　　層からな軋　自然堆積藍監われる。

土層解説

1　黒褐色　　U－ム粒召紅量，炭化物微量

2　暗褐色　　ロー一一ム粒子少量

こう　暗褐色　　ローーム粒戸幸量，U一一ム小ゾt」ソク少量

・主　暗褐色　　tブ一一一ム粒j’一中量，［トーム小ブUソク中量

5　褐　色　　tコ一一ム粒J’一多量

′　ノ′　′、ノ　ー′ノ　′・　ノ・・′．　　　　′　ノー　　・　　　　　　　　　　　　　　′′　　　′　　ノン′．

掘り方土層解説

6　暗褐色　［コ一一ム粒J’一多量，ローム小ブロック少量

／′　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　り　′′　・リ　　　　　　　　　　ノ、ノ　　′．　′　・　　　　　　′　　　　′

；　　　　・　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　′　　　　　　′　　　　　　′　・　ノ′　　　　　　　　！
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第鯛図　第鯛牽健腰妙掘暢霧実測図
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ら出土して折る。　の土師器婆は貯蔵衆の覆土下層から出土して齢る。　の土師務婆は中央部から商壁付近に
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所農　本捗の時期は　住居跡の形状や出土遺物から古墳時機前期　摘隆能後半）監監われる。

第媚考健腰掛出藍達観観察蔑

国旗鮒　 器　 種 桓 潮酌 m）！　　 器形の特徴 手法の特徴　　 恒 e色調 を焼成　 備　 考

第5時図　　　　 年　　 A　H 0．2〕底部から目線部∴かけての破片∵わす 内 ・外面横方向の／＼ラ磨 き∴　内 ・ 砂粒・長石・雲母・l P 520　60（㍉

1　　　 土 師 器　 B　 1．3　 かに内攣する平底∴休部は内攣 し＝縁 外面赤彩∴　　　　　　　　　　　　　 スコリア 赤褐色 ！覆土中層

C　　 3・上 部は垂勘 二立ち上がる∵ 普通　　　　　　　 内 ・外面剥離

言 器芸～皇志墨 警華‡誓讐警岩雲…雷漂 ま霊霊

；

外面及び目線部内面！、ケ＝磐彬乾，砂粒・長石・スコ　P5212（賄
横方向のヘラ磨き∵　休部内面を除　リア　けい赤褐色　覆土中層
き赤彩←　　　　　　　　　　　　 （内H二ぷい赤褐色

普通
器　 台　Å〔∴主　軸軋　器受部 ・部欠損∴脚部はラ∵バ 外面及び器受部内面縦方向のヘラ　砂粒・長石・石英　P 522　γ09o　PL輔

3　 士椚 鵠 ㌦ 霊 漂鸞 震 豊 霊 讐 ㌶ 豊 ㌘ 磨き∴　脚部内面横方向のパケ＝整 （外十二ぷい赤褐色　床面
彬∴外面赤彩∴　　　　　　　　　　 所信ぷい黄褐色

普通

器　　 台　八　　丁．り　脚部から器支部にかけての破片∵　脚部 外面及び器受部内面縦方向のヘラ　細砂・長石・石英　P523　60㌔　PL66
4　 土鍼 鵠 ∴鵠 霊 霊 ㌣ 畿 漂 禁 霊 霊

3イL∵

磨き∴　脚部内面横方向のハケ＝磐　けい明赤褐色　　　 覆土中層
彬＋外面赤彩．　　　　　　　　　 直幸にぷい褐色　　 脚部内面剥紘

良好

一一・一577－



図版番号 器　　 毯 計測値（0m） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第508図

5

喪 B （14．7）底部から体部にかけての破片。わずか 休部外面下位縦方向，中位横方向 砂粒 ・小礫 ・石英 P 524　30％　 P L6 7

土 師 器 C　　 8．0 に内督する平底。体部は球形状を呈す のパケ目整形後，縦方向のヘ ラ磨 浅黄橙色 貯蔵穴

る。 き。体部内面横方向のヘ ラナデ。

底部外面不定方向のヘラ削 り。

普通 覆土下層

内 ・外面剥離

6

建 B （7．2）底部から体部にかけての破片。平底体 体部外面パケ目整形後，縦方向の 砂粒・石英・スコリア P 525 10％

土 師 器 C　　 9．0 部は内野 しなが ら立ち上がる。 ヘラナデ。底部木葉痕。 にぷい橙色

普通

覆土中層

7

台 付 整 B　 20．3 台部から体部にかけての破片。台部は 台部外面縦方向，体部外面斜め方 砂粒 ・スコリア P 526　30％

土 師 器 ハの字状に開き，体部は球形状 を呈す 向のパケ目整形。体部内面横方向 明黄褐色 覆土

る。 のヘラナデ。 普通

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値　 （Gm） 重量

（g ）

現 存 率

（％）
備　　　　　　　　　 考

長 さ 径 孔　 径

第508図8 管状土錘 4．6 4．9 1．8 12 6．0 100 D P 504　 覆土下層

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値　 （cm） 重量

（g ）

現 存 率

（％）
備　　　　　　　　　 考

／ 径 厚　さ第508 図 9 土 製模造 品 5 ．2 0 ．7 （17．0） 95 D P 505　 覆土 中層　 内 ・外 面赤彩

10cm

！　　　；　　　！

－578－

第503図　第492号住居跡出土遺物実測図



t′一　　　　　　　　′・、二ハノ、ソ、

＿　　了　ノく！′・．．　′∴㍉　／く

一　　一　　一　　　　　・、‘、・、　　　・　　　　1、　　二

童軸方向　N－240－W

．、1　　　　　　．′　・　　　　　一　　　　′、

′、′　′ノ　　　　ー、′　′：‥　　　一‘′二　′、．　、：．′　　／′－

ノ、∵′－ノ　　　′：ノ　ー、、∴　、′　ノ、　‘′、ノ、　　ノミ．、　言　　′　・＿一　ぺ、一　　’′　′二　〆∴

′．　′′　ノ一、、．、′）‾㌧　、　′、工　　　　　　・　′　　　　　　′．

炉土層解説

1　極暗褐色　　ローム粒了ヰ量，焼士粒子中量

2　明赤褐色　　ローム粒子多鼠　焼十粒巨巨量

3　褐　　色　　ローム粒子多量，焼土粒子中量

′・　′J　′　ノ、！　′　′、′　‥　　　　ノー　′′

土層解説

1　極暗褐色　　ローーム粒‾f・少量，ローム小プロ、ソク微量，焼十粒子微量．炭化粒子微音

2　暗褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微蔓，ローム中ブロック微量，ローム大ブロック少量

の　　　　　　　　　　　　　　　　瑠m

∴＿、＿　＿　＿＿

－579－
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遺物　土師器66片点，土製品4点が覆土から出土している。第510図1の土師器粗製器台，3の土師器小形壷

は東壁付近の覆土上層から出土している。2の土師器小型壷は北東コーナー寄りの覆土下層から出土している。

4～7の管状土錘は，4点まとまって北壁付近の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，住居跡の形状や出土遺物から古墳時代前期（4世紀後半）と思われる。

第494号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第5 10図 粗製器台 B （ 7．9）脚部片。ハの字状に開き，端部がわず 外面縦方向，内面横方向のパケ目 砂粒・雲母・スコリア P 52 7　4 0％

1 土 師 器 D 〔13．4〕 かに内管する。台部に突起 を有 してい

た痕跡がある。

整形。 にぷい橙色

普通

覆土上層

2

小 型 壷 B （ 9．3）体部から口縁部にかけての破片。体部 ロ緑部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒・雲母・スコリア P 528　 30％　 P L 66

土 師 器 は算盤玉状で，口縁部は外反する休部

内面上位に輪積み痕がある。

ヘラナデ。 にぷい黄褐色

良好

覆土下層

3

小 型 壷 B （ 7．2）底部か ら休部にかけての破片。平底。 休部外面横方向のへ ラ磨き，内面 砂粒・雲母・スコリア P 529　 30％

土 師 器 C 〔 4．6〕 体部は算盤玉状を呈する。 横方向のヘ ラナデ。底部外面へラ

ナデ。

橙色

普通

覆土上層

図版 番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値　 （cm ）
重量

（g ）

現 存 率

（％）
備　　　　　　　　　　 考

長 さ 径 孔　 径

第 5 10図 4 管状土 錘 4 ．7 4 ．6 1 ．2 104 ．0 100 D P 506　 覆 土下層

4 管状土錘 5 ．0 5 ．0 1．4 11 1．0 100 D P 507　 覆土 下層

6 管状 土錘 4 ．4 4 ．1 1．6 97 ，0 10 0 D P 508　 覆土 下層

7 管状 土錘 4 ．2 4．2 1＿8 84 ．0 10 0 D P 509　 覆土 下層

‾：≒＿二二
一重、二一・‾二二・・・°’：：丁ミ・

萱〔コ日

㌔2　ロコ4皿5程7
第510図　第494号住居跡出土遺物実測図

第495号住居跡（第511・512図）

位置　調査区南西部，C13e2区。

規模と平面形　長軸8．03m，短軸6．52mの隅丸長方形。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は15～31cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南西コーナーを除きほぼ仝周し，上幅12cm，下幅3～10cm，深さ7cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦で，中央部は踏み固められている。

－580－



㊨

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1…

－581－

笠言一　票：㌻ノ∵＼二だ′ニふ三豆・・・箪



l‾l∴ミtIl＼－ノーl∴∴二一11－lll1－√、lr…一一＼ll

第馴　困　窮媚考健腰跡掘相方実測図

0　　　　　　　2m

［二一二1－－…－1－二十∵二二l二二一：

ぽッ匪　5か所（Pl～P5）。Plは長径85cm，短径64cmの楕円形で，深さ68cmである。P2は長径84C恥　短径43

cmの瓢箪形で，深さ54cmである。P3ほ長径24C恥　短径20cmの楕円形で，深さ65cmである。P4ほ径25cmの円形

で，深さ58cmである。いずれも主柱穴と思われる。また，P5ほ径53cmの円形で，深さ55cmの出入り口施設に

伴うピットである。

炉　中央部やや北東寄りに付設されている。規模は長径75cm，短径47cmの楕円形で，床面を4cmほど掘りくぼ

めている。炉床にはブロック状の焼土が見られる。

－582－



炉土層解説

1　工ぷい赤褐色　　しトム粒jナ・少量∴　焼巨トブし「ノク申私．炭化粒自微量

，　　、　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　：　：　　　　　、　　‥

覆豊　　層からな軋　鬼為堆積　思われる。

土層解説

＿1暗褐色　　しトム粒子多量∴l二トーム小ブU∵！ク中量，炭化粒j’一微を吏－i二

2　褐　色　　ローム粒J「・多量，ローーム中ブロック中量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小プロ∵ノク少量．焼巨粒子一中量，炭化粒子少量

・－1r　褐　色　　しトム粒j’・多量．仁トム小ブtl「！ク少iI‾呈∴　焼日日雄帽∴　炭化粒自微量

こ′　　　　・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′

C恥．深さ15cnlである。

掘り方土層解説

5　黒褐色　［トム粒子少量，ローム小プロ、ソク少謎，炭化物微量　　7　暗褐色　　しトム粒J∴多量∴　ロー一ム小ブロック中量

6　暗褐色　tlトム粒J’斗憬∴　ローp一一ム小ブ［Jック中量，炭化物微量　　8　褐　色　　しトム粒J’・多毒∴　U一一一ム小ブロック多量

ノ　　′　－　　　　　　　　　　′　′′　　′′　　　　　′　　　　ノ　　　　ーノ　ヽ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　・′　　′

土師器器軌　の土師器台相楽は　南東慧…ナ…付近の覆土中層から出土して折る。　の土師器聾は　北壁館

ノ′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　′　　　　　　　　′　′

壁付近の床面から出土した土器片が接督した　のである。鋸甑の底部片等　覆土から出まじ等射る。摘‰臓

の土王は　北壁付近や東壁付近からそれぞれ出土して折る。獣骨はウマであるが　本捗に伴　かど　かは不明

である。

、　　　　　　　　　　　　　　　　・　′　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て

′

図 版 番 号 器　 種　 測 健 海 ラ　　　　　 音 形 の 特 徴　　　　　　　　　　 手 法 の 特 徴　　　　　 胎 土 を色 調 を焼 成　　 備　　 考

第 封　 図 高　 林　 B （ 正 伸 脚 部 片 ∵ 脚 部 は ラ ッパ 状 に 聞 く！ 輝 部　 脚 部 外 面 縦 方 向 の ヘ ラ 磨 き ， 内 面　 砂 粒 ・長 石 ・雲 母　 P 530 50 ％　 P L 6γ

i 士 姉 器　 い 12 ・寸　 に ：目 し　　　　　　　　　　　　 横 方 向 の ！、ナ 日華 私 外 面 赤 結　 （姉 赤 褐 色 （内 ‖ 覆 土 中層

赤 褐 色　 普 通

高　 林 IB （ 信 6 日 脚 部 片 √ 脚 部 は ラ ッ パ 状 に 聞 く ∴ 脚 部　 脚 部 外 面 縦 方 向 の ヘ ラ 磨 き ， 内 面　 砂 粒 ・長 石 ・雲 母 ・ P 53 1 50％　 P L6 7

2
士 帥 器　 D　 は 1 1 に 3 孔 ．　　　　　　　　　　　 棉 方 向 の ヘ ラ ナ チ ． 外 面 赤 彩 ∴　　　 ス コ リ ア （ち車 に ぶ　 外 面 剥 離

い 赤 褐 色 （内 ）にぶ　 覆 土 上 層

い 褐 色　 普 通

柑　　 Å　 り 0 守　 休 部 か ら ＝ 縁 部 に か け て の 破 片 予 頭 部　 外 面 縦 方 向 の ヘ ラ 磨 き 後 ， 頚 部 横　 砂 粒 ・長 石 ・雲 母 ・ P 532 40 ％　 P L 67

3
土 師 器　 B　 H ・ 中 土く の 字 状 に 屈 曲 し， 目線 部 は わ ず か　 方 向 の ヘ ラ 磨 き 十 日縁 部 内 面 縦 方 向　 ス コ リ ア （姉 に ぶ　 覆 土 中層

に 内 攣 す る い休 部 内 面 に 輪 積 痕 が あ る 。 の ヘ ラ 磨 き ナ 体 部 内 面 横 方 向 の へ　 い 赤 褐 色 璃 鳩 色　 内 ・外 離 幡

ラ ナ デ ナ 外 面 及 び 目線 部 内 面 赤 彩 十　 普 通

器　 台　 Å 〔8 ．の　 脚 部 か ら器 受 部 に か け て の 破 片 √ 脚 部　 脚 部 外 面 及 び 器 受 部 内 而 縦 方 向 の　 砂 粒 雲 母 ・ス コリア　 P 53 3　60％　 P L6 7

4
士 師 器　 B　 再 ・8 申 まラ ッパ 状 に 開 くJ 器 受 部 は 外 傾 し て　 ヘ ラ 磨 き 。 器 受 部 外 面 横 方 向 の へ （外 うに ぷ い 赤 褐　 覆 土 中 層

D I L 8・ i 立 ち 上 が 上　 中 央 に 単 孔 が あ る 脚 部 に　 ラ 磨 き ∴ 脚 部 内 面 横 方 向 の ヘ ラ ナ　 色 （内 ）明 赤 褐 色　 外 面 剥 離

3 孔 ∴　　　　　　　　　　　　　　 ヂ ∴ 外 面 赤 彩 い　　　　　　　　　 普 通

5

器　 台　 B　 ← ．お　 脚 部 片 予 脚 部 は ラ ッパ 状 に 開 く。 器受 1 期 部 外 面 縦 方 向 の ヘ ラ 磨 き † 内 面　 砂 粒 ・石 英 ・雪 駄　 P 534 60 ％　 P L67

土 師 器　 D 12 ．0　 部 中 央 の 貫 通 孔 は ， 上 か ら下 に あ け ら　 横 方 向 の ヘ ラ ナ デ √ 表 面 赤 彩 こ　　　 し外 H こぶ い 赤 褐 色　 覆 土

れ て い る こ 脚 部 に 3 才上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し内 1明 褐 色　 普 通

聾　　 Å 〔18 ・の 体 取　 口 縁 部 一 部 欠 損 ∴ 中 献 体 部 は　 日 録 部 内 ・外 面 横 ナ デ ナ 休 部 外 面　 砂 粒 ・石 英 ・小 礫　 P 535 70 ％　 P L 67

6
土 師 器　 B 18 ．2　 球 形 状 で ， 目 線 部 は 外 反 す る ∴ 体 部 内　 へ ラ 削 り 後 ， 縦 方 向 の ヘ ラ磨 き ∵「灰 黄 褐 色　　　　 覆 土 中 層

D　 正 6　 面 に 輪 積 痕 が あ る ∵　　　　　　　　　 底 部 外 面 不 定 方 向 の ヘ ラ 削 上 外　 普 通

面 に 煤 付 着 √

台 付 賓　 A 〔接 ．8〕 台 部 か ら 日 録 部 に か け て の 破 片 ∴ 台 部　 目 線 部 内 ・外 面 横 ナ チ 手 休 部 外 面 の　 砂 粒 ・石 英 ・雲 母　 P 536 50 ％　 P L68

土 師 器　 B　 33 」　 は ハ の 字 状 に 開 く÷ 休 部 は 上 位 に 最 大　 上 位 か ら 中 位 横 方 向 ， 下 位 か ら 台　 ス コ リ ア　　　　 覆 土 中 層

7 0 12 ．0　 経 を持 ち ， 目 線 部 は 外 反 す る∵　　　　 部 縦 方 向 の ヘ ラ 削 り私　 へ ラ ナ デ こト橙色

体 部 内 面 中 位 へ ラ 削 り ， 吾 郎 下 端　 良好

内 ・外 面 横 ナ デ 。外 面 に 煤 付 着 ÷
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第513図 棄 B （20．8）底部から休部にかけての破片。わずか 体部外面縦方向のヘラ磨 き。底部 砂粒・石英・小礫 ・ P 537　50％　 P L6 8

8 土 師 器 C　　 7．6 に内管する平底。体部は球形状を里 し， 外面へラナデ。外面赤彩。 雲母 （外）にぷい 床面，覆土中層

中位に最大径を持つ。 赤褐色 （内）にぷ

い橙色　 普通

内 ・外面剥離

9

甑 B （2．0）底部片。平底。底部中央に焼成前の穿 底部内 ・外面横方向のヘラ削り。 砂粒 ・石英 P 538　5％

土 師 器 C　　 6．0 孔を有する。 にぷい橙色

良好

覆土

－

ぐ

ト

6

ト

ト

ト

ト　　　　 そ．

第513図　第495号住居跡出土遺物実測図

－584－

10cm
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図鵬 号 器 軽　 蔑芸　 測径 債i k 径 轟 誓 率　 備　　 考

聖 聖 上 と 主 上 銅＋ 「 宕 ‾ 「 議 欝8日　 摘　 恒 封　覆土欄

まま　　ま　　ま　　　 48ヱ　　　　　3サ9　　　　　紅屋 摘紺 i　 撒　 恒 髭　覆土欄

ま2　　士　　王　　　　2．8　　　　　2。5　　　　　鉄7 ほぞ中　 摘　 恒 封　覆土上層

窮鯛聾健腰妙　策別図）

健置　調査区北西部学　監臓b　区。

規模腰畢薗形　廃軸も開m　短軸。猶罰抱の隅丸長方形。

最軸方向　N一一一m－26J・－∵野

望　壁高は膵㌦鋼cmで誹博して立ち上がる。

床　全体的に平出であるニ

′

土層解説

l　極暗褐色　　ローム粒子中量　廃土粒子中量　炭化粒子少量

2　暗褐色　　ジーム粒子多量

褐　　色　　焼士粒子微量　炭化粒子微量

4　暗褐色　　廃土粒子多量

5　明褐色　　窯色粒子中農

遺物　土師器片鑑査が覆土から出土して折る。第別図　の土師器脚刊博離乳南壁付近の覆土中層から横位の

状態で出土して折る。　の土師器務台と　の土師器畜相楽は　東壁付近の覆土中層からと机二出土して折る。

の土師器器台は　南西コ…ナ…の務丑下層から斜位の状態で出土している。　の土師器畜相葉と　の土師若

葉は　東壁付近の覆土中層　南西コ…ナ…の覆土下層からそれぞれ出土している。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

鬱　調；
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窮馴　図　第鯛牽健腰静実測図
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第515図　第496号住居跡出土遺物実測図

第496号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（om） 器形 の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第515図

1

脚 付 柑 A 〔12．2〕 相の体部，口緑部一部欠損。脚部はハ 口唇部外面積ナデ。柑部の外面横 砂粒 ・長石 ・雲母 P 540　70％　 P L 68

土 師 器 B　 12．5 の字状に開く。休部は内轡 して立ち上 方向，脚部縦方向のヘラ磨 き。柑 にぷい橙色 覆土中層

D　　 8．0 がり，口緑部はわずかに内攣する。脚

部に3 孔。

部内面横方向のヘ ラナデ。 良好

2

器　　 台 A　　 8．2 脚部から器受部にかけての破片。脚部 器受部内・外面は横方向，脚部外面 砂粒・雲母・スコリア P 54 1 30％　 P L6 8

土 師 器 B　　 8．0 はラッパ状に開く。器受部は内野しな は縦方向のヘラ磨 き。脚部内面上 （外）暗赤色 覆土中層

D 〔13．2〕 がら立ち上がる。器受部中央の貫通孔

は上から下にあけられている脚部内面

に輪輯痕がある。

位は縦方向のヘラナデ。表面赤彩。 （内）にぷい橙色

普通

3

器　　 台 A 〔 8．2〕脚部から器受部にかけての破片。脚部 器安部内面縦方向のヘ ラ磨 き。外 砂粒・雲母・スコリア P 542　60％　 P L68

土 師 器 B （ 7．1） は外反して開く。器受部は外傾 して口 面縦方向のヘ ラ磨 き後，頚部横方 （外）赤褐色 覆土下層

緑部に至る。器受部中央に単孔がある。 向のヘ ラ磨き。脚部内面横方向の （内）黄橙色

脚部に3 孔。 ヘラナデ。表面赤彩。 普通

4

台 付 登 A 〔1 9．8〕体部から口緑部にかけての破片。脚部 ロ緑部外面 は斜め方向，内面は横 砂粒 ・スコリア P 543　50％　 P L68

土 師 器 B （2 6．5）欠損。体部は上位に最大径を持ちロ緑 方向のハヶ月整形。体部外面枚方 にぷい黄橙色 覆土中層

部は外反する。体部内面に給積痕があ

る。

向のパケ目整形後，縦方向のヘ ラ

磨 き。休部内面横方向のヘラナデ。

普通

5

襲 A 〔19．0〕体部からロ緑部にかけての破片。休部 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面 砂粒・雲母・スコリア P 544　40％　 P L68

土 師 器 B （15．5）は内野しながら立ち上がり，下位に最

大径を持つ。

横方向のヘラナデ。 にぷい褐色

普通

覆土下層

6

台 付 嚢 B （10．6） 台部から体部にかけての破片。台部は 体部外面縦方向のヘ ラナデ。脚部 砂粒・石英・長石・ P 545 10％　 P L 68

土 師 器 D　 l l．8 ハの字状に開き，体部は内野 しながら

立ち上がる。

下端内 ・外面横ナデ。 雲母　 にぷい黄橙

色　 普通

覆土中層
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一　　　　　　′　、′　′

／、、　′、′′　、　‥′C

l　　　　　　　　、　′　　：　　、′　・・

童軸方向　N－90－W

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　‥　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・′

字形をしている。

・・ノ　ー、一　　　一　′　′、．　′1／ユ　ノ　、．′ノ・′

ノ、∴′　　　′　　′　′．く’㍉．、　！一　′′′∴．、、　　　　′　　、′言′　　′　　　　　　　　、　′

めている。炉床にはわずかに焼土粒子と焼土ブロックが見られる。

炉土周解説

1　桓暗赤褐色　　焼土粒子多量

2　暗赤褐色　　焼上粒子多量，焼土中ブロック微量，炭化粒子中量

3　極暗赤褐色　　焼「拉了一多量

ヽ　‾ノ　　＿　l′　　一′　ノ　▼　′

0　　　　　　　5のcm

』三豊≡』
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遺物　土師器片33点が覆土から出土している。第517図1の土師器器台は南東コーナーの覆土下層から，2の

土師器器台は南東コーナーの覆土中層から正位の状態で出土している。3の土師器嚢は，南東コーナーの覆土

中層から逆位の状態で出土している。4の土師器嚢は，南東コーナーの覆土中層から出土している。

所見　本跡は，床面の広範囲に焼土が広がっていることから焼失家屋と思われる。時期は，住居跡の形状や出

土遺物から古墳時代前期（4世紀後半）と思われる。

第517図　第498号住居跡出土遺物実測図

第498号住居跡出土遺物観察表

回版番号 器　　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第517回 器　　　 台 A　　 7．5 器受部一部欠損。脚部はラッパ状 に開 器受部の外面上位横 ナデ。脚部外 砂粒 ・長石 ・雲母 P 546　95％　 P L69

1 土　 師　 器 B　　 7．9 き，器受部は内野 して立ち上がる器受 面縦方向のヘ ラ磨き，内面横方向 （外）にぷい赤褐色 覆土下層

D　 l l．2 部中央に単孔がある。脚部に3 孔。 のヘラナデ。表面赤彩。 （内）にぷい褐色

普通

2

器　　　 台 A　　 6．7 器受部一部欠損。脚部はハの字状に開 器受部内面横方向のヘラ磨 き。器 砂粒 ・雲母 P 547　95％　 P L 69

土　 師　 器 B　　 5．4 く。器受部中位に稜を持ち，端部は外 受部外面下位から脚部にかけて縦 （外）明赤褐色 覆土中層

D　　 7．4 傾する。器受部中央に単孔がある。脚

部に孔はない。

方向のヘラ磨き。表面赤彩。 （内）灰黄褐色

普通

3

嚢 A 〔1 8．7〕体部か ら口緑部にかけての破片。体部 口緑部外面縦方向，内面横方向の 砂粒・長石・スコリ P 548　20％　 P L6 9

土　 師　 器 B （18．2）は球形状を呈 し，口縁部は外傾する。 パケ日整形。休部外面横方向のパ

ケ目整形。内面上位へラナデ。

ア　 にぷい赤褐色

普通

覆土中層

外面剥粧

4

慧 A 〔17．3〕 休部からロ緑部にかけての破片。休部 ロ緑部外面 に指頭圧痕。内面は横 砂粒・長石・石英 ・ P 549　3 0％　 P L69

土　 師　 器 B （16．7） は大 きく内轡 し，算盤玉状 を呈する。 方向のパケ目整形。休部外 面はハ 雲母　 にぷい黄 覆土中層

ロ緑郡は外反する。ロ緑部外面に輸積

痕がある。

ケ目整形後，横方向のヘ ラナデ。

休部内面横方向のヘラナデ。

橙色　 良好
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住居跡

番　号

位置 主軸方向 平面形

規模（m）

（長軸×短軸）

壁高

（cm）

床面

内　部　 施　 設 序

竃

覆土 出　士　遺　物 時　期 備　　　　 考

（重複関係）
壁溝主柱穴ピット 亜

485 C1224N＿17予－W 長方形 6．93×6．28 6㌦21平坦金屑 2 － － … 糾い人為相，高林，悪 前　期SK28粥よ　古

486 lC12。2N鵬22㌧W l隅丸方形 6．44×6．44 12㌦42平坦l3／4一日 …
－

‡ ［竜〔1＋人為支卿 後　期】SI487より古

488 B12j3N－39㌧虻隅丸長方形5．41×4．77 31、37平坦－ － － － 1 炉を1）人為蕗称∴乳言説　土玉 前　期

489 C12b4N－26㌧E 方形 4．47×4．47 4㌦7平坦－
…ト

－ － 炉iH － ミニチュア土器 前　期SD133より古

490 B12g3N＿25㌧W 〔隅丸方形〕〔4潮×〔4．92〕12～20平粗一部 一再
－ 1 桝1）人為ミニチュア土器 前　期SD129より古

491 B12g7N－37十一W 〔隅丸方形〕絡52）Xは絹 3 平坦1／4 「巨
－ － － － 高年か円窓士甘，上玉 前　期

492 B13jlN榊27㌧W 隅丸長方形6．58×5．63 9㌦16平川1／4 」ト
－ 1 坤‖自然射描線酎鉦鮮批臓土製鮎品鎧前　期

494 D1239N－封十一W 長方形 6．08×4．70 18㌔20平坦－ － － － － 炉上目自然粗製器台，小型亀管状土錘前　期

495 C13e2N一鮮－W 隅丸長方形8．03×6．52 15＼31平坦 4 巨 1 日 裾1）人為軋高軋蓄息慧言鍋恩土玉前　期

496 C13b4 N－26㌦W 隅丸長方形3．79×3．09 17㌦20平坦 － －
…ト

－ 人為脚付私器台，要，台付要 前　期

498 】C14b3；N－9㌧W 長方形 6．4iX5．81 3～9平坦3／4 十 ト 」 十 炉上目－ 器台∴敷　壷 前　期
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3　中e近世の遺構と遺物

率健第　聾遺構辟　第別図）

調査H区で中世遺構と思われるものはタ　ピット群1か所，方形竪穴状遺構8基，長方形土坑6基夕

地下式壊4基，井戸2基夕　堀3条浮　薄i条である。このうち方形竪穴状遺構5基，地下式壌2基等の

中世遺構が集中する調査区南部のCヱ3a9～り14dlのグリッドに囲まれた範囲を第3号遺構群とする。

ここではタ　第3号遺構群及び検出した遺構と遺物にって記載する。

窮別　図　第　号遺構辟配置図

－590－
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拍　方形竪穴状遺構

土坑として調査した第2774，2782タ　2785，2787タ　2788タ　2814，2881号土坑及び第487号住居跡についてはタ

その形態などから整理の段階で方形竪穴状遺構とした。以下芦　遺構と出土遺物について記載する。

第磯考霧形竪究状遺構〔SK…2774〕第別図）

健置　調査区南部，D13dO区。

規模藍平面形　長軸1。67m言離削減短の隅丸長方形。

長軸方向　N－190－E

出炭相田　南壁西部の壁外に張り出し，確認面から床面に至る3段の階段状の出入り口部を有している。規模

は長さヱ04cm　幅鑓cmである。

壁　壁高は鰭cmで　垂直に立ち上がる。

應　平坦でタ　踏み締められている。南東コ…ナ…には長径66cm　短径姐cmの楕円形で　深さはcmの突出した掘

り込みがあ軋　そこから酋側にかけて炭化物が広がっている。

ぽッ睦　2か所（㌘1～P2）。㌘まほ長径23cm，短径20cmの楕円形で　深さ邦cmである。P　は長径飢cm　短径

飢cmの楕円形で　深さ購cmである。いずれ　主柱穴と思われる。

尊堂　　層からな軋　Å為堆積と思われる。

土層解説

l　暗褐　色　　ローム粒子中音，ローム小ブロック少鼠

焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子少量，

炭化粒子中量

3　暗褐色　　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，

炭化粒子多量，炭化物中量

4　暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土中ブロック多量

5　暗褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量

6　暗褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

7　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

8　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

炭化物少量

遺物　覆土から混入と思われる縄文土器片が出土

している。

所見　時期を判定する遣物は出土していないが，

遺構の形態から中世の竪穴状遺構と思われる。 0　　　　　1m

し－∴二l∴一．二j

第別　間　第　号霧形竪究状遽構実測図

第5号方形竪究状遺構〔SK－2782〕（第520図）

位置　調査区南部　D摘C　区。

重複関係　第8号方形竪穴状遺構に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸2。10m，短軸（1言2）mの隅丸長方形と推定される。

長軸方向　N－80－E

壁　壁高は27cmで，垂直に立ち上がる。

ぽッ睦　2か所（Pl～P2）。Plは長径29cm，短径23cmの楕円形で，深さ8cmである。P2は長径20cm，短径15

cmの楕円形でタ　深さ15cmである。Plは主柱穴と思われるが，P2の性格は不明である。
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尊堂　　層からな軋　Å為堆積と思われる。
土層解説

1　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

2　黒褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中プロ、ソク少量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量．ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量

4　暗褐色　　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量

遺物　覆土から混入と思われる縄文土器片が出土している。

新風　時期を判定する遺物は出土していないが資　遺構の形態から中世の竪穴状遺構と思われる。

0　　　　　　1m

』ニ土＝』

窮整図　第　⑳　⑳　考霧形竪究撰遺構実測図

÷＼†＿I、＿

書圃閲漸
第6号方形竪究状遺構〔SK－2785〕（第520図）

位置　調査区南部　D摘bl区。

重複関係　西側部分で第2793号土坑を，南側部分で第8号方形竪穴状遺構を掘り込んでおり，本跡が新しい。

親機と平面形　長軸2。25m，短軸1．55mの隅丸長方形。

長軸方向　N－120－E
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出鼠暢悶　酋壁南部の壁外に張　出し　床面から高さ滋cmの所に段を持つ。規模は長さ猶cm　幅は艶mである。

璧　壁高は掴～鮮cmで　垂直に立ち上がる。

床　平坦で資　踏み締められている。南東コ…ナ一には奥行き55cm　深さ凱cmの突出した掘　込みがあ軋　灰が

広がっている。

掘り込み部土層解説
1　褐　　　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　褐　灰　色

5　暗赤褐色
（う　黒　褐　色

7　暗′ホ褐色

8　黒　褐　色

ピット　2か所

ローム粒子中量，ローム小ブロック中鼠　焼土粒子少量，炭化物少量

焼土粒子少量，炭化物多量，灰少量

焼土粒子少最努　炭化物多量

焼土粒子少量夕　炭化物少鼠　灰多量

ローム粒子中量，焼土粒子少量ぎ　炭化物中量

焼土粒子少量，炭化物少量芦　灰中量

ローム粒子多義，焼土粒子少量芦　炭化物少量

焼土粒子少量，炭化物多量

（㌘1～㌘2）。Plは長径45cm，短径33cmの楕円形で　深さ器cmである。P2ほ長径50cm，短径24

cmの楕円形で　深さ購cmである。いずれも主柱穴と思われる。

穫羞　6層からな軋　自然堆積と思われる。

土層解説

5　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，

（う　褐　　　色　「1－ム粒J’一多量，ローーム申ブし1∴ノク多量．

7　褐　　　色　　ローム粒j’一多鼠　しブーム申ブしトノク多量，

8　暗　褐　色　　t二1－ム粒j’・多量，ローム大ブロック中量．

9　にぷい褐色　　しブーム粒J’・中量，ローーム大ブt」、ソケ多量．

10　暗　褐　色　　しトーム粒戸い量，ローム中プロ、ノク中量，

焼土粒子少量夕　炭化物中量

焼巨粒子少量，炭化物少量

焼土粒子微量芦　炭化物少量

炭化物中量

炭化物少量

炭化物少量

遺物　覆土から混入と思われる縄文土器片が出土している。

新風　時期を判定する遺物は出土していないがタ　遺構の形態から中世の竪穴状遺構と思われる。

′二㌧′　言上∵、・∴㍉∵、上、　ノ′二）′′　工工∴、ズ：

・、主　両・＝′〈－、J　∴・、′　′、

重複関係　第2786号士坑の東側を掘り込んでおり，

本跡が新しノい。。

規模磨平面形　長軸2。8且m，短軸（2。iO）mの隅丸

長方形。

長軸方向　N－5ローE

壁　壁高は45～50cmで，垂直に立ち上がる。

言、iつ・－　∴　∴′巫′肯ノJ　′上、・－ん　ィ！吏　′　、′

には長径57cm　短径諏cmの楕円形の突出した掘り

込みがある。

ぽッ匪　2か所津l～P2）。Plは長径購cm　短径

24cmの楕円形で　深さ墟cmである。P2ほ長径32cmタ

短径29cmの楕円形で，深さ30cmである。いずれも

主柱穴と思われる。

〆

0　　　　　1m

二1－∴丁二l‥＿j

第望図　第　考霧形竪究状遺構実測図

尊堂　3層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量

2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量
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遺物　遺物は出土していない。

荷風　時期を判定する遺物は出土していないがタ　遺構の形態から中世の竪穴状遺構と思われる。

窮窃考霧形竪究状遺構〔SK…2788〕第霊園）

健寵　調査区南部タ　り14bl区。

重複関係　本跡は，第5号方形竪穴状遺構の北側を掘り込むため新しら　第　号方形竪穴状遺構に北側を掘り

込まれているので古い。

親機藍平面形　長軸2。47m，短軸2。07mの長方形。

長軸方向　N－90－E

壁　壁高は10～25cmで汐　垂直に立ち上がる。

床　平坦で診踏み締められている。薄絹にト∵「「には長径72cm　短径舶cmの楕円形の突出した掘り込みがある。

ぽッ匪　2か所（Pヱ～P2）。Pは長径摘cm　短径1比mの楕円形でタ　深さ28cmである。P2は径20cmの円形で，

深さ23cmである。いずれも主柱穴と思われる。

尊堂　　層からな軋　然堆積と思われる。
土層解説

11暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

12　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量

13　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量

遺物　覆土から混入と思われる縄文土器片が出土している。

所凰　時期を判定する遺物は出土していないがタ　遺構の形態から中世の竪穴状遺構と思われる。

第9号霧形竪究状遺構〔SK－28鼠4〕（第522図）

位置　調査区南部，D13co区。

重複関係　第2815号土塊に掘り込まれており資　本跡が古い。また，第283302864e2865号土坑との新旧関係は

不明である。

第製図　第　号霧形竪究状遺構実測図
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規模と平面形　長軸2。50m，短軸i。93mの長方形。

去声方予　N　一つl1－E

出嵐相田　東壁の壁外に張　出し　床面から鍋cmの所に段を持つ。規模は長さ120cm芦　幅〔皇65〕cmで資　段から

確認面にかけて緩やかなスロープ状を呈している。

壁　壁高は25cmで，垂直に立ち上がる。

床　平坦で，特に中央部が踏み締められている。

ぽッ匪　4か所津l～P4）。Plは長径21cmタ　短径19cmの楕円形で，深さ35cmである。P2ほ径19cmの円形で汐

深さ25cmである。PlOP2ほ主柱穴と思われる。P3ほ長径25cm，短径21cmの楕円形声　深さ42cmで，性格は不明

である。P4ほ長径40cmタ　短径35cmの楕円形　深さ鑓cmで　出入　日施設に伴うピットと思われる。

尊堂　2層からな軋　然堆積と思われる。

土層解説

1　褐　色　ローム粒子少量，砂少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量，砂少量

遺物　覆土から混入と思われる縄文土器片が出土している。

新風　時期を判定する遺物は出土していないが　遺構の形態から中世の竪穴状遺構と思われる。

第頂の考方形竪究状遺構〔SK弓猟融つ第523回）

位置　調査区西部芦　C12j6区。

規模藍平面形　長軸2。92m資　短軸2。25mの長方形。

主軸方向　N－20－W

出入り口　南壁中央部に半円状の掘り残しがある。規模は長さ70cm，幅95cmである。

壁　壁高は42～44cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み締められている。北壁中央部には径47cmの円形で　深さ祝mの掘り込みがあり芦　灰が広がっ

ている。

掘り込み部土層解説
1　暗褐色　　炭化粒子［‾fl量，赤土粒子中量
2　黒褐色　　灰多量

第望図　第臓考方形竪究撰遺構実測図
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了　、　71訂　。、．）′　：一三日〕′　一一のい・：i三　　′‘ノ二ノ）r、一、－‾′右、晶　．j　二子／く．′こ「、の一日臣、∴t誓、‘十了、‾あ

る。いずれも出入り口施設に伴うピットと思われる。

尊堂　複層からな軋　自然堆積と思われる。

土屑解説

1　極暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム申ブロック少量

2　極暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック微量，ローム大ブロック微量二

3　恒暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ゾUツク中量，し」－ム中ブ日ソク中量，U－ム大ブUツク少量

4　極暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック「巨星，ローム中ブロック少量

遺物　覆土から混入と思われる縄文土器片が出土している。

新風　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の竪穴状遺構と思われる。

第綱尊方形竪究状遺構〔S‡…487〕（第524園）

位置　調査区西部，C12e2区。

重複関係　第486号住居跡を掘り込んでおりタ　本跡が新しい。また　第招号溝との新旧関係は不明である。

、．－1′．㌧　∴日日　ノ（二、1′中二＼て、‥ノ了、・ノ，l三

晶軸方向　N－10－E

出嵐相関　東壁南部に壁外に張　出し　床面から高さ摘cmの所に緩斜のある段を持つ。規模は長さ摘紋m　幅

212cmである。

壁　壁高は鋸～鑓cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南壁下と酋壁下及び東壁下で検出され，上幅12～20cm，下幅5～13cm　深さ髭mほどで　断面形は皿状

をしている。

應　平坦で，出入り口付近を中心に踏み固められている。

鰹ッ匪　4か所津～P4）。㌘1ほ径2玩mの円形で　深さ飢cmである。Pは　径錆cmの円形でタ　深さ17cmであ

る。P3ほ長径22cm　短径Dcmの楕円形で　深さ鋸cmである。P4はタ　長径34cmタ　短径30cmの楕円形で　深さ粥

cmである。各ピットとも出入りロ施設に伴うピットと思われる。

尊意1層からな軋　人為堆積と思われる。

土層解説

ま　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック中巌，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量資炭化粒子微量

2　褐　　色　　ローム小ブロック少量，ローム中ブセック微量，焼土粒j’・微量，炭化粒J′・微量

3　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量

4　褐　　色　　ローム小ブロック少量，ローム中プロ、ノク微量

5　暗褐色　　ローム粒j「・多量，ローム小プロ、ソク多量，ローム中プロ・ソク多量，ローム大ブロック少量

6　黒褐色　　ローム粒j’一多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブロック少量

7　黒褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

8　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量．ローム大ブロック微量

9　暗褐色　　ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量，粘土粒J’・少量

10　黒褐　色

11黒褐　色

12　黒　褐　色

13　黒　褐　色

14　暗褐　色

15　黒褐　色

ローム粒－j’・多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量

ローム粒j’中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，粘土粒千少量

ローム粒子「巨星，ローム小ブロック「巨星，ローム中プロ、ソク中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中最，ローム中プロ、ソク少量

ローム粒子中量，粘土粒子多量

遺物　土師器片30点，土師質土器4点と陶器片8点が覆土から出土している。第525図ヱ　82は土師質土器小

皿である。384の土師質土器小皿は，北側西壁付近の床面から正位の状態で出土している。

所農　本跡は，遺構の形態や出土遺物から中世の竪穴状遺構と思われる。
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第望図　第醐号霧形竪究状遺構実測図
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第醐考霧形竪飛状遺構出藍遽磯観察嚢

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 e焼成 備　　　 考

第52 5図 小　　 皿 Å　 12．6 底部，体部一部欠損。丸底。体部は緩 ＝縁部内 ・外面横ナデ√　体部内面 砂粒・雲母・スコリア P 50 5　80㌔　 P L 69

ユ 土師質土器 B　　 3．7 やかに内攣して立ち上がる。 へ ラ磨 き∵非ロクロ成彬㍉ 明赤褐色

普通

覆土

内面剥維

小　　 皿 A　H 2．の 底部から日録部にかけての破片。体部 目線部内 ・外面横 ナデ∴　井口 クロ 砂粒・雲母・スコリア P 506　30％

2 土師質土器 B　　 3．3 は緩やかに内攣 して立ち上がる。 成形。 橙色

普通

覆土

3

小　　 皿 Å　　 臥2 ロ緑部一部欠損。丸底。体部は緩やか 目線部内 ・外面棉 ナデ√　体部内面 細砂・スコリア P 507　9 5㌔　 P L6 9

十帥貴土器 B　　 l．8 に内轡 しながら立ち上がる。 ナデ。非ロクロ成形。 にぷい橙色

良好

床面

小　　 皿 A　　 8．6 口縁部一部欠損亡　丸底√体部は緩やか 日録部 内 ・外面横ナデ。体部内商 細砂 ・雲母 P 508　90 9。 P L69

4 土師質土器 B　　 2．3 に内攣 しなが ら立ち上がる。 横ナデ。非ロタロ成形。 橙色

良好

床面

内 ・外面剥離

第望図　第醐考霧形竪究状遺構出藍遺物実測図
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遺　 構

位置 長軸方向 平 面 形

規 模 （m ）

伐 軸×短軸）

壁 高

（cm）

床面

内　 部　 施　 設 ！

覆土 出　 土　 遺　 物 時　 期 備　　　　 考辟こ　… 鵬　 出入ロ

番　 号 漁港 主柱八 ピソト ピット （重複関係）

4 D 13dO N －19 0－E 隅丸長方形 1．67×1．40 59 平坦 － 2 － － 人為 中　 世

5 D 14。1 N －8 0－E 隅丸長方形 6．58×〔4．92〕 27 平坦 － ヱ 1 － 人為 中　 世 SK2 788より古

6 D 14 bl N －120－E 隅丸長方形 2．25×1．55 74㌦87 平坦 － 2 － － 自然 中　 世 SK2788より乳 SK2793より軌 SK2789と重複

7 D 14 d4 N －5㌧ E 隅丸長方形 2．8 1×2．10 45～50 平坦 － 2 － － 人為 中　 世 SK2 786より新

8 D 14 bl N －9 0－E 長　 方　 形 2．47×2．07 10、25 平坦 － 2 － 1 自然 中　 世 SK27 82より新，SK 278 5より古

9 D 13。0 N －120－E 長　 方　 形 2．50×1．93 25 平出 － 2 1 2 自然 中　 世 SK2815より古，SK2833，2864，2865と重複

10 C 12 j6 N ∴㌢㌧E 長　 方　 形 2．92×2．25 42㌦44 平坦 － － － 4 自然 中　 世

11 C 12 e2 N －1 0－E 長　 方　 形 10．39×3．91 61～82 平坦 － － － － 人為 皿，小皿 中　 世 SI486 より新，SD 132と重複
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紹　蔑方形土塊

H区では，中世の地下式壌及び長方形の竪穴状遺構が確認されている。これらの遺構の近くから，平面形が

長方形の土塊がタ　6基検出されている。これらは前者と覆土が近似することから中世の土塊と思われるが，地

下式嬢や竪穴状遺構との関連を考慮すると，土塊のいくつかほ中世の墓壕の可能性もある。ここでは診検出さ

れた長方形土坑について記載する。

第鐸溺考量境　第霊園）

健置　調査区南部芦　n13a8区。

重複関係　第1号堀と重複しているが，新旧関係は不明である。

親機藍平面形　長鋸や40m芦短軸（1。95m）の隅丸長方形と推定され　深さ杭cmである。

長軸方向　N－10－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

尊皇　　層からな軋　人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠　焼土粒子微量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック中量

3　暗褐色　　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック少量

4　暗褐色　　ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック中呈，ローム大プロ、ノク中量

遺物　覆土から縄文土器片が出土している。

新風　時期を判定する遺物は出土していないためタ　時期及び性格は不明である。

第那鯛聾蓋境　第霊園）

鐙置　調査区南部，D13go区。

聾複関係　第2758号土塊に掘り込まれておりタ　本跡が古い。

規模藍平面形　長軸2。68m，短軸1。37mの隅丸長方形で，深さ50cmである。

長軸方向　N－520－W

壁　厚さ2～9cmの粘土粘りで，外傾して立ち上がる。

床　厚さ的mの粘土姑　で　平坦である。

尊意　2層からなりタ　人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量

2　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　黄褐色　　粘土粒子多量

遺物　覆土から縄文土器片が出土している。

所凰　時期を判定する遺物は出土していないがタ遺構全体を粘土で貼っていることから墓壕の可能性がある。
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第鐸馴考量境　第霊園）

位置　調査区南部，D14f2区。

親機藍平面形　長軸281m　短軸さばmの隅丸長方形で　深さ膵cmである。

長軸方向　N－560－E

璧　厚さ1～15cmの粘土粘りで，外傾して立ち上がる。

床　厚さ4～航mの粘土鮎　で　平坦である。

尊羞　3層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子中量，黒色粒子多量

2　暗褐色　　ローム粒子多量，粘土粒子少量
3　黒褐色　　ローム粒子少量，黒色粒子多量，粘土粒子少量

4　黄褐色　　粘土粒子多量

遺物　覆土から縄文土器片が出土している。

新風　時期を判定する遺物は出土していないがタ　遺構全体を粘土で貼っていることから墓壕の可能性がある。

第調謬9聾藍鶴（第526図）

位置　調査区西部，Ci2i6区。

重複関係　第2887e2888の2889号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模藍平面形　長軸2。85mタ　短軸鼠。90mの隅丸長方形でタ　深さ30cmである。

長軸方向　N－4U－W

壁　外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

尊堂　単一層であ軋　人為堆積と思われる。
土層解説

1暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，ローム大プロ、ソク少量

遺物　遺物は出土していない。

新風　遺物が出土していないためタ　時期及び性格は不明である。

提掩鵬石工坑（第b26図）

位置　調査区西部，C12f9区。

規模磨平面形　長軸2。46m，短軸1。57mの隅丸長方形で芦　深さ25cmである。

長軸方向　N－730－W

壁　外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

種蓋　2層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量

2　極暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック中量

遺物　遣物は出土していない。

所凰　遺物が出土していないため，時期及び性格は不明である。
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位置　調査区北東部　B蟻e　区。

重複関係　第頴舶号土塊と重複しているが　新旧関係は不明である。

親機藍畢薗形　長軸温。66mタ　短軸i。32mの隅丸長方形で　深さ鏡cmである。

長軸方向　N－740－W

壁　外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

尊堂　　層からな軋　人為堆積と思われる。
土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量．

ローーム【f・】ブロック中量，ローム大プロ、ソク微量

2　黒褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　黒褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

琶≡≡≡⊆訝
0　　　　5cm

しこ∴こし二‥∴

第懲図　第調磯風尊堂琉出藍逸機実測図
4　黒褐色　　ローム粒子多量

遺物　覆土から縄文土器片と土師質土器片ヱ点が出土している。第崇図　は土師質土器小皿である。

病魔　出土遺物が少ないが　中散の　のと思われる。

第調礪鹿骨藍硫出藍遺物観察湊

図獅 考 巨 券　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第527囲　　　 小　　 皿 A　白1．2〕 底部から日録部にかけての破片。丸底。 目線部内 ・外面横 ナデ√　非ロクロ 砂粒・雲母・スコリア P 608　30％

1　　　 土師貰土器 B　　 3．2 体部は内攣しなが ら立ち上がり日録部

に至る。

成形。 浄け橙色

（内）にぷい赤褐色

普通

将士

・・・∴工．．、二一ここ！　吾′．．十し＿、六つ∴云

土　 塊

位 置　 長軸 方向 平 面 形
規　　 模　　　 壁 面

底 面 覆土 出　 土　 遺　 物 備　　　　 考

番　 号 長 軸 × 短 軸 （m 中 深さ（cm ） （重複 関係）

2 756 恒 3 a8一区 守 堵 〔隅丸長 方形〕 2・40　 × 〔1095〕 i 66　 外 傾 平 坦 人為 SD 128 と重複

2 759 恒 3 g0年 52 0湖 隅 丸 長 方 形 2・68　 × 1・37 i 50　 外 傾 平 川 人為 SK 2758 よ り古

銅 「 恒 磁 極 －56 ㌦載 隅 丸 長 方 形 2e18　 ×　 も12　 日 7　 外 傾 平 坦 人為

28 79 匝 i6軽 守 一W 隅 丸 長 方 形 2・85　 × 1・90　 日　 恒 傾 車遠 天 元 SK 2887 ， 2888 ， 2889 と重複

28 83 匝 項 鮮 ぼ 瀾 隅 丸 長 方 形 2 ・46　 × 1057　 日 5 ！外 傾 平坦 人 為

2鋸 0A iB 15だ庸 一開㌧ W 隅 丸 長 方 形 1。66　 × 1e32 ！ 8 5　 恒 傾 平坦 人 為 小 皿 SK2 940B と重複
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2758 D14ぽ1lN－58㌧W 不整楕円形 1．82　×（1．131 ま8 外傾平出自然 SK2759より新

2777 D14d3N－22J－E 長　楕　円　形 2．10　　×　1．00 20 緩斜平地自然

2786 D14。3N－10㌧E （台　　　 形） （2．00）×（0．81ラ 55 垂直平坦自然 SK2787より古

2789 013bON－OJ （楕　円　形） 1．24　×　建．84） 29 外傾平坦 － SK2793，2794，2817と重複

2793 D14aoN－183－E 〔方　　 形〕 （L3の　×（1．13） 31 緩斜平鰻人為 SK2785より古，SK2794より古，SK2789と重複

2794 D13aoN－82J－W （不　意　形） （2．77ラ　×（2．02） 23 穣斜平地自然 SK2789，2793，2817，2818と重複

28ユ5 013bO － 円　　　　 形 1．33　　×　1．25 87 外傾平坦人為 SK2814と垂根

2816ÅD13b8N－80J－W （長　方　形） 0．23）×（0．82） 44 外傾平坦－ SK2813，2816Bと重複

2816B D13b8N－73㌧W （方　　　 形） （0．54）×（0．45） 21 緩斜平坦－ SK2813，2816Aと重複

2817 D13bON－120－E （不整長円形） （L31）×（0．66） 19 緩斜平坦人為 SK2821より艶SK2789，27糾，2818，2819と重複

2818 013bON－180－E （隅丸方形） ぐ1．1針　×（1．1の － － － － SK2794，2813，2817，2821と重複

2819 D13bON－13㌧E （隅丸台形） 白．05）×（0．97ラ 40 外傾平坦人為 SK2817，2820，2821と重複

2820 D13bO － 不　　　　 明 （1．6の　×（1．0車 45 緩斜平坦－ SK2813，2814，2819，2821，2864，2865と重複

2821 D13bON－19J－E （隅丸長方形） 0．05）×（0．95） 62 緩斜平坦自然 SK2813より古，SK2817よ蟻，SK2818、2820と重複

2825 D13台0N－770－E 長　楕　円　形 2．50　　×　1．21 31 緩斜平坦人為

2833 n13。0N－18J－E 〔楕　円　形〕 ぐ1．1打　×（1．05） 52 垂直平坦人為 SK2814と重複

28朗 013bON・－85㌧W （不　定　形） （0．85ラ　×（0．70） 14 緩斜平坦 － SK2814と重複

2865 D13b9 － 不　　　　 明 （0．7の　×（0。69） 20 緩斜平坦－ 土師質土器小皿 SK2813，2814，2820と重複

2887 C12i5N－350－W 〔長　方　形〕〔1．27〕×　0．87 12 緩斜平坦… SK2879と重複

2888 C12i5 － 不　整　円　形 （1．331 ×　1．25 ユ7 緩斜平坦－ SK2879と重複

2889 C12i5N－19㌧E 不　定　形 1．09　X　L0．76） 21 緩斜平坦－ SK2879と重複

2890 C12鐙4N－7㌧E 楕　 円　形 1．51　×　1．07 26 外傾平坦人為

2904 C14b3N－830－E 卵　　　　 形 1．7∴1　×　1．52 ヱ9 外傾平坦自然

2929 l
し1Jg9

N－42㌧W l卜巾　．　　　　　　　l
隅1札　カl彬 1．78　×　1．30　 1 21 ！外傾平坦人為 婁2929 I′、　＿　′ヽし1Jg9ーN－42㌧W l　　　卜巾　　　　　I隅 1札　カl彬 t　l．78　 ×　 1．30 ’　21 ‘外傾l　＿や．．＿．．．．．．．．．－　．－H“乎‡捜’人為l ま

2930 B15d4 N－120－W 隅　丸　方　形 1．99　　×　 1．92 23 緩斜平坦人為 SK2956と重複

2940B B15e2 N－170－E 方　　　　 形 0．74　　×　　0．69 31 外傾平坦 － SK2940Aと重碩

2948 C12bO － 円　　　　 形 1．05　　×　　0．97 40 外傾平坦自然

2955 B15d4 N－76JIW 長　 方　 形 （7．1の　 ×　 1．20 52 外傾平坦人為 SK2956と重複，下層に炭化物を多量に含む

2956 B15d4 N－263－E 〔楕　円　形〕 1．12　　×　（0．6臣 15 － 平坦 自然 SK2930・2955と重複

2962 B15。6 － 円　　　　 形 1．36　× 〔1．29〕 36 外傾平坦 自然

2963 B15。5N－710－W 不整楕円形 2．16　　×　 1．45 58 垂直平坦自然

2968 Å15j5 －
円　　　　 形 1．23　　×　 1．14 55 垂直平坦自然

2969 C13d5 N－480－E 楕　 円　 形 1．74　　×　 1．12 18 緩斜平坦自然

2972 C13el N 1323－W 楕　 円　 形 0．97　　×　　0．81 56 外傾平坦自然 S‡495と重複

2973 C12b9 N－40－E 楕　 円　 形 2．12　　×　 1．47 21 緩斜平坦人為

2975 B15d5jN－580－W 楕　 円　 形 1．74　　×　 1．03 12 垂直平坦自然

2977 B15h3 N－8J－W 不整楕円形 1．45　　×　　0．94 30 外傾平坦人為

2980 B15g3 N－8千一E 〔隅丸方形〕 L 25　 × （0．86） 69 垂直平坦自然

2981 B15h3 N－870－E 卵　　　　 形 1．82　　×　　0．68 29 外傾凹凸人為
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H区ではタ　地下式墳4基を検出した。

第露骨地帯戎虜〔SK…28温3〕（第528図）

位置　調査区南部，り13b9区。

重複関係　第2820・2821号土塊を擦り込んでおりタ　本跡が新しい。また，第2816AのB芦　2817タ　2飢8，2鋸9，

2865号土塊と重複しているが芦　新旧関係は不明である。

主軸方向　N－80－E

竪境　上面は，長径0．97m，短径0。87mの不整楕円形で，深さ1。12mである。底面は，長径0。80m　短径。帯

mの不整楕円形である。主室に向かって，スロープ状になっている。

童蜜　底面は，長径3。11m芦　短径1。94mの不整楕円形で診　平坦である。常総粘土層まで掘り込まれており，確

認面から底面までの深さはタi。61mである。

壁　竪坑は労　ほぼ垂直に立ち上がる。主室は，内傾して立ち上がる。

一

／〆〆

叫・、こ一一遍＼二

！

窮整図　第訪号地帯式腐実測図

旦独摘

1－1＿＿一一一一一l
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覆土　22層からなる。1、18層には，ロームブロックが含まれ，人為的に埋め戻されたものと思われる。19～

22層は，天井部の崩落土と思われる。

土屑解説
1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　　色

4　暗褐色
5　褐　　色

6　暗褐色
7　暗褐色
8　暗褐色
9　暗褐色
10　暗褐色
11極暗褐色
12　暗褐色
13　暗褐色
14　暗褐色
15　黒褐色
16　黒褐色
17　褐　　色
18　黒褐色
19　褐　　色
20　褐　　色
21褐　　色
22　褐　　色

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック微量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，焼土粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，黒色粒子多量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，黒色粒子中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，

ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，
ローム粒子中量，ローム小ブロック多量，

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，

ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

ローム中ブロック微量，

ローム中ブロック少量，

ローム中ブロック多量

ローム中ブロック微量，

ローム中ブロック少量，

ローム中ブロック中量，

ローム中ブロック微量，

ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，

ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック少量，

ローム大ブロック微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

ローム大ブロック微量

ローム大ブロック微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

ローム大ブロック微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

ローム大ブロック微量，炭化粒子微量
ローム大ブロック微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

ローム大ブロック微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

ローム大ブロック少量，焼土粒子微量
ローム大ブロック微量

ローム大ブロック微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量
ローム小ブロック中量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック中量，黒色粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック中量

ローム小ブロック多量，ローム中ブロック多量，ローム大ブロック多量，黒色粒子微量
ローム小ブロック多量，ローム中ブロック多量，ローム大ブロック少量，黒色粒子少量

ローム小ブロック多量，ローム中ブロック多量，ローム大ブロック中量，粘土粒子少量
ローム小ブロック多量，ローム中ブロック多量，粘土粒子中量

遺物　覆土から砥石，陶器嚢，土師質土器片や縄文土器

片が出土している。第529図1は陶器賓，2は凝灰岩の砥石

である。

所見　出土遣物や遺構の形態から中世のものと思われる。

第25号地下式城出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

第529図　第25号地下式境出土遺物実測図

図版番号 器 、種 計測値（qm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第529図 要 A 〔 9．8〕体部か ら口緑部にかけての破片。口唇 外面ロタロナデ。体部外面に自然軸 砂粒・石英・スコリア P 597 15％

1 陶　　 器 B （5．7）部は二重口緑で，断面は三角形を呈 し がかかる。 褐灰色 覆土

ている。 普通 常滑

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長　 さ （qm） 幅 （G由） 厚　 さ （cm） 重量 （g ）

第529図2 砥　　 石 （5．7） 2．2 1．9 （38．0） 凝 灰 岩 Q 508　覆土

第26号地下式填〔SK－2830〕（第530図）

位置　調査区南部，D13a9区。

主軸方向　N－30－W

竪坑　上面は，長径2．05m，短径1．70mの不整楕円形で，深さ1．68mである。底面は，長軸1．68m，短軸0．64

mの長方形である。主室の底面との段差はなく平坦である。

主室　底面は，長軸2．22m，短軸2．20mの方形で，平坦である。粘土層まで掘り込まれており，確認面から底

面までの深さは，2．00mである。

壁　竪坑は，外傾して立ち上がる。主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　26層からなる。12・14・16・18・22・26層は天井部が崩落したものと思われる。他の土層はロームブロ

ックを多量に含むことから，人為的に埋め戻されたものと思われる。
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肯守
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窮朗図　第誠考地帯戎虜実測図

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微鼠　炭化粒子微量

2　褐　　色　　焼十粒子微量，炭化粒子微量，黒色粒子多量

こう　暗褐色　　ローム粒子や呈，ローム小プロ、ソク微量，

4　褐　　色　　ローム大ブロック微量，黒色粒子中量

5　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中鼠

6　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量

7　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，

8　暗褐色　　ローーム粒子多鼠　ローム小ブロック中呈，

9　暗褐色　　口、‥・ム粒子多量，ローム小ブロック多量∴

10　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

11暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，

鞋

⑳　　　錮闘

』≡ま≡≡≡≡≡＝』

焼土粒子微量，炭化粒子微量

ローム中ブロック少量，ローム大ブロック少量，炭化粒子微量

ローーム中ブロック微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

ローーム中ブロック少量，炭化粒子微量

ローム大ブロック中量

ローム中ブロック中量，ローム大ブロック微量

ローム中ブロック中量，ローム大ブロック中量

12　褐　色　　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック多量，ローム大ブロック少量，黒色粒子少量

1：3　暗褐色　　ローム粒子多量，ロ・一ム小ブロック多量

1Ll　褐　　色　　ローーム大ブロック多量，異色粒戸中量

15　極暗褐色

16　明　褐　色

17　暗褐色
18　明　褐色

19　暗褐色

20　暗褐色

21暗褐色

22　明褐　色

23　暗褐　色

24　暗褐色

25　暗褐色

26　褐　　色

ローム粒子少量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，焼土粒子微量☆

ローム小ブロック多鼠　ロー・Fム中ブロック多量，ローム大プロ、ノク多量

ローム粒子多量，ローーム小ブロック多量，ローム中プロ、ノク微量

ローム小ブロック中量．ローム中けロック多量，ローム大ブロック多量，黒色粒子微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック中量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック多量

ローム粒子微量，ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック少量，粘土粒子微量

ローム粒子中量，ローム小プロ、ノク少量，ローム中ブロック中量，粘土粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，粘土粒子多量

！　′1ミ　′　′　　／　′　′、．・、ノ　　′．′　ノ′′、、　　－∴こ、、乙

、　t∴音ノ二　一一′、、く′′．　．｛′ンノ　ノ！．、′／　日、′．ftウ′六・三し吉′．′・：′：・′1昌′ノ′、；ノ′　∴
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第欝考地帯戎壌〔SK…29舶〕第盟園）

健置　調査区北東部，B15el区。

重複関係　第五37号薄と重複しているがタ　新旧関係は不明である。

主軸方向　N－90－E

竪境　上面は　長径。鱒m　短径。毀mの不整円形で　深さ。鋸mである。底面はタ　長径0。97m，短径0。85m

の不整楕円形である。主室への通路はタ　やや狭くなっており天井部が残っている。主室の底面との段差はなく

平坦である。

童窒　底面はタ　長径1。84m，短径1852mの不整楕円形でタ　平坦である。確認面から底面までの深さはタ1。80m

である。天井部が，一部残存している。

璧　竪坑と主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

尊堂18層からなる。ヱ5～ま8層は天井部が崩落したものと思われる。偽の土層はロームブロックを多量に含む

ことから，人為的に埋め戻されたものと思われる。

土層解説
1黒褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化粒子微量
2　黒褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

3　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

4　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，

5　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

6　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック少量，
7　暗褐色　　ローム粒子微量，ローム小ブロック少量，

8　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量

9　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

10　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，

11褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

12　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，
13　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック少量

14　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，

15　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

16　黒褐色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

17　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

18　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

つよ5′，

第朗図　第節萄地帯式療実測図

ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

ローム中ブロック多量，ローム大ブロック多量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック多量，ローム大ブロック多量

ローム中ブロック微量，焼士粒子微量，炭化粒子微量
ローム中ブロック微量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック多量

ローム中ブロック多量，ローム大ブロック微量

ローム中ブロック微量

ローム中ブロック中量，ローム大ブロック中量

ローム中ブロック多量，ローム大ブロック多量

ローム中ブロック多量，ローム大ブロック中量

ローム中ブロック多量，ローム大ブロック多量
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達観　遺物は出土していない。

新風　出土遺物はないが，遺構の形態から中世のものと思われる。

第慧露骨地帯或感〔SK…2947〕（第532図）

燈置　調査区北東部　Å蟻j7区。

主軸方向　N－160－E

竪境　上面は，長径温。63m，短径1の53mの不整円形で，深さ0。88mである。底面は資　長径1。29mタ　短径0。95

mの楕円形である。主室に向かってわずかに傾斜し，0．4mほどの段差が見られる。

童窒　底面はタ　長軸2。60m，短軸1。84mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，1。74mであ

る。

壁　竪坑と主室は，外傾して立ち上がる。

吾土　6層からなる。4、6層は天井部が崩落したものと思われる。他の土層はロームブロックを含むことか

ら診　人為的に埋め戻されたものと思われる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子多量，

ローム小ブロック微量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック中量

窮鯛囲　窮調号地帯式磯実測図
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遺物　遺物は出土していない。

新風　出土遺物はないが，遺構の形態から中世のものと思われる。

嚢帽　前闘尉遺跡掴匿地帯戎磯…覧衷

地　 〒Iは

式　 墳

番　 号

位置

i 長軸方向 平　 面　 形　 と　 規　 模 （m ） ！

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物 備　　　　 考

（重複関係）

底　　 面 底　　 面 深さ

I平面形 匝径㈲ 機 ㈲ 平面形 長歓榔×熔 緋

25 D 13日 N －8 ㌧W

竪坑 不整雛 形 0．97 ×0．87 不整楕円形 0．80 ×0．77 1．12 垂直 平坦 l

i人為 砥石，陶器聾，土師質土器片

SK 2820より新，282 1より新，

SK2 816かB ～28 19，286 5と重複主室 不整楕円形 3．11×1．94 1．61 内傾 平坦

26 D 13 39 鮮 結 可

竪坑 不整醐 巨005 ×1・70 長方形 1．捕 ×0．餌 1．68 外傾 平坦！

人為主室 方 ・形 2キ22 ×2．20 2．0 0 垂直 平坦

27 B15 el

i

N －9 ㌧可

竪境 不整楕円形 0．99 ×0．92 不整楕円形 0．97 ×0．85 1．9 1 垂直 平坦

人為 SD 13 7と重複主室 不整綱形 1．84 ×1．52 1．80 垂直 平坦

28 Å15 j7

竪坑 不整那楼 恒 3 ×1・53 楕円形 1．29 ×0．95 0．88 外傾 平坦

人為N －16予←E 主室 長方形 2．60 ×1．84 1．74 外傾 平坦

－609－
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撹区では　井戸　基を検出した。調査では第罰の2号井戸としたが，前回の調査e整理で井戸としたものが

増加したため，第29030号井戸と改称した。

第調号爵詳〔SE26〕（第533園）

健置　調査区南部，りヱ3d8区。

重複関係　第1号堀を掘り込んでおり，本跡が新しい。

親機磨形状　掘り方は，長径（4。20）m，短径（3．65）mの楕円形と推定されタ　深さ4。03mである。底面は皿状

でタ　形状は瓢箪形である。

啓羞　39層からなる。ロームブロックを含む層が多いことから，人為的に埋め戻されたものと思われる。

土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　黒褐色
7　暗褐色
8　暗褐色

ローム粒子微量
ローム粒子少量，
ローム粒子中量，
ロー｝ム粒子微量，
ローム粒子少量
ローム粒子少量，
ローム粒子中量，
ローム粒子微量，

ローム小ブロック少量
ローム小ブロック中量
炭化物微量

炭化物少量，灰褐色粘土粒子少量
ローム小ブロック中量
灰褐色粘土粒子微量

l∵‾　　＿＿lll－㍉

敷彿
第朗図　第調◎調号井詳実測図

旦輸舶

1
6

さ

攫
；　sE30
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9　暗　褐　色
10　暗　褐　色
11黒　褐　色
12　暗　褐　色
13　黒　褐　色
14　暗　褐　色
15　暗　褐　色
16　暗　褐　色
17　褐　　　　色
18　黒　褐　色
19　褐　　　　色
20　黒　褐　色
21褐　　　　色
22　黒　褐　色
23　暗　褐　色
24　褐　　　　色

25　褐　　　　色
26　黒　褐　色
27　暗　褐　色
28　暗　褐　色

29　黒　褐　色
30　暗　褐　色
31暗　褐　色

32　暗　褐　色
33　にぷい黄褐色
34　にぷい黄褐色
35　にぷい黄褐色

36　灰　黄　褐　色
37　にぷい黄褐色
38　にぷい黄褐色
39　にぷい黄褐色

ローム粒子少量，
ローム粒子少量，
ローム粒子少量，
ローム粒子中量，
ローム粒子微量，
ローム粒子少量，
ローム粒子多量，
ローム粒子多量，
ローム粒子多量，

ローム小ブロック少量，
ローム小ブロック少量

ローム′トブロック少量，
ローム小ブロック中量，
ローム小ブロック微量，

ローム小ブロック少量，
ローム′トブロック多量，
ローム′トブロック多量，
ローム小ブロック多量，

ローム中ブロック微量

炭化物微量
ローム中ブロック少量
炭化物微量
ローム中ブロック少量
ローム中ブロック中量
ローム中ブロック中量，灰褐色粘土粒子中量，灰褐色粘土小ブロック多量
灰褐色粘土粒子少量，灰褐色粘土ブロック多量

ローム粒子微量，炭化物微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，ローム中ブロック少量
ローム粒子多量，炭化物多量
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量
ローム粒子微量，炭化物微量，灰褐色粘土粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，
灰褐色粘土中ブロック中量
ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，
ローム粒子少量，ローム小ブロック少量，
ローム粒子少量，灰褐色粘土粒子少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，
灰褐色粘土中ブロック少量
ローム粒子微量，灰褐色粘土粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，
灰褐色粘土大ブロック中量
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，
灰褐色粘土大ブロック微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，

灰褐色粘土粒子少量，灰褐色粘土小ブロック多量，

灰褐色粘土小ブロック中量
灰褐色粘土小ブロック少量

ローム中ブロック少量，灰褐色粘土小ブロック多量，

灰褐色粘土小ブロック多量，灰褐色粘土中ブロック少量
灰褐色粘土小ブロック多量，灰褐色粘土中ブロック中量，

灰褐色粘土小ブロック多量，灰褐色粘土中ブロック中量
灰褐色粘土小ブロック多量，灰褐色粘土中ブロック中量
灰褐色粘土小ブロック多量，灰褐色粘土中ブロック少量
灰褐色粘土小ブロック多量，灰褐色粘土中ブロック中量，

灰褐色粘土小ブロック多量
ローム粒子少量，灰褐色粘土粒子少量，灰褐色粘土小ブロック多量
ローム粒子少量，灰褐色粘土粒子少量，灰褐色粘土小ブロック多量，灰褐色粘土中ブロック中量
ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，灰褐色粘土小ブロック多量，灰褐色粘土中ブロック中量，
灰褐色粘土大ブロック少量

遺物　覆土から瀬戸・美濃系陶器の揺鉢や小皿（室町時代），土師質土器の内耳鍋や鉢が出土している。第534

図5は瓦器の火舎で，口緑部に2条の線刻，横位のS字文，貼付の円形浮文や押印を施している。また，底面

から木杭2本が垂直に刺した状態で出土している。

所見　遺物が覆土から出土しているため時期を判定できないが，中世のものと思われる。
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第調聾爵汐出藍遺物観察湊

図版番号 器　 種　 測倦 ぬ き　　　 音形の特徴　　　　　　 手法の特徴　　 極 土 の色調 e焼成　 備　 考

第534図

温

土師監 器 悟 ；）悪霊霊孟完禁警：こかけての断 0平底。 底部醜 踊 り胤 ナ汽　 上㌘ 腑 徳 空

普通

小　　 皿　 A 〔1 1．0〕体部から＝縁部にかけての破片√体部　 内 ・外面に紬が施されているご　　　 用砂 ・白色粒子　 P 565 1し既

2 灰軸陶器　 B　L 3．0出 土わずかに内攣 しなが ら立ち上が り，　　　　　　　　　　　　　　　 オリーブ黄色　　 骨十

口縁部に至るJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好　　　　　 瀬戸 ・美濃系

揺　 鉢　 B　日 日叫 底部から体部にかけての破片㌔平底予　体部内 ・外面ロクロナデ㍉体部内　 砂粒 ・石英　　　 P 561 1O Oo　 P LTO

3 陶　 器　 C 〔1 1．6〕休部は内攣 しながら立ち上がるJ 体部　 面には 7 条一単位の櫛日が施 され　 灰赤色　　　　　 覆土

外面下位に指頭圧痕がある㌔　　　　 ている．底部回転糸切 り√　　　　 良好　　　　　 瀬戸 ・美濃系

内 耳 鍋　 A 〔3 1．の　 体部から口縁部にかけての破片ぐ体部　 日録部内 ・外面 ロクロナデJ 二次　 砂粒・雲母・石英・［p 563 10 00

ヰ 土師質土器　 B 12．0　 はわずかに内攣 しなが ら立ち上が り， 焼成を受けている 　ヾ　　　　　　 長石・小礫　　　 覆土

日録部に至る。内耳欠損√　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色　 普通　　 内 ・外面剥離

′　　　／　、言　′′

ノ　　　′′、　、‥　　′

、　　　こ・　　　　　　　　　　　　　ノ　　ご

ノ．′　ハ　　　　　′　・′　一　　　　∵′　′　　り′．・′、．　三　∴、′　、’ら’′　、　ふ・′、．

、・・′　ノ　・　　　′　′　　　　′ノ　1　　′′　．，／　．′、’∴　一　　・・、ノ　　　‥

遺物　遺物は出土していない。

i一　　　　　　′ノ　　′　ハ′′　　∴　　′、　　′ニ・
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摘　堀

二　　　　　　　　　　　　　　　　．　′・　　　　　　　　　　　　一　　．、′て：　一′　一・

物について記載する。

′　　　　こ　　　　　　　　　　　′′、ノ

′　・・′・　　　　　　　　ノ　ノ　　　　　　ノ

′　　　　　、一　　′J　　　　　　・　．　　　　　　一　　．　　　　　ノ

ヽ　ノ　　　′　　　　′　．・　　′　　　　　　　・・　′　′・′

，　′　　、、．．．　、　、、　　　　　　　　　　，′　　　　　　　　　　　　、′　、　ノ　　　∴、′　川　　、ノ　　　　′ノ、

形は箱薬研である。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．′▼　　　一　　　　　　′　．　ノ　ノ　　　′・’／・′、・、′．．　ノ＼∴　‥′、′　′　　、

れる。

底　平坦である。

一　　　′　　　　　′′、′　　　　　　　　　　　　′　　′　ノ′　　　　　一、′　　　　　．′＼　　　　′、′′

号堀は人為堆積と思われる。
A土屑解説
1　暗褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　暗褐色
5　褐　色

B土層解説

1　暗褐色

2　（こぶし1

t‾．トーム粒子少量，炭化物微量

U一一ム粒子微量，炭化物微量
ローl一ム粒i’・少量

ローム粒子中量
ローム拉了斗唱∴　ローム′トブロック中量卜叫　　←1′l一二一」

l・→トム粒j’一中量，ロー一一一一ム小ブし「ソク多量．

焼上位守一少量

ローム粒子少量，ローH－ム小ブロック少量，
赤褐色　　焼土中ブロック多量

3　暗褐色　　ローーム粒子中量，ローム小ブロック多量
・′1　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

9　褐　色

10　褐　色

11褐　色

ローム粒千少量．ローム小ブロック多量
ローーム粒子多量，ローーム中ブロック多・星
口一一ム粒j’・中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ロー一一ム申ブロック少量

ローム粒j二少鼠　ローム小ブロック中量
ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，
ローム中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック多量，
ロームr巨プロ・ソク微量

lコーム粒子中量，ローム小ブロック中量

6　暗褐色
7　褐　色

8　暗褐色

9　暗褐色

12　褐　色

13　褐　色

14　褐　色
．15　褐　色
16　褐　色

17　褐　色
18　褐　色

19　褐　色
20　褐　色

ローム粒子多量，ローム小ブロック多量
ローム粒子多量

U－ム粒子多・蔓，ローム小ブロック多量，
ローム中プロ、ソク多量

ローム粒子多量，ロー′一機ム小ブロック中量

ローム粒子中量．ローム小プロ、ソク少鼠
ローーム中ブロック多量

ローム粒子中鼠　ローム小ブロック「巨星，
ローム中プロ、ソク少量
tコ

ロ

ロ

ーム粒子多量，ローム小ブロック多量

－ム粒子中量，ローム中ブロック多量
－ム粒子中量，ローム小ブロック中量，

ローム中プロ、ノク中量
ロ

ロ

ーム粒子微量，ローム中ブロック中量

－ム粒子中量，ローーム小ブロック微量，
ローム中ブロック多量
ロ

ロ

ーム粒子中量，ローム小ブロック多量
－ム粒子中量，ローム小ブロック中量，

ローム中プロ、ソク多量

、／′‥　′：く　　　　　　　　　ノ′′′′′・一　　　　　　　　　　　　　′、・′′一′　（∴．、′　！′
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所見　本跡の時期は，出土遺物から中世（13世紀前葉）と思われる。

第1号堀出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計 測値 （Gm） 器 形 の特 徴 手法 の特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第536 図 小　　 皿 A 〔 8 ．4 〕 底部 か ら口縁部 にか けての破 片。平底 。 ロ緑 部 内 ・外 面 ロク ロ ナデ 。体 部 砂粒 ・雲母 P 55 2　6 0％　 P L69

1 土師質土器 B　　 2 ．3

C　　 5 ．4

体部 は内 攣 しなが ら立 ち上 が り口緑 部

に至 る。

内面へ ラナデ。底部 回転糸 切 り。 橙色

普通

覆土

2

4 、　 皿 A　　 8 ．9 底部 か ら口縁 部 にか けての破 片。平底。 口緑 部 内 ・外 面 及 び体 部外 南 口 ク 砂 粒・雲 母・スコリア P 553　 70 ％　 P L69

土師質土器 B　　 2 ．0

C　　 6 ．0

体部 と□綾 部 の境 に稜 を持 ち， 口綾部

は外侮 す る。

ロナデ。 底部 回転糸切 り。 黒 褐色

普 通

覆土

3

小　　 皿 B （ 2 ．7 ） 底 部 か ら休 部 にか け ての 破片 。 平 底。 底部 回転 糸切 り後 ，ヘ ラナ デ。 砂粒 ・長 石 ・雲母 ・ P 555　 50 ％

土師質土器 C　　 7 ．0 体 部は わずか に内攣 す る。 スコ リア

浅黄 橙色　 普通

覆 土

4

小　　 皿 B （ 1 ．9 ） 底 部 か ら体部 にか けて の破 片 。平 底 。 底部 回転糸 切 り後 ，ヘ ラナデ。 細砂 ・長 石 ・雲母 P 55 6　3 0％

土師質土器 C 〔 6 ．8 〕 体部 はわず か に内野 する。 橙色

良好

覆土

5

4 、　 皿 A　　 7 ．9 ロ縁部 一部 欠損 。 丸底 。体部 は 内管 し 口緑 部 内 ・外 面 及 び体 部 内 面積 ナ 砂 粒 ・ス コ リア P 550　 99 ％　 P L69

土師質土器 B　　 2 ．1 なが ら立 ち上が り，口緑 部 に至 る。体

部外面 に指頭 庄痕 があ る。

デ。非 ロ クロ成形。 橙 色

普 通

覆土

6

小　　 皿 A　　 8 ．2 底 部か ら口緑 部 にかけ ての破 片。丸底。 ロ 縁 部 内 ・外 面及 び休 部 内面 横 ナ 細砂 ・雲母 ・長 石 P 551 70 ％　 P L69

土師質土器 B　　 2 ．0 休 部 は内野 して立 ち上が り， 口緑部 に

至 る。体 部外面 に指 頭庄 痕が ある。

デ。 非 ロク ロ成 形。 明 赤褐色

良好

覆 土

7

小　　 皿 A 〔 7 ．8 〕 底部 か らロ縁部 にか けての破 片 。丸底 。 口繰 部 内 ・外 面 及 び体 部 内 面横 ナ 砂粒 ・雲母 P 554　 6 5％

土師質土器 B　　 2 ．3 休 部 は内管 しな が ら立 ち上 が り，口縁

部 に至 る。底 部内 面は 内側 にわず か に

膨 らむ。体部 外面 に指頭 庄痕 が ある。

デ。非 ロ クロ成形。 にぷ い橙色

普通

覆土

『≡］⊇て　撃＼≡＝』＝♂

第536図　第1号堀出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第536図 棄 A 【36，4〕体部から口緑部にかけての破片。頚部 体部内面ロクロナデ。体部外面 に 砂粒 ・石英 ・小礫 P 55 7　5 ％

8 陶　　 器 B （7．5）は くの字状 に屈曲 し．ロ緑は外反する。 自然軸がかかる。 灰褐色

（粕）オリーブ褐色

良好

覆土

常滑13世紀

9

片　口 鉢 B （6．8） 高台部から体部 にかけての破片。高台 体部外面下位横方向のヘ ラ削 り， 砂粒 ・長石 P 558　5 ％　 P L 69
陶　　 器 D 〔16．6〕 はハの字状に開く。体部は内野 しなが 内面へラナデ。底部は切 り離 し後， 褐灰色 覆土

E　 l．3 ら立ち上がる。 高台貼り付け。高台部ロクロナデ。 普通 常滑13世紀

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 備　　　　　　　　　 考
長 さ （C汀l） 幅 （qm） 厚さ （0m） 重量 （g ）

第53 6図10 砥　　 石 （6．8） 4．5 4．0 （137．0） 凝 灰 岩 Q 501 覆土

第2A・B号堀〔SD－129〕（付図・第537図）

位置　調査区北部，B13～14区。

軍複関係　第1号堀と第2A号堀は同時期と思われる。また，第2B号堀は第2A号堀より古いと思われる。

規模と形状　堀Aの規模は長さ（33．7）m，上幅3．60～4．60m，下幅2．40～2．90m，深さ0．90、0．95mである。

堀Bの規模は下幅1．00～2．00mである。断面形はともに箱薬研である。

方向　東西方向（N－870－E）にほぼ直線的に延びているが，さらに西側と東側は調査区城外に延びるもの

と思われる。

底　ともに平坦である。

覆土　第1層から第9層は掘Aの土層，第10層から第12層は堀Bの土層で，ともに人為堆積と思われる。
土層解説
1　褐　　色
2　褐　　色

3　褐　　色
4　暗褐色
5　黒褐色
6　褐　　色

7　褐　　色

ローム粒子中量，
ローム粒子多量，
ローム粒子中量，
ローム粒子中量，
ローム粒子中量，
ローム粒子多量，
ローム粒子少量，

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック多量
ローム小ブロック少量

ローム小ブロック多量
ローム小ブロック多量
ローム小ブロック少量

8　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
9　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック多量，

ローム中ブロック少量

10　褐　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック多量
11極暗褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック多量
12　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック多量

遺物　覆土から土師質土器小皿，陶器片が出土している。獣骨はウマである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世と思われる。

第2A・B号堀出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（om） 器形の特徴 手法の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第538図 小　　 皿 A　　 6 ．6 底部からロ縁部にかけての破片。わず 口縁部及び体部内 ・外面ログロナ 砂粒・長石・石英・ P 560　 60％　 PL 70

1 土師質土器 B　　 l，6

C　　 3．8

かに内管する平底。体部はわずかに内

暫 し，ロ緑部に至る。

デ。底部回転糸切り。 スコリア

淡赤橙色　 普通

覆土

2

小　　 皿 A 〔 7．6〕底部から口綾部にかけての破片。平底。 ロ縁部及び体部内 ・外面ロタロナ 細砂 ・雲母 P5 59　 6 0％　 PL 70
土師質土器 B　　 2．3

C　　 3．0

体部は緩やかに内攣 して立 ち上がる。

ロ緑部は外傾する。

デ。底部切 り離し後，ヘ ラナ≠。 橙色

良好

覆土

第537図　第2A・B号堀実測図
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第538図　第2A・B号堀出土遺物実測図
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状である。

方南　南北方向（N－200一一E）にほぼ直線的に延びている。

底　皿状である。

覆蓋　人為堆積と思われる。ト

遺物　覆土から土師質土器小皿や陶器片が出土している。
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図版番号器　穫恒測酌項　　　 音形の特徴　　 ！　手法の特徴　　 恒磯…郵　傍旨　考

第539図
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第130号溝土暦解説

1　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量

3　暗褐色　　U・－ム粒r多量∴　し」－ム小ブ日ソク中二昌一‡二

第134A号溝土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量，ローム小ブロック微量，炭化粒千微量

◎　　　　　　　瑠閉

第131号溝土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子少量

2　黒褐色　　ローーム粒子【巨星，ローーム小ブロック少量

こう　黒褐色　　U－1一・一ム粒J’一少量＼l」－ム小ゾし「ノ月敬量

ー616－



第135号溝土層解説

1　褐　色　　ローム粒子中量
2　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量．焼土粒子微量，炭化粒子微量

第136号溝土層解説
1　　事　岩島　　　「7＿／、虫ト仁丹　一芸　　rr＿／、′l＼－7ナ「7リ　ウ捜　－一票一　　半作磐：1了．捜lヨ・
⊥　　　　一i‾‥lLJ L一一　　　　　　　°　‾　　　　r　－l一一一　J lリノ＼鼠I　　　▼‾　　　　rヽ　J　　‘’‾　‘　ノ　Iル人＿婆．I　　′ノ＼I LJl＿㌧．J lル人　∃き＿

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小プロ、ソク少量，ローム中ブロック微量

第137号溝土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化粒子微量
2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小プロ、ソク微量，尉ヒ粒子微量，粘土粒子微量
3　暗褐色　　ローム粒子多量，ローム小プロ、ソク中量，ローム中ブロック少量
4　暗褐色　　ローム粒子中量

5　黒褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

第138号溝土層解説
1　褐　色　　ローム粒子少量，焼士粒子微量，炭化粒子微量

第139号溝土層解説

1　褐　色　　ローム粒子少量，焼上粒子微量，炭化粒子微量
2　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，焼土粒子微量，炭化粒子微量

第141号溝土層解説
1　黒褐色　　ローム粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量
3　褐　色　　ローム粒千多量，ローム小ブロック多量

湊帽　前摺樹遺跡掴匿湧一覧嚢
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131 C 14 － （26．98） 1．52 ＼2．18 0．24 T 字状 U 字形 平出 自然 陶器 SK28 96より新，SK 2985と重複

13 2 C 12 N －23㌧ E （9．23） 1．11、2．18 － 直線状 － － － SI48 7と重複

13 3 C 12 N －860－E 26．5 0．30、0．70 0．20 直線状 U 字形 平坦 － SI489 より新

134Å B 12 N －860－W 16．9 0．30～0．80 0．17 直線状 U 字形 平坦 自然

134B B 12 N －81e－W 1L 2 0．50、0．90 － 直線状 － － －

135 B 13 N －8 60－W （5．7） 0．70、0．90 0．17 直線状 U 字形 平坦 人為 SK 2885 と重複

136 B 13 N －8 6㌧W 10．78 0．4 9＼1．31 0．08～私20 直線状 U 字形 平坦 人為

137 B 15 N －20 0－E （15．3） 1．03、3．11 0．44 直線状 U 字形 平坦 人為 小皿，陶器 中　 世 SE 30より新，SK 2944 と重複

138 B 15 N －7 0－E 3．2 7 0．50～0．75 0．22 直線状lU 字形I平坦 l 自然 l

139 B 15 N －1 10－E 3．5 3 0．64、0．68 0．13 直線状 U 字形 平坦 自然

140 B 12 N －2 J－W 12．1 0．60、0．70 － 直線状 － － －

14 1 C 12 N －790－W 9．7 9 1．96～2．53 0．10、0」9 直線状 U 字形 平坦 人為

－617－



′‘目　しノノッLだ

調査H区においてピット群1か所を検出した。建物跡あるいは柵列等の可能性もあるが，対応関係を把揺す

ることができなかったのでタ　ここではピット群として扱う。以下，その特徴について記載する。

窮　萄ぽッ　群　第別図）

位置　調査区南西部，D12a9～D13a2区。

重複関係　Pl～P5芦　P9e PlOの㌘13のP14は，第494号住居跡を掘り込んでおり，ピット群が新しい。

規模藍平面形　南北。関m　東西膵。舶mの長方形の範囲に言6か所のピット（Pl～P16）を確認した。ピット

の平面は芦ほとんどのものが長径24～60cmタ短径2ト55cmの円形あるいは楕円形で　深さはほ～飢cmである。

新風　P3～P8ほ芦　ほぼ一直線上に並び掘立柱建物跡の可能性もあるが，ピットの対応関係がはっきりしない

ためピット群として扱った。また，出土遺物もなく時期は不明である。

窮別図　第　号ぽッ　辟実測図
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し，洗練で区画した中を複節縄文で充填している。
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第549図　遺構外出土遺物実測図（8）

第Ⅳ群　中期後葉

第Ⅳa群　加曽利E式

1類　加曽利EI式（19・20・22・24）19は深鉢の胴部から口綾部にかけての破片で，口縁部は無文である。

単節縄文を地文とし，沈線による蛇行懸垂文を施している。22は深鉢の胴部片で，単節縄文を地文とし，隆帯

や波状沈線を施している。20は深鉢の波状口縁部片で，渦巻文と沈線のある隆帯で文様を描出している。24は

内攣する深鉢のロ縁部片で，単節縄文を地文とし，隆帯で区画文を措出している。

2類　加曽利EⅡ式（21・23・25・27）　21は深鉢のロ縁部片で，交互刺突文と横方向の沈線文と波状沈線文

を施している。25は単節縄文を地文とする深鉢の胴部片で，垂下する3本の沈線間を磨り消している。23は単

節縄文を地文とする深鉢の胴部片で，垂下する2本の沈線間を磨り消している。27は深鉢の胴部から口縁部に

かけての破片で，隆帯で区画された中に渦巻文と円形の刺突文を施し，胴部には単節縄文を施している。

3類　加曽利EⅢ式（26・28・30・33・38）　28は探鉢の口縁部片で，単節縄文を地文とし，隆帯で楕円形と

長方形の区画文を描出している。33は深鉢の口縁部片で，口緑部に沿って沈線が巡る。30は深鉢の胴部からロ
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2類　宏行2式（66～71073074の77）　※66は斜行条線を地文とする深鉢の胴部片でダ　ブタ鼻状賂付文を施

している。67は斜行条線を地文とする粗製深鉢の目線部片で汐　一部単節縄文を施し，口唇部下の沈線上にブタ

鼻状貼付文を施している。68は斜行条線を地文とする粗製深鉢の日経部片で，太い法線と口唇部の間にブタ鼻

状貼付文を施している。親は斜行条線を地文とする粗製深鉢の目線部片でタ　ロ唇部は肥摩し芦　経線文には爪形

文を施している。銅は斜行条線を地文とする粗製深鉢のロ緑部片でタ　ロ唇部直下には刺突文を巡らしている。

69は粗製深鉢の胴部から底部にかけての破片で　粗い斜行条線を施している。閥は粗製深鉢の底部片で，条線

を施している。73は台付鉢の口唇部片でタ　横位法線の縦長貼付文を施している。77は深鉢の波状目線部片で芦

波状部には縦位法線と横位法線のある突起を施している。

8類　後期安行式浮2）　72は深鉢の胴部片で，円形の刺突文のある貼付文と法線文を施している。

寮監群　晩期

ヱ類　安行3a式土器（75の78。82）　75は波状目線を呈する深鉢の波状目線部片で，波頂部に法線のあるS

字状突起を持ちタ無節縄文を施している。78は波状日経を呈する深鉢の波頂目線部片誹は深鉢の日経部片で，

共に大形のブタ鼻状貼付文を施している。

2類　安行3b式土器（48。76879～鋸e鋸～鋪　　射鋸　深鉢の目線部片で　法線間に列点文あるいはLRの

単節縄文を施している。76は深鉢の波状目線部片でタ　沈線区画内に単節縄文を充壊している。79は波状目線を

呈する深鉢の波状目線部片で，渡頂部に粘土紐をパテマキ状に貼り付けている。鍼は広口壷の胴部から日経部

にかけての破片で芦　口唇部に貼付文タ　ロ綾部と沈線区画内に単節縄文を施している。85は広口壷の胴部から目

線部にかけての破片で，日録部には縄文を芦　胴部には入組文を施している。83は浅鉢の胴部片で，法線文を施

している。86は無文の浅鉢で　中位に　びれを持ち　丸底である。腑は広口壷の波状日経部片，81は無文の底

部片で，胎土や色調が同じことから同一僧体と思われる。

4類　晩期安衛式（87の88）87は注目土器の注目部である。鍋は胴部片で　洗練によ　渦巻区画文を措出しタ

LRの単節縄文を充填している。

土製晶（89～110）

90は楕円形の土版でタ　表e裏面ともに2重から4重の閏や楕円文が法線で措かれ資　緑には縦の洗練文が施さ

れている。8　の鋸は土器片錘で中期の土器が使用されている。犯～用は土器片円盤で，92の94～98は中期の

土器片，93。99～107は後期の土器片，108は後晩期の土器片をそれぞれ利用している。ま09は土製耳飾りで芦

外縁にキザミのある突起を6単位有しぎ　内縁にキザミのある突起を4単位施している。時期は安行　式と思わ

れる。はばみみずく形土偶の右頭部片で，キザミを施した隆帯による芦　ボタン状貼癖で昌と日が措かれてい

る。後頭部は沈線文が施されている。

石器◎石製晶（111～136）

H　は磨製石斧である。Hは定角式磨製石斧資il e H　は小形定角式磨製石斧である。n～Hは磨石であ

る。117・119は両面にくぼみを持つ。120・121は石皿である。121は表面にくぼみを持つ。120は両面石皿とし

て使われ，片面に窪みを持つ。1220129は石錘である。123e124は敲石である。123は楕円形で両端に使用痕

がある。125～127は石棒である。127は断面形が楕円形の石棒タ1250126は断面形が円形の石棒である。128は

有頭石剣の頭部と思われる。130は垂れ飾りである。131・132つ34、136は石鉄である。131・132・135つ36

は基部が凹状で言35は側線が直線的である。133は石核である。
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番場時代（第549回）

羞製品（137）

臓は土王で　ほぼ完形品である。

車健（第549図）

蓋器（138～143）

138。139は土師質土器の小皿で，糸切りの平底である。140は古瀬戸系の四耳壷でま3世紀のものと思われる。

抱は瀬戸の美濃系の平椀で，灰粕を施しており，室町時代のものと思われる。142は陶器の鉢でタ　口唇部両端

が突出している。ヱ43は瀬戸e美濃系の措鉢の底部片で，砂目がある。

石製晶（144・145）

144・145は砥石である。

鉄・銅製品（146、151）

摘　eⅢは短刀で言崩は刀子の茎部片である。摘～Ⅲは　古墳時代前期の第494号住居跡から出土してい

るがタ　これらの遺物は中世以降のものと考えられることから遺構外とした。148の短刀は全長（31。5）cmタ　身部

長23。3cm，茎長（臥2）cmを測る。両関で　関都よ如。舶mの位置に径0。5cmの目釘孔が穿たれる。147の短刀は

全長26。3C恥　身部長19。7cmタ　茎長6。6cmを測る。南関で，茎は尻に向けて徐々に幅を減じる。両短刀とも全体

に木質が遺存しておりタ　ヱ47の短刀が摘8の短刀の上に重なった状態で出土している。146の刀子の茎部は147e

148短刀の近くから出土している。また，これらの短刀が出土した地点は，次年度に調査した中世の墓域に隣

接することから，住居跡と墓域が重複していた可能性が考えられる。149～151は古銭である。149は皇宋道営，

蟻は元豊道営で　共に中国鏡である。151は半分しか残っていないが安商銀の紹豊元賓と思われる。

近健（第549図）

土製晶（152）

152は泥面子である。

銅製品（153）

153は鋼製の煙管である。

－630－



遺構鮒出藍遽鞠観察嚢

図版番 号 器　　 種

計　　　 測　　　 値　 （C汀l）
i 重量

！ （g ）

現 存 率

（％）

備　　　　　　　　　　 考
長　 さ 幅 厚　 さ

第545図　 52 蓋 8 ．1 7．7 2．0 （ 64 ．0 ） 9 5 D P 535　 SI422　 覆土

第 5 47図　 89 土器片 錘 4．1 3．9 0．8 18．0 100 D P 513

90 土　　 板 （7．7） 9．0 1．7 （12 3．0 ） 50 D P 534

9 1 土 器片錘 4 ．0 3 ．5 0 ．8 16．0 100 D P 514　 SK 2479　 覆土

9 2 土器 片 円版 4 ．7 4 ．7 1．0 3 ．2 100 D P 5 15　 SK2 479　 覆土

93 土器 片 円版 4 ．4 3 ．3 0 ．8 16 ．0 100 D P 5 19　 SK2 479　 覆土

94 土器 片円版 4 ．7 3 ．7 L l 22 ．0 100 D P 5 18

95 土器片 円版 4 ．2 3 ．0 0 ．9 19 ．0 100 D P 52 1

96 土器片 円版 3 ．6 3 ．4 1．0 （ 16 ．0 ） 90 D P 522　 SK243 6　 覆土

97 土 器片 円版 2．8 2 ．6 0．7 6．9 10 0 D P 537　 SK2968　 覆 土

98 土 器片 円版 5．3 4．6 0．9 30．0 100 D P 516　 第 1 号 堀　 覆土

99 土 器片 円版 5．0 5」 0．6 20．0 100 D P 517

10 0 土 器片 円版 3 ．8 3 ．5 0 ．7 15．0 100 D P 5 20

10 1 土 器片円版 3 ．5 3 ．7 0 ．8 15．0 100 D P 52 3

102 土器 片円版 3 ．5 3 ．4 0 ．7 12．0 100 D P 52 4　 SK2 804　 覆土

103 土器 片円版 3 ．4 3 ．3 0 ．9 13 ．0 100 D P 52 5　 SK2 394　 覆土

104 土器片 円版 3 ．5 3 ．3 0 ．6 8 ．7 100 D P 526

105 1
土器片 円版 3 ．3 3 ．2 0 ．7 ユ0 ．3 100 D P 528

ま
106 土 器片 円版

l

2．8 2．6 0．5

i

5 ．8 10 0 D P 529

107 土 器片 円版 3．4 3．2 0．7 11．0 10 0 D P 536　 S K2490　 覆土

10 8 土 器片 円版 2．8 （2．6） 0 ．4 （ 3．9） 90 D P 527

10 9 耳 飾　 り 5．2 5．2 2 ．2 （3 2．0） 75 D P 531

1 10 土　　 偶 （5 ．2） （5．6） 2 ．2 （4 7．0） 15 D P 533

第 5 49図 152 泥 面 子 2 ．1 1．7 0 ．6 （ 1．7） 95 D P 53 2

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値　 （cm） ！ 重量

！ （g ）

現 存 率

（％）

備　　　　　　　　　　 考
長　 さ 径 孔　 径

第54 9図 137 士　　 王 2．7 2．5 0．6 0 6．0） 95 D P 530　 SK28 25　覆土

図版 番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 質

備　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第 54 2図　 1 剥　　 片 5 ．9 L 6 L l 6 ．7 硬 質頁岩 Q 52 1

第 54 7図 110 磨製 石斧 （10．7 ） 5 ．0 3 ．7 （345 ．0） 砂　　 岩 Q 5 10

112 磨製 石斧 （ 8．9 ） 5．9 2 ．5 （219 ．0） チ ャー ト Q 512

113 磨 製石 斧 5．7 3．5 1 ．3 「射 ．0 ） 粘 板 岩 Q 513

114 磨 製石 斧 3 ．7 2．3 0．9 12．0 粘 板 岩 Q 514

115 磨　　 石 6 ．7 5．2 3．0 180 ．0 安 山 岩 Q 516

116 磨　　 石 6 ．5 6 ．5 2．1 13 5．0 安 山 岩 Q 531 第 1 号 堀　 覆土下層

117 磨　　 石 5 ．9 5 ．5 3 ．7 16 0．0 安 山 岩 Q 5 32　 S I494　 覆土　 凹石 兼用

1 18 磨　　 石 5 ．5 4 ．9 3 ．6 117．0 安 山 岩 Q 5 17　 SK 2479　 裸土

第 54 8図 119 磨　　 石 6 ．8 5 ．4 4 ．2 263 ．0 安 山 岩 Q 533　 S I48 6　 穣土　 凹石 兼用

120 石　　 皿 （12．5 ） （10．3 ） 4 ．5 （572 ．0） 砂　　 岩 Q 505　 SI48 0　 覆土 中層

121 石　　 皿 （10．3 ） （10．9） 7 ．0 （990 ．の 安 山 岩 Q 504

122 敲　　 石 11．1 9．4 2 ．6 376 ．0 砂　　 岩 Q 509　 第 2号 堀　 穫土

123 敲　　 石 9 ．1 5．2
2・7 l 183 ・0

砂　　 岩 Q 51 1 第 2号 堀　 覆土
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約　 m　 日　 登　　　 計　　　 測　　　 倦
庁抒 備　　　　　　　　　　 考

右　　 奥長さ （cm）　　 帽 （cmラ 厚 さ （cm）　 重量 （g ）

ほ4　 敲　 石 目 湖 i el
3。4 し300．0） 緑色凝灰岩 Q 5封　 第 1号堀 博士

ほ5　 着　 極 目 はe封 i e日　 の　 目 鵬 線泥片岩 Q 519　第2 号堀 覆土

126　 着　 極 目 膵をお i　 す6
4．3 し33 3．中 ホルンフェルス Q 5且8　第2 号堀 覆土

127　 石　 極 目 5お ！ ・0 2。6 り15．0う 線泥片岩 Q 50 3　Sn 131　 覆土

ほ8　 着　 極 目 5・6） 巨 細　 巨 1な3） 巨 賂 0） 緑泥片岩 Q 515

129 序　 錘つ　 叡7 i m
1．0 25．0 安　山 岩 Q 530

ま3年 錮 紺 巨 需 ‖ （欄 圧 0ラ　 巨 3ぁ2ラ
チャー ト Q 529

ま飢　 石　 強 い 湖 ！ ・5 i e4　 日　 の釦 黒 曜　石 Q 526

可 石　 鍍 i ㌫ L i m 0の4 i o。7
石　　 英 Q 523

臓3　 着　 核 i　 62
3．9 1．3 16．0 チャー ト Q 502　第 1号堀 将士

可 石　 鍍 i 守 ㌧ 「 ヤ　 ー 0・4 i oや8 チャー ト Q 535　SK296 8　 覆土

可 石　 鍍 i H
1．3

004 i oも5 黒 曜 石 Q 524

招6　 石　 鍍 i ・中　 08 e目　 せ8
チャー ト Q 527

縮 図 摘4　 砥　 石 巨 細 ！ ・4
3．7 （877。0） 砂　　 岩 Q 506　SK2告7　 番土

M 5　 砥　 石 日 時　　 91 282　 日 51・0） 凝 灰 岩 Q 507

計　　　　 測　　　　 値　 けm）　　　　 重　 量
乳糖番場 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斤庁

サ ！ 長 さ ！ 幅 厚 さ　 巨 g　　　 貝　　　 田

第549縮 可 刀　 子つ　 上欄 i l周 細・扇　 巨 細　　 鉄 i M 狛3 5 頼　 覆土

147 極　 刀つ　 施 3 i m m i 9 8日　 放　　 脚 2 髭硯　 覆土

・0　 日 狐 の　　 鉄　　 M 親 S 硯　 覆土
148 短　　 刀　　 （31．5）　　　　 3も2

蟻3　 煙　 管 i 803 i m i H も日　 鋼　　 M 504

直　 径　　　　 重　 量

、l　　　　　臼　　　　　　　0

初　 鋳　 年 i　　　　 備　　　 考

巽 （g ）（cm） 時　 代 年　 号

第549図 149　 皇宋退寮　　　　 2．3　　　　　 3．40 北 米　 巨 03絆 i M 505　 欄 銭

150　 元豊通貨　　　　 2．3　　　　　 3．02 北 米　 「 梱 筆　 圧 摘　 年戦

可 紹豊元賓 巨 ・裏　 目 湖 陳　 巨 3鵬 i M 507　 安南銭
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第5節　亙区の遺構と遺物

工区はタ当遺跡の南部に位置している。‡区の東側はD区，西側はJ区，北側はH区である。I区の地形は，

南向　に突出する小舌状台地の先端部にあたり，中央部が平坦である以外は傾斜している。谷津に画する北西

部と東部の傾斜地には，縄文時代を主体とする遺物包含層が堆積している。縄文時代の遺構と中世の壕は主に

中央部の平坦面に集中しタ平安時代と中世の遺構は主に傾斜地に位置している。‡区における遺構の残存状況

はタ　ゴボウ耕作のトレンチヤーによる撹乱のため不良である。

‡区で検出した遺構はタ縄文時代の竪穴住居跡膵軋炉跡　基　集石遺構1基，土坑161鼠焼土遺構1基汐

遺物包含層2か所夕平安時代の竪穴住居跡6軒，中世の墳墓i鼠方形竪穴遺構2基，土坑3基，地下式壌3

基芦井戸2基夕溝7条夢塚1基である。遺物は，縄文時代の遺物を主体とし　遺物収納箱纏0×40×20cm）に

206箱が出土している。以下，時代別に遺構と遺物を記載していくことにする。

＋

第駈囲　　匿全体図

＋

－633－

0

Lr二ゴ「二二賢窯



濫　縄文時代の遺構と遺物

拍　竪穴住居跡

区では　縄文時代の竪穴住居跡摘軒を調査した。第464号住居跡は2軒の住居跡が重複していることが判

明したため　第購Å号住居跡と第464B号住居跡とに分けた。第舶2～44504490452。455・459～461も4628

4650466・468～鮮　0鮮～贈号住居跡は　炉跡や土塊に改称したり資遺構ではないことが判明したことから，

欠番とした。

第舶考健贋静　第読図）

位置　調査区北西部，F14d6区。

確認状況　耕作による撹乱が著しく，本跡の残存状況は不良である。

重複関係　本跡は第254802595号土塊に掘り込まれていることから，本跡が古い。第2542号土坑とも重複して

いるが，新旧関係は不明である。

規模藍平面形　長軸抱。98〕m，短軸3。90mの隅丸長方形である。

長軸方向　N－870－W

壁　壁高ほほcmで　外傾して立ち上がる。

床　平坦で，ロームを床にしている。中央部は踏み固められている。

ぽッ匪　2か所。撹乱が著しら　偽は確認できなかった。Plは芦径48cmの円形で，深さは43cmである。P2は，

径38cmの円形で　深さは罰cmである。PleP2ほ規模から主柱穴と考えられるが，主柱穴数は不明である。

尊堂　2層に分層されタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色　　U－ム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片463点，石皿片上長が覆土から出土している。且は深鉢の日経部片で，覆土下層から出土し

ている。2は深鉢の目線部片で，洗練を有する隆帯により文様を措出している。3は深鉢のロ綾部片でタ　RL

の単節縄文を地文としタ　隆帯により渦巻文を施している。射深鉢の目線部片で，縦位の洗練を地文とし，隆

帯により文様を措出している。5は深鉢のロ緑部片で，撚糸文を地文とし，ロ唇部直下に交互刺突による連続

コの字状文を巡らしている。6ほ深鉢の目線部付近から胴部の破片で，LRの単節縄文を地文とし，ロ緑部は

洗練により文様を措出し，胴部は法線による懸垂文を施している。7ほ深鉢の頚部片で，沈線を有する隆帯を

巡らしている。8ほ深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，半裁竹管による懸垂文を施している。

所農　本跡の時期は夕　且の出土遺物から縄文時代中期後菓伽曽利EI式期）と考えられる。

第鯛号健腰跡出藍逸物観察嚢

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色誘巨 焼成 備　　　 考

第551回 深　　 鉢 A 〔4 6．0〕 目線部破片。胴部は内攣 し，ロ緑上部は短 く外反する。頚部には交互刺突 長石 ・雲母 ・砂粒 P 1　5 ％

ヱ 縄文土器 B （9．5） による連続コの字状文を巡らしている。日経下部 はR L の単節縄文を地文 にぷい黄橙色 覆土下層

とし，洗練を有する隆帯により文様を措出 している。 普通 加曽利E I式併行
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－l・・十一一　」

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿　」

第551図　第441号住居跡・出土遺物実測図
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位置　調査区北部タ　ダ摘g　区。

′　　　　　′

重複し鷲折るが　新旧関係は不明である。

一　　　　　　　・．、　　・′

最軸方向　N－210－W

′　　　　　　　　′

、　　　、　　　　′

t．　′、′
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露　平坦で夢　ロームを床にじ等障る。

炉　炉は確認で　なかった。床の残存状況が不良をため明確でな齢が　事跡は炉を　たな齢住居跡等ある紺能

性がある。

ぽッ匪　臓か所。㌘～㌘招濠方形状に巡航　濠径渕～閥だm　短径錆‰鋸gmの閤形で　深さ諏㌦鍼gmである。

㌘～㌘招来　規模と配剤から　本櫨の主柱衆と考えられる。㌘㌦㌘ほほ　廃径渕～舶m　短径邦～嫡流のほぼ

ノ

深さ踊gm警ある。㌘ほほ　径錆gmのほぼ洞形で　深さ諏流である。㌘lぬ㌘ほほ　寒路に樽　枝光かど　かは不

明である㌔

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　ー

土層解説

ヱ　暗褐色　　ローム粒子多量夢　ローム　㌔プロッタ少還　炭化物微量

2　j暗出色　「トーム粒戸情i∴　ロー1一ム小ブt‾二「ノク少量、炭化物微量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

覆土上層から出土して齢る。　ほ探鉢の把手を有する描線部の破片で　床面から出悲し等折る。　ゆ射深鉢

の把手を有する描線部の破片で　覆土上層から出土して齢る。狛深鉢の胴部片で診　毘監の単節縄文を施し等

射る。鋸深鉢の胴部片で　隆帯に濃　区画濃を措出し　隆帯に沿肇等璃ン党状の工具に羞　結節法線濃を施

して折る。隆帯による文棟内には爪形文に羞　文様を措出し若齢る。闘　磨石である。

所農　本捗の時期は　出土遺物から縄文時代中期中辛　中略式期ラ　考えられる。

第朋考健腰跡出藍遺磯観察蔑

図版番号 券　 種　 計測値k mラ　　　　　 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴　　　　　 始ま も色調 の焼遠　 備　 考

第553図 深　　 鉢　 Å 〔封 ，中　 ロ縁部から頚部の破片こ波状口縁を呈 上　 目線部は外碩する∴　目線部は隆　 石英 ・長石 ・雲母　 P 5　5 ㌔

皇 縄 文土器　 B　H ．申　 帯により文様を描出し，隆帯に沿って沈線 を施 している∴地文はR L の単　 黒褐色　　　　　 覆土上層

節縄文である∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 阿玉台Ⅳ式

2

深　　 鉢　 B　Hふ い　 把手を有守る目線部の破片十　日綾部はわずかに再攣寸る∵把手には円孔 を　 石英 ・長石 ・雲母　 P 6　5 ％　P L 82

縄文工器　　　　　　 有する∴　‖緑部は桂苦及びキザ ミを有する隆苫∵ より文様を描出し，区画　 にぷい褐色　　　 床面

文内には縦位の沈線文を充填 している．　　　　　　　　　　　　　　　　 普適　　　　　　 中峠式併行

3

深　　 鉢　 B 〔リ．申　 把手部及び目線部の破片∵　口縁部 はわずかに内曾する∵把手の頭部には降　 石英 ・長宥 ・雲母　 P 7　5 0。 P L 氾

縄文士器　　　　　　 骨 二より鋸歯状装飾帯 を施している∵　目線部はR L Lハ草笛縄文を地文 とし， にぷい褐色　　　 覆土上層

沈線により文様 を措出している十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普適　　　　　　 中峠式

4

深　　 鉢　 B 〔 丁．恒　 把手部を有する口緑部の破片丁　目縁部 はは甘在立上　 把手部は欠損 してい　 砂粒 ・スコリア　　 P S　m ㌔

縄文土器　　　　　　 る∴　キザ ミを有する隆帯により文様を描出し．一部に沈線間 を交互刺実に　 黒褐色　　　　　 覆土上層

よる連絡コの字状文を施している∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普適　　　　　　 中峠式

図版番中 種 長さkmラ琵 射 。mラ ； 輝き毎mラ 重畳‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾…‾‾‾”‾‾ 石 質

備　　　　　　　　　　 考

警55洞 冒巨資　 石つ＋ 錮 ぁ8　　　 02 i 親　　 安 山岩 Q 2　床面　P LlO5
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第553図　第446号住居跡出土遺物実測図

ぎ

〟。⊂⊃7
0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　ー－一一一一一ー－－－ーl・－・－」

第447号住居跡（第5弘図）

位置　調査区中央部，F14i7区。

重複関係　本跡が第2559・2561号土坑を掘り込んでいることから本跡が新しく，第1号集石遺構が本跡の覆土

上面に付設されていることから本跡が古い。

規模と平面形　長径5．54m，短径4．62mの楕円形である。

主軸方向　N－50。－W

壁　壁高は8cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，ロームを床にしている。

ー638－



炉　中央部に付設されている。長径96cm，短径84cmのほぼ円形で，深さ8cmの地床炉である。炉の中央部には，

長径32cm，短径23cm，深さ42cmのピットを有する。炉床面は火熱により赤変硬化している。

土層解説

1　暗　赤　褐　色　　焼土粒子微量

2　暗　赤　褐　色　　焼土粒子少量

3　暗　赤　褐　色　　焼土粒子少量，第2層より明るい

4　にぷい赤褐色　　焼土粒子中量，焼土ブロック中量

ピット　8か所。Pl、P4は炉を中心に長方形状に巡り，長径32～94cm，短径30～76cmのほぼ円形で，深さ47

、91cmである。Pl～P4は，規模と配列から4本柱の主柱穴と考えられる。P5～P8は，径16～66cmのほぼ円

形で，深さ19～27cmである。P5～P8の性格は，不明である。

第554図　第447号住居跡・出土遽物実測図
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′

で軍　配監の単節縄文を地文とし　法線による懸垂文間を磨　消している。

新風　事跡の時期は　出土遺物が少量で明確でな齢が　出土遺物と住居跡の形態から縄文時代中期複葉摘帽

利E式期う　と考えられる、〕

第報聾健腰静　第添固）
′

確認状況　本跡は傾斜地に位置し　斜面側である酋側半分が流美し等折るため　東側半分を確認する。

′

親機磨平面形　長躯。掴m　短軸持せ鋪mの隅丸長方形と推憲きれる。

童車癖方向　N－u”－2J一一E

壁　外傾して立ち上が軋　壁高は般cmである。

床　平坦で訝　闇一義を床にして齢る。

炉　中央部に付設され若齢る。産経媚gm　短径舶mのほぼ閏形で　深さは弧である。深鉢の描線部から胴部の

太形破片を埋設させた土器埋設炉誉ある。炉内には　廃土等の痕跡はほとんどを竃　炭魔物を少量潜んで射る

だけである。，

炉土層解説

且　褐　色　　ローム粒子中量　炭化物少量

酎欄　j摘瀦誹矩滞滴妙踊濾融摘瀞縮減軋義勝掛澗鴫嘉潅鉦載録眺鵬翻締高那瀾

‰銅鐸である。㌘～㌘滴　か所持のピッ机確認晋　をかったが　規模と配列から　本社の主柱衆と考えら

れる。

尊堂　　層に分層され夢　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色　　LJ－∵ム粒戸畑軋「トム小ブt了・ソク少量．尉ヒ物少；圭一；：

2　褐　色　　しトーム粒一寸’一少量、l二トムブU、ソク少量．炭化物微量

逮磯　縄文土器楕鴇鍼意　磨製石斧片凱軽が覆土から出土して折る。m深鉢の獄緑部から胴部の破片で　炉

埋設土器である。

新風　事跡の時期は　出土遺物から縄文時代中期複葉　加曽利藍　式期）と考えられる。

第朋考健腰静出藍遺物観察廉

図版番号 序　 種 桓 潮酌 m）i　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　 i胎士 の色調 の焼成　 備　 考

第55 5図 深　 鉢　 A H 4・0〕 口縁部かち胸部の破片∴目線部は内攣 工　 目線部はわずかに外反する∴＝　 石英 ・長有 ・雲母　 P 9 1（賄 P L 82

鼠 縄文土器　 B　は1・川 縁部に沈線を有する隆希 を巡らし　 目線部文様帯を彬成している∵目線部　 黒褐色　　　　 炉理設土器

には沈練 を有する隆葦によりS 字状丈とクランク文を交互に施 している∵　普通　　　　　 加酎 UE I式

口縁の空自部 には梅位の沈線を充填 している∴頚部の地文はR L の単節縄

文である∴

－640一・・・一
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第555図　第448号住居跡・出土遺物実測図



ノ

′　ノ　　く　′　　　　　　　　　　′　　′

、　　．　　＿、ノ　　　　　　　ー　　　　　′　′　　　　　／　　、：ノ　　　ノ　′　、　　′　　　　　∴　　　　′　　　・′、一　′

しい。

や　　∴　　　′　二　　　′ノ．、　ノ　　：　二　　．

童軸方向　N－20－E

′一　　　　　　　　　′　′

′一　　　　　　　　　′、　　　　　　ノ　・・・・　　　　　　　　　　ノ′′　′　′、・　ノ　　　　　′　　・′
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‥　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　ノ　　　　　′　、′　　　、：′　′．　、′′・　　′

1　　。′∴　　、．ノ　　′，ノ・．、・；′・‘′　　∴　　　・・ノノ　ミ　ノ　′　㌶㍉．　∴、；・∴・ウ∴　ノ　らハ　、

‘、　　′　　、．・　　、．　′！　．、　　　　ノ’．′′・′∵、一．一　　′　′　、．・て：！、′　′′ハ′∴

炉土層解説

1　褐　色　　ローーム粒V手少量，ロームブロック微量

2　褐　色　　ローム粒子少量

3　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，炭化物少量

4　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，炭化物少量

5　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

．　　　　　　　　　　　∴′　′　　′、　′　ノ　、′へ′′　：、　′、ノ’く了、∴了′：くニ！三一　　′　′　　　　　・・一

′　′　　∴・　．．．′　、．　　ノ　′　′．　′　ノ、一　′三．、－′　ノ、ユ　、ノ　　　　　′

三、　へ　、　　′ニ′　　　．　ノ　′、　　　′　　　．　　ニ　・∴1、二、、ら′二、　ノ　　　　′．′　′、′、

である。

：　　′・′　　　　　ノ

土周解説

1　暗褐色　　ローム粒子微量

2　褐　色　　ロー一一ム粒子少量

3　褐　色　　U一一ム粒子少量，ロームブロック微量

4　褐　色　　ロー一ム粒子少鼠　ローr－．一ムブロック少量

′′　、、　　　　　　′　　　　　　　　ノ　　　　・・　　　　　　71、　′！　ノ　　　　ノ、′　∴．　　　　′　、′ノ　　　　　　　　′　一

‥　′　　　　′　　′　　　　一　　　　　　　′　　　　　一　　　　　　ノ　バ　く′・′′′　　　　′　　　　一　′′、′

′　′′　　　　　　ノ‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′・′、　′．′　　　　　　　′ニ　′　′．・′

′′　　　　、・・　－　　　　　　　′　　′′、の・転、冥／　′′　′　　　　　′　′　∴　′て）了、′－．。′　二．√′、、′・

．　′　　　　　　　∴′　′、′　ノ　　　　　　　　　′　　′．／　　　　　・ノ、　　　′′、っっ／．i’　了：一・

10は磨製石斧である。

／′　‥　　′　′　　　、、・シ．ノ　∴．．、　　／、′　　　．．′　　．．ノ′　′

第媚聾健腰静出藍達観観察蔑

図版番号 棒　 種 i‾嘉測酌 mラi　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎日 掛 鵬 「 清　 孝

第557回　　 深　　 鉢　 A 〔47 ．の　 上半部∴頚部はくびれ，口綾部はわずかに内暫 し，口唇部直下で屈折 して 石英 ・長石 ・雲母　 P lO 30％　 P L 82

1　　　 縄文土器　 B （24 ．5 1 外反するこ　口緑部には連続する橋状把手を巡 らし，その直上には連続 コの 暗褐色 炉埋設土器

字状文を施 している㌔胴部はR の無節縄文 を地文 とし，沈線により文様 を 普通　　　　　　　 中峠式

描出 している。

深　　 鉢　 A 〔50．2〕目線部片十　日緑部はわずかに内攣 し，口唇部直下で屈折 して外反する㍉　日 石英 ・長石 ・雲母　 P l 1 5 ％

2　　　　 縄文土器 B　tH ∴お「縁部には連続する橋状把手を巡らし，口唇部直下は無文である。 にぷい褐色　　　　 覆土

普通　　　　　　　 中峠式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 質

備　　　　　　　　　　 考
長さ　ぐcm） 幅 （C扉 厚さ （cm ） 重量 （g ）

第557図 8 麿　　 石 8．6 7．2 3．7 4 23 安 山 岩 Q 5　 覆土　 P L lO5

9 麿　　 石 9．2 6．3 4．7 4 00 安 山 岩 Q 6　 覆土　 P L lO5

10 麿製石斧 ぐ7．71 5．7 3．2 （24 4） 緑色凝灰岩 Q 7　 覆土　 P L lO3

－643－



第557図　第450号住居跡出土遺物実測図
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執矧磯健鳳妙　緒翫矧郵

健置　調査区の北部汐　藍摘h　区。

確認状況　寒路は西内　の傾斜地に立地して折るため　西側が流出し　東側半分を確認した。

重複関係　事跡は第鵠盤さ翫鋸号土塊に掘　込まれ若齢る芸　から　事跡が古齢。第　号炉跡と重複するがタ

新旧関係は不明である。．

漁礁藍平面形　長径を闊椚謁　短径　は猶孤の楕閤形と推窺される。

農径方向　N一一8ローW

壁　壁高は摘cm誉誹傾して立ち上がる。

腐　平鰻で診　ロームを床にじ等折る。

炉　炉は確認できなかった。本跡は炉をもたないf封離亦である可能性がある。

．′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　′ノ　　　、　　　・′

である．、〕

尊意　　層に分層され診　察堆積と考えられる。
土屈解説

畳　褐　色　　ローム粒子少巌算　哲－ふブロック概還

2　褐　色　　ローム粒子少量ラ　ローム小ブロック微量
3　褐　色　　ローム粒子少量

造機　本跡に伴　遺物は出土して齢を齢。

所農　本捗の時期は　住居跡の形態や覆土が縄文時代中期の　のと類似L等折る芸藍から縄文時代中期　考え

られる。

第駈図　第魔鸞健腰妙実測図

一・一645…－
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第453号住居跡（第559図）

位置　調査区の中央部，F14a7区。

確認状況　壁や床は残存していないが，炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

規模と平面形　長径〔3．82〕m，短径〔3．80〕mの円形と推定される。

主軸方向　N－780－E

炉　中央部やや西寄りに付設されている。長径64cm，短径50cmの楕円形で，炉の西部に探鉢の胴部を埋設させ

た土器埋設炉である。炉確認面が炉床面で，炉床面は火熱により赤変硬化している。埋設土器の覆土は1層で，

焼土粒子を少量含んでいる。
炉土層解説

1　暗褐色　　焼土粒子少量

ピット　6か所。Pl～P6は炉を中心に巡り，径28～38cmのほぼ円形で，深さ29～71cmである。Pl～P6は，

規模と配列から6本柱の主柱穴と考えられる。

遺物　縄文土器片5点が出土している。1は深鉢の胴部で，炉埋設土器である。2は深鉢のロ緑部片で，RL

の単節縄文を地文とし，隆帯により文様を描出している。

所見　本跡の時期は，1の炉埋設土器から縄文時代中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

／
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第559図　第453号住居跡・出土遺物実測図
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′　．

図版番号

第559図

星

洋　種　測催kmラ　　　　　　　 器　形　及　び　文　様　の　特　徴　　　　　　　 始まも色調の焼成　　備　　考

深　鉢　B（10．1）胴部片ご胴部は外反する∴沈綿による懸垂文間にLRの単節縄文を充填L　長石・スコリア　P1230Qb　PL82

縄文土器　　　　　　 ているナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明黄褐色　　　　 炉埋設土器

普通　　　　　　　 加曽利ED式

一　　　一　　　一　　　二’一∴、：1こ・：く

．ノ　′　′　　ノ　　　　　　、　′

l　　‾　、′　′　′　　　　　　′、′　　　　、　　′　　．　、∴　　′　　　　・　　　　　　′　ノ′．　　　ニー　　′　　∴．一

状況は不良である。

、、ノ　　　　　　・．・・　、　　　－　　　′／　　　　ノ．

鼠隊凱鞠＋腔紅溌芦＋酎

′‥‘　、　　　′・－′！　　　　ノ　！∴

′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　′

．　　　′　‥　′　　　　　′．′　　　　　　　　　　　　　　ノ　′　　‾　′Y　′

：　‾、∴　　　　′ノ、，　′、′

土周解説

1　褐　色　　亡トーム粒子数量

2　褐　色　　ロー－ム粒子少量

；・－メ　　　　　　；・：　　′．　′一　　　　ノー　　′　　　　　　　　・′′　　　′　′　　　′　　　　．、、′　　　　　　一

・′　　　′　　　　∴　′．．　　　′　′　一、、　′、　．／てニ1：言′、ノ．∴、′′′・・ノ　．′′∴′　　：　′∴、′　′ニ′、　∴

．’1ノ′′．　　　、′　　∴　．．　　　　′：．　㌧ア了′、男　一・六㌧：二′　　　　　　　　　　；　　　　、　′．

‥∴　∴く　　　　　　＼　・．・、・’1こ′ノ．つふ・：．、′、′：＼グ十．絢、・‥∴∴、′　ふ二　二　′′こノ、一　二　′′′。．、′′・、

′．．王、・′′一l∴こ　　、リ′　ノ　′　ノ㌧　′′・′∴　∴　′、∠ト　′；ふ言日産・ら‥　　　′．！　　♪′、．ノ、⊥　′′

区画文内にR監の単節縄文を充壊して折る。　は深鉢の胴部片でタ　監Rの単節縄文を地文とし　波線による懸

垂寛間を磨　消して折る。　は採鉢の描線部片で　粂線文を施している。鋸深鉢の頚部片で　半裁鰭管によ

′くノハ・ニ　ノ・　′　∴ノ窯′・：′一．：∵’　、’　　　ら言′　′′／パ言　鵠ズ予㌣ノ・一二′、亮．′∴一フ′∴∵ら：・二、′、て、

・′・′　　　　　　　　ノ　‾　．′　　　　　∴、、言∴、‥　しンノJ一′行　′日工

第礪聾健腰歯出藍遺物観察嚢

図版番号　　 券　　 種　　 謝儀 km） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 恒 瀾 … 郵　 儲旨　 考

第560図　　 深　　 鉢　 B （16．8） 4 単位の波状口縁 を呈する口縁部から胴部の破片予口緑部は内攣するJ 口　 砂粒 ・白色粒子　 P 15 10％ P L 83

1　　　　 縄文土器 緑部はR L の単節縄文 を横位に施 し，沈線 により文様を描出 しているぐ胴部　 にぷい黄褐色　　 第 1層

はR L の単節縄文を縦位に施 し，法線による幅広の懸垂文間を磨 り消 して 普通　　　　　　 加曽利 E Ⅲ式

いる。

深　　 鉢　 B （17．針 小波状口縁 を呈する口綾部片J 目線部は内攣する∴目線部はL R の単節縄　 砂粒 ・白色粒子　 P 13　5 ％　P L 83

2　　　　 縄文土器 文を横位 に施し，隆帯により文様を描出しているこ胴部 はL R の単節縄文　 にぷい黄橙色 第 1層

を縦位に施 し，沈線による幅広の懸垂文間を磨 り消しているこ　　　　　　　 普通 加曽利E Ⅲ式

深　　 鉢　 B （18．0う底部から胴部の破片こ胴部は外傾 して立ち上がる。胴部は L R の単節縄文　 砂粒 ・白色粒子　 P 14 15％　P L 83

3　　　　 縄文土器　 C 〔 8．0〕 を地文 とし，沈線による幅広の懸垂文間を磨 り消 している√ にぷい黄橙色　　　 第 1 層

普通　　　　　　　 加曽利E Ⅲ式

図版番中 …

［

計　 測　　 健　 k m）　　　 重量　　 現 存 率　　 ／、、 や

長　 さ 幅 ！ 厚 さ　 巨 g） （％）　 形状及び鯛 の柵　　 備考

縮 図摘　 土器片円盤 4．0 3．9　　　　　　 1．1　　　　　　 22 100 R L の単節縄文。 D P 3　覆土

1小 器片円盤
4．4 4・6 i e2 i 侍が i　 弼　 沈線文o　　　　　 D P　 覆土

i2 巨 断 円盤 4．7 90　　 も8 i 摘 i 湖　 ＿底 ＿。　　　　 り㌘　 覆土
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第560図　第454号住居跡・出土遺物実測図（1）
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第561図　第454号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第456号住居跡（第562図）

位置　調査区の中央部，E14i9区。

重複関係　本跡は第2629・2589・2590号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長径〔4．12〕m，短径4．62mの楕円形と推定される。

長径方向　N－250－E

壁　外傾して立ち上がり，壁高は8cmである。

床　平坦で，ロームを床にしている。

炉　確認できなかった。本跡は炉を持たない住居跡の可能性がある。

ピット1か所だけを確認する。Plは，長径52cm，短径46cmの楕円形で，深さ50cmである。規模から主柱穴

と考えられるが，主柱穴の数や配列は不明である。

覆土　2層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

第562図　第456号住居跡実測図

－649－
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遺物　本跡に伴う遣物は出土していない。

所見　本跡の時期は，縄文時代中期の第2529・2589・2590号土坑に掘り込まれていること，覆土が縄文時代中

期のものと類似することから縄文時代中期と考えられる。

第457号住居跡（第563図）

位置　調査区の南部，F14g5区。

確認状況　本跡の西半部は調査区域外にあり，東半部だけを確認した。

重複関係　本跡は第124号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径〔3．64〕m，短径〔4．34〕mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－760－E

壁　東壁だけが残存している。壁高は8cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦で，ロームを床としている。

炉　中央部に付設されている。長径98cm，短径62cmの楕円形で，地床炉である。炉床面は火熟により赤変硬化

している。

第563図　第457号住居跡・出土遺物実測図
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ぽッ睦　　か所だけを確認した。㌘パ凱　擾径詣m　短径別路の精閤形響　深さ鵬だ親である。㌘の性格は　不

明であるe

啓羞　　層に分層され撃　自然堆積である。
土層解説

1　暗褐色　　tトーム粒子一微量，炭化物微量

2　暗褐色　　＝－ム粒J’・少；妄＿；∴　tト∴∴ブt二「ノク少量

二〕　褐　色　［トーム粒戸「量，ロー．一ムブロック中量

遺物　縄文土器片鍼鉱産が出まじ若齢る。m　波状闇路を豊する採鉢の打線部で　覆土から出土して折る。翌

は波状描線を豊する深鉢の描線部片で　沼唇部直下に法線を巡らし夢　監Rの単節縄文を斜位に施して折る。詔

は土器片錘である。

ノ　′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　、

窮媚牽健腰妙出藍遺物観察索

図版番号 序　 穫 恒測酌 撒きi　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 恒 の色調 0焼成i 備　 考

第563回

皇

P 17 50㌔　P L83

覆土

堀之内 I式

図版番中 対義 測　徳　行mラ 針 硯∈慧率　 備 考　 備 考
幅　 恒…

翫 63図 3 巨 器片錘　 506 2めS i lの0 霊 i 膵の　 序 段の蠣 縄文S　　 恒　 覆土

ノ

′　′

確認状況　壁や覆土は残存じ若齢な齢が　炉とピットを確認した這藍から住居跡　判断した。

親機藍学薗形　蔑径路の凱椚撒　短径摘。閥罰抱の掩開形と推定される。

童牽癖方向　N一一一2〇一lE

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

′‥　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　　　　　　　　　　・′　一　　　　　．‥・　ノ′、　　　　　　　　　′

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

2　褐　　色　　ローム粒子中量，炭化物微量
3　暗赤褐色　　壌土粒子中量，焼土中ブロック微量

′　　　　′ニ　　ノ　J・J′－　　　　　　′

．　．　　　′　′、・′′．‾′．、′・′；∴、′′′　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　′ノ　′

一　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　′′　　　′　　　　　′′

′．　　　　　　．　、′′′　　二、言了′　つ　’∴　一、、、　′　　　．　　　　　　！十．∴ノ

、′　　　！　′、．・・・、　　　　，こノ：一ノ・三　ノ1今∴ノナノ二二・、

、′　ノ　　　　　　　　　′′　′言1一．く　了言上′　∴／　′′∴′　　　　　　　．／一ノ′．、！）

、　　　　　　′、

図版番号器　穫桓溺酌m）i　　　 器形及び文様の特徴　　　　 恒淵錮蝋　傍醇　考

第561図

ユ

深　　鉢　B　q0．車　底部から桐部の破片．胴部は外傾して立ち上がる∴無文㍉　　　　　　　　　砂粒　　　　　　　P1810㌔

縄文土器　C　　6，9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　覆土

普通　　　　　　　堀之内1式
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第564図　第458号住居跡・出土遺物実測図

⑥

旦
1

i宗＝一

旦

¶

蜜箭！＿＿⊥

－652－



l‘′1∴　二・．‾－　　ご′、．：圭　一、橘！、ズー

位置　調査区の北東部，E15g5区。

親機藍平面形　長軸は。10m芦　短軸7。54mの隅丸長方形である。

長軸方向　N－310－W

壁　壁高は14cnlで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，ロームを床としている。

炉　炉は確認できなかった。

ぼッ睦　2摘、所。㌘1～P4ほタ　長径60～94cm芦　短径54～84cmの楕円形でタ　深さ22～104cmである。㌘1～P4は夢

4本桂の主柱穴と考えられる。P5～P　は北東壁に沿って直線的に配置され　径器～媚cmのほぼ円形で　深さ

22～104cmである。P8～㌘11は南西壁に沿って直線的に配置され，長径38～52cm　短径3～舶cmの楕円形で芦深

さ2～撒cmである。P　～㌘まほ　規模と配列から補助柱穴と考えられる。㌘12～P2は配列に規則性ほなら　長

径器～痛cm　短径凱～購cmの円形あるいは楕円形で　深さ膵～鋸cmである。Pは～P祝の性格は芦　不明である。

尊堂　3層に分層され芦　自然堆積と考えられる。
土層解説

1　黒褐色　　U－ム粒jつ数量，炭化物微量

2　黒褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

遺物　縄文土器片説狙軋蕉　土偶温点　石鍍思慮　石棒片　頗　石剣片　点　剥片私産が出土している。覆土

下層からほ安街2式土器が多ら　覆土上層からほ安行　昆03　式土器が多　出土している。　は深鉢の打線

部片で，覆土上層から出土している。2～鐘は太波状萬緑凌呈する深鉢のロ綾部片でタ　2ほ覆土下層から芦
l　　亡∵二1　　▼　　ゝ　　▼l．　1　　ヽ　　　＿．．＿＿　　　　－1　　　　　　（　　　　　　〃　ヽ1

384は覆土上層から出土している。5ほ深鉢の目線部片でタ　覆土上層から出土している。6の7は注目土器

の注目部片で夕　覆土から出土している。8は浅鉢の底部片でタ　覆土下層から出土している。9は粗製深鉢の底

部から胴部の破片で芦　覆土下層から出土している。摘0mは台付鉢の海部で　覆土下層から出土している。ほ

ほ広口壷のロ緑部から胴部の破片で，覆土から出土している。13は粗製深鉢の日経部片で，覆土から出土して

いる。摘は波状目線を呈する深鉢のロ綾部片でタ大形のブタ鼻状の粘付文を施している。15は鉢の目線部片で芦

キザミを有する貼付文を施し，凹凸のある隆帯を巡らしている。16～封は粗製深鉢の目線部片である。膵は条

線文を施している。蟻0柑～卸の別は口唇部直下に押庄文あるいはキザミを有する隆帯を巡らし　条線文を地

文としタ　洗練文により文様を措出している。25は双頭の小波状目線を呈する深鉢のロ緑部片でタ　波頂部直下に

三叉文を施している。26は太波状目線を呈する深鉢の目線部片で，波頂部には鉢巻き状の貼付文を施している。

2～封は広口壷の日録部片でタ　LRの単節縄文を地文とし　洗練によ　文様を措出している。27の29のロ唇部

には痩状の貼付文を施している。32033035は浅鉢のロ線部片で芦　3　0器の沼唇部には貼付文を施している。

34は深鉢の目線部片で　枠状区画文を施している。諒は皿の目線部片で　口唇部にキザミを施している。欝は

鉢の目線部付近の破片で芦　陽刻手法により羊歯状文を施している。罰はほぼ完形のミミズク形土偶で，覆土下

層から出土している。39は有茎の石鉄である。

所農　本跡はタ　炉をもたない隅丸長方形の住居跡である。本跡の時期はタ　遺物の出土状況から縄文時代後期後

葉（安行2式期）と考えられる。
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窮媚考健腰静出藍遽磯観察嚢

図版番号　 播　 種　 測健k mラ　　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　 恒 の色調 や焼成　 備　 考

第5；6園芸文士紺 戦警警賢妻蓋窯買慈窯業 蓋を惑郷 蓋霊　 曇≡運PL83
深　　 鉢　 B　L　SJ 〕 太波状目線を呈する＝綾部片∴　日録部は外博する．波頭部には魚屋状の突　 砂粒　　　　　　　 P 3 7　5 0。 P L 畠

2　　　　 縄文土器　　　　　　 起 を有 し，その直下にキザ ミを肯する縦長の貼付文を施 している∴　　　　　 にぷい褐色　　　 覆土下層

良好　　　　　　　 安行 2 式

深　　 鉢　 B　L　占．中　 大波状目線 を呈す る目線部片∴　目線部は外傾する．波頭部には魚尾状の実　 砂粒　　　　　　　 P 4 1 5 ％　P L 机

3 縄文土器　　　　　　　 起 を有 L ．その直下に大形のブタ鼻状の貼付文を施している∴ にぷい黄橙色 席上上層

良好　　　　　　　 安行3 a 式

深　　 鉢　 B　 L1 ．か　 波状目線を呈する日綾部片。口緑部は外傾するJ 波底部直下に大形のブタ　 砂 粒　　　　　　　 P 42　5 ％　P L 83

寸　　　　 縄文土器　　　　　　 鼻状の貼付文を施 している十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　　　 覆土上層

良好　　　　　　　 安行 3 a 式

深　　 鉢　 B　ナ　ウ．3〕目線部片．＝縁部は内傾する！自唇部には魚尾状の突起を有 し，その直下　 長石 ・砂粒　　　　 P 43　5 ％　P L 83

5　　　　 縄 文土器　　　　　　 に太彬のブタ鼻状の貼付文を施しているJ　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　　 覆土上層

良好　　　　　　　 安行3 a 式

注㍍土器 転 竃　 の鋸 注㌫部片。注目の直下にキザ ミを有する横藻の貼付文を施 している玲　　 長石 。砂粒　　 序 諏 摘％

6　　　　 縄 文土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　　 覆土

良好　　　　　　　 宏行2 式

注目土器 lB （L r　 注口部片∵注目の直下にキザ ミを有する横長の貼付文を施 している∴　　　　 砂粒　　　　　　　 P 40 10％

7　　　　 縄文土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 得色　　　　　　　 覆土

良好　　　　　　　 安行 2 式

浅　　 鉢　 B （ ．い　底部か吊 軋部の破片∵　底部 は丸底で，胴部は外傾 して立ち上がる∴地 文と　 長石 ・砂粒　　　 P 購 20％

8　　　　 縄文士器　 r　 12．6　 してR L の単節縄文を施している∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 褐灰色　　　　　 博士下層

良好　　　　　　　 安行 1 ・2 式

粗製深鉢　 B　L　6．2）底部か 周 鵬 βの破片∵底部は平底で，胸部は外醸 して立ち上がる㍉条線文　 長石 ・砂粒　　　 P 壷　 5 ％

リ　　　　 縄文土器　 r　　 t 0　 を施 している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明赤褐色　　　　　 覆土下層

良好　　　　　　　 宏行式

台 什 鉢　 B　t　∴6）台部片∴台部は内攣して立ち上がる十台部 と胴部 との接 合部にはキザ ミを　 砂粒　　　　　　　 P 47 10％　P L 糾

10 縄文土器 巡らしている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色 覆土下層

良好　　　　　　　 安行 1 ・2 式

台 付 鉢　 B 〔7．3十　台部から胴部の破片十台部は内暫 し 胴部は外傾 して立ち上がる∵無文∴　　　 長石 ・砂粒　　　　 P 4 8 20 90　P L 畠

11　　　 縄文土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　　　 覆土下層

良好　　　　　　　 安行 2 式

広 口 壷　 A　 は7．0〕 口緑部か ら胴部の破片∴胴部は内暫 し，口縁部は短 く外傾するJ 口唇部に　 砂粒　　　　　　　 P 44 10％

12　　　　 縄文土器 B （ 7．5） は貼付文を施 している∴胴部はR L の単節縄文を地文とし，沈線により玉 にぷい黄褐色 覆土

抱 き三叉文を施している㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好　　　　　　 安行3 b 式

粗製深鉢　 A　は7．の　 目線部片十　日縁部は内傾する．無文J　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂粒　　　　　　　 P 45　5 ％

13　　　　 縄文土器　 B （ 6．6） 灰褐色 覆土

良好　　　　　　　 安行式

計　　　 潮　　　 植　 ぐcm ）　　　　 重 量　　　 現 存 率

遠射陶芸㌘経」ヨ り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′ 、、　　　　　 ナ　　　　　　　　　　　　　　 ナ

つ 存　 健 「 義 幅　 厚 さ　 巨 g ）　 ％　　 形 及 び文 様 の特 徴　　 備　 考

第568図　　　 土　　 偶　　 12」 8．2　　　　 3．2　　　　 日時　　　　 棉　　　 ミミズク形土偶ぐ頭部及び耳部の一部　 D P 7　P L 98

38 欠損。頭頂部には角状の突起を有 し言「覆土下層

後頭部には欠持するものの蝶ネクタイ

状の突起を有するこ土が考え られる．

顔の輪郭はキザ ミを有する隆帯により

縁取 りし，目 ・鼻 ・ロは貼付文により

措出している。腹部中央にはボタン状

の貼付文を配し，背面は沈線による渦

巻き文を施 している。

図版番中 種 計　　　　　　 ナ、ぢ　　　　　　 ず置 重量 。g車 質　 備　　 考

長さ　km）　　 幅 k m） 厚さ　けm）

糎 瀾 可 石　 鍍 （288） ！ 且の5
0．5 鉦 鍼　　 チャート　 巨 細 配
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第566図　第463号住居跡出土遺物実測図（1）
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第567図　第463号住居跡出土遺物実測図（2）
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第568図　第463号住居跡出土遺物実測図（3）

10cm

！　　　；　　　！

⑯‾峰
0　　　　　　2．5cm

！；！

第464A号住居跡（第569～575図）

位置　調査区の北部，E15gl区。

確認状況　当初1軒の住居跡として調査していたが，2軒の重複であることが分かり，A号住居跡とB号住居

跡に分けた。耕作による撹乱が著しく，残存状況は不良である。

重複関係　本跡は第464B号住居跡を掘り込み，第2652号土坑の上面を貼床にしていることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長径10．80m，短径9．40mの楕円形である。
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動鮎那覇　腎…紺㌧瀾

′

′　　　　　　　　　　　　、　　　　　　．

炉　ほぼ中央に付設されている。長径。鵬m　短径。測mの楕閤形で　深さ臓gmの地床炉である。炉床面は光
ヽ魂

熱によ　赤変硬佗し　赤変硬化はさらに炉の南側まで及んで射る。炉の覆土は　層に分層される。覆土に獣骨

片を含んで障ることから　覆土を採取し水洗選別を実施した。
炉土層解説

1　桓暗褐色　　焼上位イー少量

2　暗赤褐色　　焼吊、白「・中量

3　赤褐　色　　焼「粒子中量

j　暗赤褐色　　焼上粒子多量

5　赤褐色　　焼上粒子多量，焼土ブロック中量

一　　　　　　、，　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　、　・　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　二

：、ノV　′．．　ノ　　　　　　　　　．　　　　　　　　′′

あ軋　配列や覆土による所属の識別はで　なかった。

尊堂　第　～　層が本跡の覆土で夢自然堆積と考えられる。第　層と第　層は　焼士粒子を中量含む層である。

土層解説

1　暗褐　色　　ローム粒子微量

2　黒褐　色　　ロー…ム粒子少量，炭化物少量二

二3　暗赤褐色　　焼「粒トト量，炭化物微量

tlt　褐　　色　　しトーム粒J’・車；・妻；：

5　暗褐　色　IIJ－ム粒j’・微＿量∴リームブし「ノク微量，

焼土粒J「・少量，炭化物少量

6　暗褐　色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量，

炭化物少量

7　暗赤褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子中量

・　′・　　　′　′　　　　　　　′′　‘、　　　′・一一′．′、

′　　　　′　　　　　　　　　　　、、∴‥　　／′．∴′・′：’．∴‾′

．、∵ら　　－′一′、二、

∴　　　　　　　　　　　　′′・・

′

′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　J′一・・・　　′

．　　ノ　　バ　′　′．．こ、　′．　　　　　　　′．′′　三言。ノ　　　　　　　1′ノ　′∵／：）、′　′ン　′・、．、′

′て　ノ　　　′・′．・′－　　　　　：　′、∴、′′′、　　三　・・、　．、十∴．・、、／／÷　ニ’／∴′一一′

・′　′1∴　　′　　　、　　　　　′　　　′・ノ′．′′・　　　　′　　＼－ノ∴tノノ′′′1′∴ミ′二一∴　′、

′　　　　　．∴ノ′ノ＼ら、　　　　、　　　　・，　　　・′′　　　　　′・′．　．一一、　′∴シ′、；♪∵Ht′、

′　　ノ　　　　　　　　　　　、′　　・・　．　′　　　　　　　　　　　　　　∵八′ノ　′

′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　一　　′　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　．．1′　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　J　　　　　　ノ′

，‘．　′　．　ノ　′′、　／　　　　　ノ　′　ノミノー、・、ノ　、　′　　　　　・′、言　　三、・　　　　．

ノ．ノ　．く1　　　、二‘′‥′1′　　ノ　　　バ・′ニッ1完　　　　　　　　－　　ノ．、′∴・Cハ！．．、・∴’二二右，タ

′ノJ．ノ／′′′・り′ノ　′　／′、ノ＼　　ノ　′　　　　′．‥′　　ツ、．　．　′！ご′′、、1ノニッ∴i－’′、ノ「∵！一

．　　，・、一、・′；ご、二。′ノ′て′　　　　　　　　ノ　ー′、　ノ　ノ　・　∴ミ／、ウ：‘′’、ハを　－つる、）′′豆†　三

′　　　　　　　　．′・　　　　ソ、．　　　　　　′　　　　′．　　　′　　ノ　　′　：（。′、′∴ノ壬′′　ノ・こ′、い一二七　　　‥

′　　　　　　　　　ノ・　′　　　ノ　　′　′　　　　　　　　′　　・・　ノ・・ノ　　′　　′　　　ヽ

いる。

′　　　ノ′　　　　　　　　　　　　′　′　　　　ノ　　　　　　　　　　　　ー　　．　　　　　　＼′・　　　ノ．　′　　ノ、．J
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闇拶
第570図　第464A・B号住居跡出土遺物実測図（1）
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第571図　第464A・B号住居跡出土遺物実測図（2）
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第572図　第464A・B号住居跡出土遺物実測図（3）
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第573図　第464A・B号住居跡出土遺物実測図（4）
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第574図　第464A・B号住居跡出土遺物実測図（5）
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第575図　第464A・B号住居跡出土遺物実測図（6）

第464A号住居跡出土遺物観察表

0　68
0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　‥　；　　　！

図版番号器　　桂計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第570図深　　鉢B（10．2）大波状口縁を呈する口綾部片。ロ緑部は外傾する。披頂部には魚尾状の突砂粒 P52　5％　PL84

1 縄文土器 起を有し，その直下に大形のブタ鼻状の貼付文を施している。 灰褐色

良好

覆土

安行3a式

2

深　　鉢B（9．5）大液状口緑を呈するロ綾部片。口綾部は外傾する。波頂部には魚尾状の突砂粒 P53　5％　PL84

縄文土器 起を有し，その直下に大形のブタ鼻状の貼付文を施している。 にぷい褐色

良好

覆土

安行3a式

3

深　　鉢B（6．6）大波状口緑を呈するロ綾部片。口綾部は外傾する。波頂部には魚尾状の突砂粒 P55　5％　PL84

縄文土器 超を有し，その直下に大形のブタ鼻状の貼付文を施している。 にぷい赤褐色

良好

覆土

安行3a式

4

探　　鉢B（8．6）大波状口緑を呈する口縁部片。口綾部は外傾する。波頂部には魚尾状の突砂粒 P54　5％　PL84

縄文土器 起を有し，その直下に大形のブタ鼻状の貼付文を施している。 黒褐色

良好

覆土

安行3a式

5

鉢B（2．3）角底を呈する底部片。RLの単節縄文を地文とし，角底のコーナー部には砂粒 P515％

縄文土器C　　6．4ブタ鼻状の貼付文を施している。 黒褐色

良好

覆土

安行3a式

7

浅　　鉢A〔26．8〕ロ縁部片。ロ縁部は外傾する。ロ縁部はLRの単節縄文を地文とし，沈線砂粒 P5710％　PL84

縄文土器B（6．0）により文様を描出している。口唇部には貼付文を施している。補修孔があ灰褐色 覆土

る。 良好 安行3a式

8

鉢A〔12．8〕口綾部の一部欠損。丸底。胴部は内野して立ち上がり，ロ縁部は外傾する。砂粒 P5660％　PL85

縄文土器B（6．5）ロ緑部は無文で，口唇部に貼付文が施されている。直下には2才L一組の円にぷい黄橙色覆土

孔がある。胴部の沈線間にはLの無節縄文を充填している。 良好 安行3b式

9
宣E A〔7．6〕ロ綾部から胴部の破片。胴部は内野し，ロ線部は外傾する。ロ緑部は無文砂粒 P58　5％

縄文土器B（4．0）で，胴部には沈線により波状文を施している。 橙色

良好

覆土

安行3b式
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6．3

i
巨 か9

i
i oの複

i
恒 掴

i
i 90

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i
巨 噂 孟云蹄 形を摘 瀾 糟 胤 硯 車 胱 腰 ＝ 摘

43　　 土製耳飾り 6．7 2．0 0．8 （23．01 70 くの字状の断面彬を呈する÷キサミを有す摘 付文を　 D P lヰ

1単位施している■針にキザミを施している÷　　　 覆土

第573回現　　 土製耳飾 り 6．4 2．0 0．6 緒叡糾 90 くの字棟の蹄 形を呈する∴キザミを有する貼付文を　 D P IO　 P L 98

施している÷　　　　　　　　　　　　　　　 覆土

壷　　 土製耳飾 り 7」 2．ヰ 仕7 47．0 100 くの字粧湖面彬を呈する∵キサミ雄 する貼付文を　 D P 9　 P L 98

1単位施している∵　　　　　　　　　　　　　 覆土

46　　 土製耳飾 り 〔5．6〕 1．6 0．5 （3．5） 15 くの字樵の断面形を呈する∴キサミを首する貼付文を　 D P 22

施している∴喝軋二キザミ摘 工 いる÷　　　　　 覆土

宥　　 土製耳飾 り 〔6」〕 2．1 0．8 （生＝ 20 くの字状の断面形を呈する∴キサミを有す摘 付文　　 D P 19

施している凋 軌二キザミを施している∴　　　　　 覆土

墟　　 土製耳飾 り 〔7．0〕 2．1 0．6 し7．0十 25 くの字樵の断面形を呈する÷キザミ捕 する貼付文を　 D P lγ

施している凋 緑∴キザミを施してい圭　　　　　 覆土

∴拍　　 土製耳飾 り 〔7言〕 2．0 0，6 「敏郎 20 くの字紙の断面彬持 する∴キサミ挿 す摘 付文を　 D P 20

施している÷増緑∴キザミを施してい右　　　　　 覆土

50　　 土製耳飾 り 〔6．の 2．2 0．6 （7．小 25 くの字樵の断面形を呈する÷キザミを有す調甘損　 D P 16

施しているご　　　　　　　　　　　　　　　 覆土

51　 土製耳飾 り 絡 鋸 2．1 0．5 上敷郎 15 くの字樵の断面形を呈する÷キサミキ有す調甘H　 D P 21

施している予　　　　　　　　　　　　　　　 覆土

鑓　　 土製耳飾 り 摘．2〕 2．0 0．6 （6．6） 25 巨 の柳 蹄 形を呈する潤 湖 文を施して蟻 恒 刑 ㌃ 魁

紳 献 上脚 酬 〔6．0〕 2．0 0．9 （9．7や 30 巨 の字状の蹄 形を呈する潤 ニ波線文を餌 怖 い細 腰 駈

54I　 上製耳飾 り 5．2 1．5 1．6 23．0 100 盤状で中丸二孔がある∵楕円形の窓が寸単位ある∴沈　 D P H　 P L 99

線による三叉甘摘 してい右　　　　　　　　　 覆土

柄　 ロ　 。　　　　　　　 計　 測　　 倦 巨 質　 備　　 考

図版 督　 番　　 長約 m） 幅 k m） 厚さ 海月 重量 玩）

第㍍離郷　 石製垂飾叫　　 潤 2・2　 i oo6 i　 3も2 砂質購　 極 摘 覆土　 P L 摘6

痛　 い 百　 錬 ！ ∈繍 漫05 i o・8 ！　 級 の チャート　 極 2　 覆土

踊　 磨　 石 i　 ゆ3 6ぁ2　 i 5e2 i 300 凱 周 善　 い抽 象土　 m 瀾

野　 楔形石器 i　 の2 2ザ3　 ！　 0・8 i　 4el チャート　 巨細 穫土　 m 瀾

5畑 剥　 片 i　 e8 403 ！　 ませ2 ！　 皇3 チャート　 恒 潤 肇旺

鋸　 磨　 石 ！　 03 603 i 5ず3 ！ （28郎 飢 購 善　 い組 浄土　 m 瀾

6日 磨　 石 i　 ザ2 6さ3 ！ 逢せ5 ！ 264 安 山 岩　 極 ま　 覆土 －P L摘3

消　 磨　 石 i ・2 60皇　 ！ 309 i 219 飢 掴 善　 い紺 浄土　 m 瀾

6畑 磨　 石 i　 せ7 509 ！ 4ei i 206 飢 購 善　 い摘 浄土　 親 潮

鈍　 磨　 石 ！　 88 5さ8 ！ 402 ！ 豊67 飢 購 善　 い紺 隊士　 親 潮

第5凋 髄　 いき　 石つ＋ 錮 5の0 ！ 3。8 ！ 呈43 安 山 岩　 極 膵 覆土

鮮　 磨　 石 i　 e2 54確 ！ 複の5 i i35 安 山 岩　 極 は 覆土

棉 ！石　 棒 ！ 軌 5） i　 40O　 i　 208　 i 髄 4） 緑泥片岩　 極 霊 墜 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿P L 摘6

－　　ノ　・l　　　　　言、さ：ノ′V　′′：－：′′′　．′∴　「

∴十メ′1′二　ノ1　‾　、‥　ノぐ

∴　′㍉ノ′‘　ら．′二、7t、ごノ　く　′′了　ノ、ノノ＼／、‾∴ノノノ′ノ

．．す　∴　ノ言ノ′、∴く′　仁‘、了′，．′′、－，－′．′、言、．、、㍉′・、ノ、／′　′ノ′　′∴′．、7ノ　、

∵　一　　∴、　　、、　′∴・∴　　ソ：　′　こノ　三　でノノ

′　　　＼　く　く　、

璧　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。

′　　　　　　　　′　′一　′、　　′　　　′′
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・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′．一　′　　　　∴′　　　：ノ　′

である。

′　　、、・　　　　　、′二　′＼′・′六　一．、一　′　ノ：、′　　．－．　ヾ　　・一　　　′　ノバ：：′、・！・ソ　ー∵＋テ

‘∴、、、1．、、．一　　ノ　　　　∴ノ　ノ　ー　ノ．二、．　′、）　、・′て・・．：’‘　、）∴・，　の　′　　・、人：一．

できなかった。P3二弓、P51の性格は，不明である。

′〕　　　　′　　′　∴　　　　　′′　　　一　′′、、′′

土層解説

8　暗褐色　　ローム粒子微量，炭化物微量

9　褐　色　　ローム粒子中量

10　褐　色　　ローム粒子小鼓　ロームブロック微量

さ・′　．ノ　　バ　、t　！　　　　　　、′、（．ノ′　　　′・’C　　　　．ノ、1′．・　ウ　ノ′′ン′．．、：、、く　′

′　言′一ノ　　　　　′　　，′、ノ　　　　　　ノ′．

一一　・′　′　′′　　．　　　く′　　‾　　　　＼′、　．　、．，　　　・二°　　　　　　　　　　　．　ノ

第媚磯随牽健腰跡出藍遺物観察湊

図版番号 器　　 種 計測値k 面 器　 彬　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第570回 単五机 上器 B （ 5．2十胴部から台部の破片こ　胴部には一対の有孔突起を有する．キザ ミを有する 砂粒 P 50 30％　 P L 85

6 縄文土器 降帯により文様 を描出し，隆希の交点には貼付文を施している㍉ 黒褐色

良好

覆土中層

安行 2 式

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値　 tcm ） ！ 童量

目 g ）

現 存 率

（％）
形状及び文様の特徴 備　　 考

長 さ 幅 厚さ

第576回

皇

土　　 偶 13．2 6．9 3．2 179 100 頭頂部はく鉢 淵 はつぶれたハート形を呈する∴

額の輪郭は隆希により半円酷二榔臣亘るが，臣

鼻骨の表現はか ㌧振面・背面ともに無文である÷

D P 8　 P L 99

覆土下層

‘ノ・ニ：二ミ　∴！三′　∴了＿＿　　　　∴、女∴∴一′
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第467号住居跡（第577図）

位置　調査区の中央部，F14ao区。

確認状況　本跡は第1号墳墓と重複し，耕作による撹乱が多いため，残存状況は不良である。

重複関係　本跡は第2661号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しく，第1号墳墓の主体部と周溝に掘り

込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径5．74m，短径5．30mの楕円形である。

長軸方向　N－870－W

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，ロームを床としている。

炉　炉は確認できなかった。本跡は炉をもたない住居跡の可能性がある。

第577図　第467号住居跡・出土遺物実測図
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陛ッ匪　8か所。Pl～P4ほ床面の北部を弧状に巡り夢　長径32～56cmタ　短径28～舶cmの楕円形で芦　深さ42～88

cmである。Pl～P4ほ，規模と配列から主柱穴と考えられる。床面の南部にも弧状に巡る主柱穴の存在が考え

られるが，撹乱により確認できなかった。㌘5～P8ほ診　長径26～32cmタ　短径20～32cmの楕円形でタ　深さ20～98

cmである。P5、P8の性格は，不明である。

確立　3層に分層され，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　褐　色　　ローム粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量

3　褐　色　　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片69点が覆土から出土している。iほ深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし撃　沈線によ

り文様を措出している。2ほ深鉢の胴部片でタ　RLの単節縄文を地文としタ　洗練による3本一組の懸垂文を施

している。

所農　本跡の時期はタ　重複関係と出土遺物から縄文時代中期複葉（加曽利E‡式期）と考えられる。

篤郎考健腰静　第欝図）

鐙置　調査区の北部，Fi舶6区。

重複関係　本跡は第446号住居跡の第255　の翫寝号土坑に掘　込まれていることから資　本跡が古い。

親機藍平面形　長軸〔5。10〕mタ　短軸〔3．72〕mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－370－W

壁　南東壁だけが残存している。壁高は航mで　外傾して立ち上がる。

圭、中JL、，・1－′　′1一し・、ナ・ノ了し、ノ1．

強

第野鼠　第贈号健腰静実測図
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炉　ほぼ中央に付設され　第鵠氾号土塊に掘　込まれている。径は触mのほぼ円形　推定され　深さ翫mの地

床炉である。炉床面は火熱により赤変硬化している。

ぽッ睦　9か所。Pl～P4は炉を中心に長方形状に巡り，長径28～48cm，短径26～42cmの楕円形で，深さ36～

粥cmである。P～Pは規模と配列から　本櫨の主柱穴と考えられるが，他の遺構の重複部分が多いため6本

柱の内の2か所は確認できなかった。P5～P9ほタ　長径24～40cm，短径22～32cmの楕円形で，深さ12～47cmで

ある。P5～P9の性格はタ　不明である。

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所農　本跡の時期は芦　出土遺物がないため明確でないが，住居跡の形態から縄文時代中期と考えられる。

窮舶尊健腰妙　策野～繋固）

位置　調査区の南東部タ　F16f3区。

確認状況　壁や覆土は確認できなかったが芦　炉とピットを確認したことから住居跡と判断した。

親機藍学面影　主体部はタ　長径〔5。46〕m　短径絡。蟻mの楕円形と推定され芦　南西側に出入りロと考えられ

る対ピットを有する柄鏡形である。

主軸方向　N－220－E

炉　長径118cm　短径犯cmの楕円形で　深さ摘cmの地床炉である。炉床面の北東部にはピットを有する。ピッ

は長径姐cm　短径封cmの楕円形で　深さ捕cmである。ピッ　の壁面及び炉床面は火熱によ　赤変硬化してい

る。炉の覆土は6層に分層される。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　赤　褐　色

4　暗　赤　褐　色

5　黒　褐　色

6　にぷい赤褐色

焼土粒子少量，炭化物微量，骨片微量

焼土粒子少量，炭化物微量，骨片微量，1層より色調が明るい

焼土粒子少量，炭化物微量，骨片微量

焼土粒子中量，焼土ブロック中量

焼土粒子中量，焼土中ブロック中量

ローム粒子中量，焼上粒子少量

ぽッ睦　Hか所。Pl～P4ほ，炉を中心に台形状に巡る。PlとP2は，長径30cmと34cm，短径22cmと30cmの楕

円形でタ　深さ32cmと36cmである。P3とP4ほ，長径56cmと114C恥　短径52cmと98cmの楕円形で，深さはいずれ

もは2cmである。㌘1～㌘4は規模と配列から4本柱の主柱穴と考えられる。P5ほ，長径116C恥　短径78cmの楕

円形で芦　深さ46cmである。P6ほタ　長径202cm，短径ま20cmの楕円形で，二段に掘　込まれ　下段までの深さ凱

cmである。P5e P6ほ芦　出入り口と考えられる対ピットである。P7～Pllはタ　長径24～54cm，短径22～50cmの

楕円形で，深さ28～70cmである。P7～Pllの性格は，不明である。

遺物　縄文土器片m点　石極　点　敲着　意，磨石2点，浮子1点が，P5e P6の覆土から出土している。

且は3単位の波状打線を呈する深鉢の目線部から底部の破片，2ほ浅鉢の目線部から胴部の破片，3は鉢のロ

縁部片，4ほロ緑部と胴部の一部を欠損する壷タ　5は粗製深鉢のロ綾部から胴部片で，P6の覆土上層から出

土している。6は平底の鉢，708は丸底の鉢で，688はP6の覆土上層から，7はP5の覆土から出土Lで

いる。　ほ無文の深鉢である。10工はは鉢のロ綾部片で，LRの単節縄文を地文としている。12～15は粗製深

鉢のロ綾部片でタ12・13は押庄文を有する隆帯を口唇部直下に巡らしている。16は浮子，17は磨石である。

18819は敲石タ　20は石棒でタ　P6の覆土下層から出土している。

所農　本跡の時期は芦　出土遺物から縄文時代後期中葉（加曽利Bl式期）と考えられる。

－672－



⑥

∴∴′．こ　．′、　、＿‾　ノ　　ごま

－673－



＝l‾二二：二三l華l‾l

第580図　第475号住居跡出土遺物実測図（1）
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第581図　第475号住居跡出土遺物実測図（2）
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第582図　第475号住居跡出土遺物実測図（3）

第475号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿」　　」

図版番号器　　桂計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第580図探　　鉢A〔29．0〕口綾部から底部まで一部欠損。外傾して立ち上がり，ロ縁部は3単位の波砂粒 P67　50％　PL85

1 縄文土器B　44．0状口線を呈し，わずかに内督する。RLの単節縄文を地文とし，半裁竹管黒褐色 P6覆土上層

C〔9．4〕による平行洗練文を施している。 普通 加曽利Bl式

2

浅　　鉢A〔34．8〕口縁部から胴部の破片。外傾して立ち上がり，ロ縁部は短く内傾する。外砂粒 P6615％　PL85

縄文土器B（12．2）面は無文で，内面は沈線文間にキザミを施している。区切り文は沈線によにぷい褐色P。覆土上層

るのの字文である。 普通 加曽利Bl式

3

鉢A〔25．4〕ロ緑部片。ロ綾部はわずかに内督する。Lの無節縄文を地文とし，沈線文砂粒 P6420％　PL85

縄文土器B（10．2）を巡らしている。 明赤褐色

良好

P6覆土上層

加曽利Bl式

4

宣EA〔8．5】胴部一部欠損。胴部は内督して立ち上がり，ロ緑部は短く内傾する。LR砂粒 P6580％　PL85

縄文土器B　ll．6の単節縄文を地文とし，口緑部と胴部には沈線間に逆S字状の沈線文を連にぷい橙色P5覆土上層

C　　8，2編して施している。胴部にはのの字文を4単位施している。 普通 加曽利Bl式

第581図鉢A〔26．0〕
ロ縁部から胴部の破片。ロ綾部は内督する。RLの単節縄文を施している。

砂粒 P68　30％

5 縄文土器B（24．6） にぷい黄褐色

普通

P6覆土上層

加曽利Bl式

6

鉢

縄文土器

A　13．0

B　　6．3

C　　6．0

口緑部一部欠損。平底で，□綾部はわずかに内督する。無文。 砂粒

にぷい褐色

普通

P6995％　PL85

P6覆土上層

加曽利Bl式

7

鉢

縄文土器

A　16．0

B　　6．6

ロ緑部一部欠損。丸底で，口緑部はわずかに内督する。無文。 砂粒

黒褐色

普通

P7070％　PL85

PS覆土

加曽利Bl式

8

鉢

縄文土器

A〔13．4〕

B　　6．4

口綾部から底部の破片。丸底で，ロ緑部はわずかに内督する。無文。砂粒

明赤褐色

普通

P7150％　PL84

P6覆土上層

加曽利Bl式

9

深　　鉢

縄文土器

A〔13．4〕

B（6．0）

ロ縁部片。ロ緑部はわずかに外傾する。無文。 砂粒

黒褐色

普通

P72　50％

P6覆土上層

加曽利Bl式

－676－



図 版 番 号

計　　　　　　 測　　　　　　 値

lコ 斤

！長さ海月　 幅海ラ 寒さ玩m日 登量廟　　　　　 備　　　 考

第581図16 浮　 予 i さ中　 ・6 測＋ 「 鶴 年 ！ 軽　 尋貰　 巨渦 穫土 m 瀾

17 磨　 石 目 5の8日　 紺 や5 i 郡　　 安山岩　 極　 覆土

第582図18 敲　 石 目 蟻 i 602 5ヰO i 射8　　 安山岩 i Q訟 覆土 ㌘L摘3

19 敲　 石 i ・中　 や5 ず9 i 罰8　　 安山岩　 棒 器 覆土 P L摘3

20 石　 韓 日 邦もお　 目 や6 86 i 細 離　　 縁泥繍　 棒 鋼 覆土

：′ソ∴∴‘′∴工＿や　第：；点．、′く

∴＿　1今′′くの．！．一、、二　、∴．・′く

∴一㌦㌦、∴／－＼▲王のrつ、工′二、、′了＼・′く＿ノ（シ、′二だ　′、；′　つ男′’′亘・、′主．′　′′

＿二∴ノ了＼・′＼言・、∴∴㍉ノコ′．．ノ、．′　′＼三二ノ、、ニ：．・′′　ノ　′＼「、十l、＼

ふ・ニ㍉′、－ト1－…売　淫：1（）十・、豆yi∴，ヾ喜、J一子十二′：㌧亮一

．ノ　ご）　　　　ノ　′、一、　　′　／ノ／′ノ

ザ、、′．＼　　一一　／・ノ′・′へ　′・　ノ＼＼ノノ

炉　ほぼ中央に付設されて折る。径猶cmの閏形で　深さ航mの地床炉である。炉の覆土は　層に分層される。
炉土層解説

1　暗赤褐色　　ローム粒子少量，焼士粒子少量

2　暗赤褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　灰褐色　　ローム粒子多量，廃土粒子微量

‥ノ　ヽ一夕′′

4　　　　1 2　　　　　　3

第鯛潤　第聯骨健贋跡実測図
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尊堂　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量
2　暗褐色　　ローム粒子少量

3　暗褐色　　ローム粒子微量，焼土粒子中量，炭化物微量

4　褐　色　　ローム粒子中量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態と覆土が縄文時代中期のものと類似していることから縄文時代中期と考えら

れる。

第超謬謬考健贋跡（第584も585図）

位置　調査区の中央部，F14a4区。

確認状況　壁や覆土は残存していないが，炉とピットを確認したことかち住居跡と判断した。

規模藍平面形　長径〔7。06〕m，短径〔5860〕mの楕円形と推定される。

主軸方向　N－360－W

炉　ほぼ中央に付設されている。長径92cm，短径58cmの不整楕円形で，深鉢の底部から胴部片を埋設した土器

埋設炉である。埋設土器片内の覆土は1層である。
炉土層解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子中量

ぽッ睦　Hか所。Pl～PlOは炉を中心に楕円形に巡り，径22～54cmのほぼ円形で，深さ17～76cmである。Pl

～PlOは壁柱穴と考えられる。Pllは，長径36cm芦　短径32cmの楕円形で　深さ鮒cmである。PHの性格は　不明

である。

遺物　縄文土器片用意　石核　点が出土している。1ほ深鉢の底部から胴部片でタ　炉埋設土器である。2ほ石

核で，本跡の遺構確認面から出土しているが，本跡に伴うかどうかは不明である。

所農　本跡の時期は，炉の埋設土器から縄文時代中期後葉（加曽利E‡～Ⅲ式期）と考えられる。

窮贈号健腰跡出藍遺物観察嚢

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第585図 深　　 鉢 B （8．3） 底部から胴部の破片∴胴部は外傾して立ち上がるJ撚糸文を施 しているぐ 砂粒 P 73 10％

且 縄文土器 C 〔9．4〕 橙色

普通

覆土

加曽利 E 式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　 †直 巨 質

備　　　　　　　　　　 考
長さ　k m）　　 酎 cm）　　 厚さ　k mラ 重量 （g）

第585図1 石　　 核 3．4 2．8 L 8 14 チャート Q 29　覆土
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第585園　第477号住居跡出土薗物実測図

表17　前田村遺跡l区縄文時代住居跡一覧表

0　　　　　2．5cm

⊆－→一一∃

住居跡

番号

位　 置 主軸方向 平　 面　 形

規模 （m ）

（長軸×短軸）

壁　 高

（Ⅷ）

床面

内部施設

炉 覆土 出　 土　 遺　 物 時 期

備　 考

（重複関係）
壁溝 主柱穴ピット出入ロ貯蔵穴

441 F 14 N 一打 －W 隅九長方形

隅丸長方形

〔4．98）×　3．90

〔5．501 × 4．82

12 平坦 － － 2 － － －
自然 深鉢 中峠 S K 2548より古　 S K 2封2と重複

446

1．

F 14
N －21。一W 34 平坦 一部 6 6 － － －

自然 深鉢 中帖 SK2603より古　認47ト2封OSと重複

11

8 － 4 4 － － 1 自然 深鉢 加曽利E SK2559・2561より新 1号集石より古

447

448

450

F 14 ・ N 一別。一W 楕　 円　 形 5．54　〉（ 4．62

5 00 ×【3．86〕

（5．26〕× 4J O

平坦

17

E 14
N －2。一E

N －20 －E

隅九長方形 42 平坦 － （5 ） － － － 1 自然 深鉢 加曽利E I S K 2565 ・2571より古

15

E 14．9
楕　 円　 形 48 平坦 － （4 ） 2 － － 1 自然 沫鉢 中峠

中期

S K2573・2600より新

SⅢ592 ・2593より古　 4号炉跡と重複

451

453

E 14 N －80 －W 楕　 円　 形 3．76　×（2．98）

〔3．82 ×3，80）

16 平坦 －
（2 ） － － － －

自然 深鉢

F 14．7 N －780 －W 〔円　　 形〕 － － －
6 － － － 1 － 深鉢 加曽和 Ⅲ

加曽利E Ⅲ 西徴用 査区域外

454

56

F 14．l 〔N －6P tE ）〔円　　 形】 径【3．82〕 40 平坦
－ － － － － － 自然 深鉢

E 14 r N－25。－E 〔楕 円 形 〕

〔楕 円形 〕

（4．12〕×4．62

（3．醐 ×【4湖〕

（5，24×4．761

1日 l X　7．54

8

8

平坦 － （1 ） － － － － 自然 深鉢 中期 S K 258g ・2590 ・2629より古

4

57

ll

F 14
〔N －760 －E〕 平坦

平坦

平坦

－ － 1 － － 1 自然 深鉢 堀之内l

4

8

lS

E 14 ．
N 一之。－E 〔楕 円 形 〕

隅九長方形

－ 4 6 － － 1 － 深鉢 堀之内1

45

463

ll

E 15 ．5
N －318 －W 14 － 4 20 － － － －

深鉢・台付鉢・土偶

深鉢・土製耳飾り・垂飾り

安行2

SI464B ・SⅢ652より新　 S㍑653と重複

6 A E 15 N 一部 －W 楕　 円　 形

隅丸長方形

10 80　×　9．40 46

30

30

平坦 － 5 （20） － － 1 自然 安行3 a・b

4 4

B

．l

E 15 N －好 一W 11 44　×　8．04 平坦 －
（7 ）（19） － － －

自然 深鉢・異形土器・土偶 安行3 a S I464A より古

464

467

lヽ

F 14 N 一好 一W 楕　 円　 形 5．74　×　5．30 平坦
－

（4 ） 4 － － － 自然 深鉢 加曽利E l S K 2661 ・1号墳墓より古

10

平坦 － （4 ） 5 － －
1 自然

自然

藻鉢

深鉢・浅鉢・鉢・石棒

中期
S K 2562より古　 S I446と重複

出入ロの対ピットを有する

471 F 14日 N 一好 一W 〔隅九長方形〕 （5．10 × 3．72） 6

475 F 14 N －220 －E 〔楕 円形 〕

〔円　　 形〕

【5．46 × 5．16〕

径（4．40）

－
平坦 － 4 5 1 － 1 加酎IB l

476

11

F 15も0 8 平坦 － － － － 1 自然 中期 S K 2753より古

深鉢 如酬 E ト Ⅱ
477　 F 14 日 N 一好 一W 〔楕 円 形 ） （7．06 × 5．60） － 平坦 －－ －

11　 － － 1

ー680－
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前田村遺跡H区全体図

前田村遺跡l区全体図
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